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　昼の熱気が残る屋おく上じようを、少し冷たい風が吹き抜けた。

　出会った日と同じ、放ほう課か後ごの屋上に二人きりというシチュエーション。

　あの日と違うのは、俺おれ達たちの頭上に広がるのが薄うす曇ぐもりの梅つ雨ゆ空ぞらではなく、晴れ渡る夏の夕空だということと、俺と白しら刃はさんが初対面ではないということ。

　そして、彼女の口から出た言葉が、人見知りの告白ではなく――。




「貴き殿でんのご両親に紹介してはくれまいか？」




「――――え？」

　俺の口から漏もれたのは、ひどく間ま抜ぬけな声。

　白刃さんの視線はまっすぐで、俺はひどく混乱した。

　衝撃的にもほどがある、彼女の一言が、耳の奥で何度も反響している。

「どうであろうか、鋼こう平へい殿どの？」

　呆ぼう然ぜんとしていた俺に、白刃さんが遠えん慮りよがちな視線を向ける。

「いきなりで申し訳ないが、これは大事なことなのだ。お願いできぬだろうか？」

　返答を求める白刃さんに、言葉が出てこない。

　それどころか、急激に渇かわいたのどからはまともに声が出そうもない。

　ごくりとつばを飲み込み、ひとまず落ち着こうと試こころみる。




　ご両親に紹介してはくれまいか？




　落　ち　着　け　る　か　っ　！

　どう考えてもプロポーズっていう結論しか出ないよ！

「……鋼平殿？　どうした、顔が赤いぞ？　もしや、体調が優すぐれぬのか？」

　心配げに、白刃さんが一歩踏み出した。

「いやっ、だ、だだだ大丈夫！　そういうわけじゃ、ないから！」

　慌あわてて二、三歩飛びすさり、彼女と距離を取る。

「そ、そうか。ならば良いのだが、どうしたのだ？　いつもの貴殿らしくないぞ」

「どうした、って。いや、だっていきなり、その……あ、あんなこと言われたら、平然としてられないに決まってるじゃないか」

　むしろ、どうして白刃さんが平然としていられるのかわからない。

「そ、そうなのか。それはすまぬことをした」

　俺の知っている白刃さんは、重度の人見知りで、極きよく端たんな照れ屋の引ひっ込こみ思じ案あんだったはずだ。ひょっとして、こういうことは女の子の方が肝きもが据すわってるのか？

「しかし、儂わしの申し出はそこまでうろたえるほどのことだろうか？」

「うろたえるほどのことだよ！　だって、いきなり人生最大級の決断を迫せまられて、うろたえない方がどうかしてるでしょ？」

「なに、人生最大級？　鋼平殿、それはどういう意味だ？」

　白刃さんはキョトンとした表情で首を傾かしげた。

「へ？　だ、だって……え？」

　本当に不思議そうな白刃さんの顔を見て、ひとつの疑問が浮かんできた。

「ひょっとして今の、プロポーズじゃなかった、とか？」

「ぷろぽーず？　それは、何の……」

　そこまで言って、白刃さんは固まった。

「ぷ、ぷぷぷぷ、プロポーズだと？　それは求きゆう婚こんの申し出ではないかっ！　ち、違う！　わ、儂がそのようなことするはずなかろうっ！」

　一瞬で顔を真まっ赤かにした白刃さんは、手や顔や長い黒髪やらを振り回し、全身を使って「違う」ということを主張した。

　白刃さんがこんなに顔色を変えたのは初めて見たな……って、それより！

「えっ、違うの？　だって『ご両親に紹介して』って、普通そういう意味でしょ？」

「ち、違うものは違うのだ！　儂の言い方に問題はあったかもしれぬが、とにかくそれは鋼平殿の勘かん違ちがいなのだっ！　儂は鋼平殿に求婚など、断じてせぬっ！」

　全力の否定に、俺の膝ひざはがっくりと折おれ曲まがった。

　照れ屋の白刃さんにここまで断言されたら、さすがに妄想の入る余よ地ちはない。

「お、俺の……俺の、バカ」

　恥ずかしい。俺はなんて勘違いをしていたんだろう？　冷静に考えてみれば、白刃さんが俺にプロポーズする理由がないことなんて、わかるじゃないか。

「な、泣いておるのか鋼平殿？」

　しゃがみ込んでしまった俺を、白刃さんは困った顔で見下ろしていた。

「うぅ……そうだね、泣いてるよ。自分のバカさ加減に」

　俺が自じ嘲ちよう気味に吐はき捨てると、白刃さんの表情がさらに曇くもった。

「す、すまぬ。思い返してみれば、儂も誤ご解かいを招まねく言いようをしたかもしれん。しかし、貴殿をだまそうと思ったわけではないのだ。許してくれ」

　俺の様子は相そう当とうへこんで見えたらしい。

　白刃さんは本当に申し訳なさそうに、深々と俺に頭を下げた。

「ご、ごめん、こっちも慌あわてすぎたよ。うん、もう大丈夫だから」

　慌てて立ち上がって笑顔を作ると、白刃さんはもう一度「すまぬ」とつぶやいた。

　俺達の間に、なんとも微び妙みような空気が流れる。

　いかん、ここは俺が空気を切り替えなくては。

「と、ところで白刃さん、うちの親にどんな用事があるの？」

　できるだけ明るい表情で尋たずねると、白刃さんはハッとしたような顔をした。

「あ、あぁ。実はな、貴殿のご両親に、直接お尋ねしたいことがあるのだ。可能であれば、今週末に。お願いできるだろうか？」

　まだ少し赤い頰ほおのまま、白刃さんは言葉を選ぶようにゆっくりと言った。

　あー……ホントに、うちの親に会いたいってだけなのね。

「うん、大丈夫。うちの親、だいたい土日は家にいるから。あ、でも父さんは単たん身しん赴ふ任にん中ちゆうでさ、母さんしか家にいないんだ。それでもいいかな？」

「うむ、問題ない。すまぬが、よろしく頼たのむ」

　安心したようにホッと息を吐はいた白刃さんに、俺も肩の力が抜けた。

「それから、貴殿にはいらぬ気苦労をさせてしまった。すまない」

　またも頭を下げた白刃さんに、俺は軽く手を振った。

「あ、あはは、もういいよ。ま、まぁ、安心半分、ガッカリ半分って感じだけど」

「むぅ。ガッカリ、か。それは……なんと言えばよいか」

「……私は、全面的にガッカリ。今の、絶対プロポーズだと思ったのに。すごく驚おどろいたから、余よ計けいに損そんした気分」

　そう言って、霧きりゆ生うさんは大げさに肩を落とした。

「あぁ、霧生さんも勘違いしたんだ」

「そうか、では霧生殿にも謝らねば……って」




「「なんで霧生さんがいるのさっ？

　　どうして貴殿がここにおるっ？」」




　俺と白刃さんが同時に飛とび退のくと、霧生さんはスッと眼鏡めがねを押し上げ、

「……恋の気配あるところ、私あり（キラリン）」

　無む駄だにレンズを輝かがやかせ、何な故ぜか自じ慢まんげに胸を反そらした。

「いやいや、恋愛がらみじゃないってば」

「……たしかに、刀と塚つか野のさんからは、恋の気配を感じない」

　霧生さんは白刃さんをちらりと見たあと、はふぅとため息を吐ついた。

「な、何か申し訳ないことをした気になるな」

「ううん、白刃さんは全く気にする必要ないと思うよ」

　俺が呆あきれ混まじりに霧生さんを見ると、反対にジトッとした視線が返された。

「……半分は、白石くんのせい」

「は？　なんで俺のせいになるのさ？」

「……今日、朝から何度も手紙と鳴なる神かみさんを見み比くらべてたし、放課後は人目を避さけて不自然に教室に残った。何より、白石くんのニヤケ面づらは、恋の気配満まん載さい。ここ最近の二人の様子を考えれば、誰だれだって『これはもしやっ！』って思う。……とんだ肩すかし」

「うぐっ」

　そ、そこまで見られていたとは。しかも今の言い方だと、俺が呼び出し相手を蓮れん華げだと勘違いしたことまで気付いてるっぽい。霧生雫しずく、おそるべし。

「何なに故ゆえ、そこで蓮華の名が出るのだ？」

「い、いや、それは別に！　た、ただの霧生さんの勘違いでっ」

「……そうね、勘違い。私の恋愛眼も、まだまだ甘い」

　苦し紛まぎれの否定に、霧生さんは疲つかれた感じで頷うなずき、深い深いため息を吐いた。

「……苦労して覗のぞいた分、徒と労ろう感かんもひとしお」

「あ、覗きの自覚あったんだ。っていうか、ホントにどっから現れたのさ？」

「うむ、儂も気になる。どこかに隠れておったのか？　全く気配を感じなかったぞ」

　恐ろしい――白刃さんは、その言葉を呑のみ込んだように見えた。

「……屋上に隠れていたわけじゃ、ない。下の階のベランダで待たい機きして、白石くんが屋上に現れた瞬間を狙ねらって、二人の死角へ飛び移っただけ」

「だけ、って……霧生さん、そんな忍者みたいな」

　アクロバティックなのは思考回路だけじゃなかったんだね。

「……私、こう見えてもⅠ種」

　誇ほこるでも傲おごるでもなく、淡々と紡つむがれた言葉には確かな説得力があった。

　登とう龍りゆう門もん高校一年首席、Ⅰ種霧きり竜りゆう・霧生雫。彼女はやっぱり俺達のトップなのだ。

「……恋バナのためなら、この程度造ぞう作さもない」

　力の使い方が残念すぎて、素す直なおに感心できないんだけどね。

「だから、恋愛は関係ないと言っておろう」

「……そうだった」

　何度目かのため息を吐いた霧生さんに、俺達は苦笑しかできなかった。

「……でも、用件はともかく、二人が今週末に白しら石いしくんのお家うちに行くことは、事実。これはこれで、十二分に吹ふい聴ちようし甲が斐いのあるトピックス。……それじゃ」

「ちょ、ちょっと待て霧生殿っ！」

　さらりと帰ろうとした霧生さんの前に、白刃さんが立ちふさがった。

「……なに？」

　白刃さんは真剣な表情で、まっすぐに霧生さんを見すえた。

「今この場で見聞きしたこと、皆に、黙だまっていてはもらえぬだろうか？」

「……どうして？　あ、ひょっとして今のはホントにプロポ」

「あぁもうっ！　だから求婚ではないと再三言っておるではないか！　そうではなく、儂が鋼平殿のご両親に尋ねたいのは、鋼平殿の……」

　そこまで言って、白刃さんはハッとしたように口をつぐんだ。

「俺の、何？」

「それは……すまぬ、やはりこの場では言えぬ」

　やっぱり、白刃さんはこの件を俺以外には秘密にしておきたいらしいな。

「聞きたいことって俺に関することだよね？　それって何か悪いことなの？　例たとえば、犯罪に関わるようなこととか」

「いや、そのような話ではない」

「じゃあ、俺が白刃さんに失礼なことして、うちの親に文句言いたいとか？」

「そ、そんなはずがなかろう！　儂は貴殿にいくら感謝しても足りぬと思っておるのだ！　それを、とがめるなど……」

　白刃さんは慌てたように首を振り、ポニーテールが大きく左右に揺れる。

　あまりに強い口調と視線は、俺が驚くほどだった。

「ごめん、違うならいいんだ。じゃあ、それほど悪い話じゃないんだね。だったらさ、別に霧生さんに聞かれてもいいじゃない。必要なら、口止めすればいいだけだし」

　俺が軽い調子で「ね？」と霧生さんに目め配くばせすると、

「……大丈夫。私、けっこう口は堅い方」

　コクリと小さく頷いた。

「ってわけだからさ、教えてくれない？　実は、俺も早く聞きたいし」

　俺達の視線を受け、白刃さんは難むずかしい顔で俺と霧生さんを見比べた。

「む、むぅ……わかった。鋼平殿が、そう言うのであれば。……しかし霧生殿、確認するが、これは本来まだ皆には言わぬつもりだったことなのだ。儂が鋼平殿のご自宅へ伺うかがうということも含ふくめ、決して口こう外がいせぬよう、お願いする」

　白刃さんはこれまで以上に強い視線を霧生さんに向け、

「……わかってる。信じて」

　霧生さんもまた、真剣な瞳ひとみで白刃さんを見返した。

　そのまま数秒見つめ合い、白刃さんは一つため息を吐いて、頷いた。

「わかった、信じよう。では少々長くなるが、最初から聞いてくれ」

　白刃さんは表情を引ひき締しめ、俺をまっすぐに見つめた。

「鋼平殿、貴殿は何故自分ばかりがすずみ殿に襲おそわれるのか。いや、より正確に言えば、何故捕ほ食しよくの対象として見るか、だな。……その理由を考えたことはないか？」

　ギクリとした。それは、以前からの俺の疑問でもあったから。

「ある、ね。それが原因でヤバイ目にあったことも、多いし」

　俺が頷くと、白刃さんは「だろうな」と頷いた。

「儂も、富ふ士じですずみ殿に関する報告書を読んだ時から、気になってはおったのだ。覚かく醒せい時じ、竜科学研究所、第三学生寮りようの裏庭、そして『龍りゆう神じんの杯さかずき』でのオロチ化――加えて、つい先日の雨の夜だな」

　白刃さんは例を挙あげるごとに指を折り、数えるその手が握にぎり拳こぶしになる。

「事ほど左様に、すずみ殿はたびたび肉食衝動に襲われ、暴走しておる。だが、実際に『捕食』の被害に遭あっておるのは貴殿一人だけ。不思議であろう？　貴殿とすずみ殿は近しい間あいだ柄がらだ。それ故ゆえ、たまたま貴殿が近くにいただけ、とも考えられるが……それでは説明のつかぬ事例の方が多いのだ」

「大おお竹たけさんの研究所とオロチの時、あと、この前のか」

　俺も思い出しながら指を折ると、白刃さんは小さく頷いた。

「そうだ。研究所での暴走の折おり、すずみ殿は暴れこそすれ、誰にも嚙かみついておらん。オロチ化の折は、他にいくらも人がおったのに、貴殿だけを狙ねらって食らいついておる。そして先日の事件では、暴走した後、学生寮付近からわざわざ貴殿らのいる体育館まで移動しておるのだ。これらの事例から浮かび上がるのは、すずみ殿は明確に貴殿のみを狙っておるという事実だ」

　淡々と告げられる言葉が、俺の抱かかえてきた疑問を強めていく。

「でも、なんで俺だけが」

「……もちろん、穂ほ村むらさんの愛「ごめん、霧生さんはちょっと黙ってて」……ひどい」

　しょんぼり肩を落として、霧生さんが口を閉ざした。

　霧生さんのブレない行動に思わず苦笑が浮かぶ。見れば、白刃さんも同じ顔だ。

　知らない間に入っていた肩の力が抜けて、少々気になっていたことを思い出した。

「そうだよ。そう言えば、俺だけじゃないよ。この間、暴走中のすずみが言ってたじゃないか。白刃さんは高級食材だとか、なんとか」

　そう、あの時はたしかに驚いたんだ。今まで、俺以外に向けられなかったすずみの食欲が他の人に向けられた、ってことに。これって大発見なんじゃないか？

　しかし、俺の興奮とは対照的に白刃さんは平へい然ぜんとしていた。

「すずみ殿が儂に対して食欲を抱いだくこと自体は、さほど不思議なことではない。儂が日本人ではなく、『富ふ士じ人びと』であるからだ」

「え？　白刃さんが富士の人ってことと、すずみの食欲と、どういう関係があるのさ？」

「単純なことだ。いかなる肉食生物であろうと共食いは忌き避ひする、ということだ」

「あぁ、そっか。白刃さん以外はみんな竜か、竜の血が入った人間だから、すずみにとっては共食いってことになるんだ」

　俺が手を打つと、白刃さんは感心したように頷いた。

「さすがに理解が早いな」

　なるほど。それなら納得できる。

　日本人と富士人には、国籍以上に『竜』の血の有無という決定的な違いがある。

『竜』の祖先である『龍神』様は『人』や『神』を食ったって話で、肉食衝動はその名残なごりだ。すずみが白刃さんを狙ったのには、ちゃんと理由があるわけだ。

「これは儂の推すい測そくだが、同じ日本人であっても、竜の血が濃ければ濃いほどに、すずみ殿には不ま味ずそうに感じるのではなかろうか」

「あぁ、そう言えばあの時、大だい地ちが『匂いが好みじゃない』とか言われてたっけ」

　共食いに対する本能的な忌避感が「不味そうな匂い」になって、血縁的に遠い『富士人』の白刃さんは「美お味いしそうな匂い」になるわけだ。

　俺が頷くのを見て、白刃さんは再び口を開いた。

「加えて、儂に流れる刀塚野家の血……強い神の血も、影響したのだろう」

「強い神の血？　富士の人って、みんな神様の子孫なんでしょ？」

　歴史の教科書や、霧生さんが話してくれた神話ではそういうことになっていた。

　霧生さんは首を傾げる俺をちらりと見て、白刃さんに視線を向けた。

「……それは、血の濃さ、という意味？」

「うむ、そういうことだ」

　白刃さんは頷き、俺達を見つめて言葉を続けた。

「我ら富士の民は皆、純血の『人』。すなわち『神』の子孫だ。だが、その受うけ継ついだ血の濃さに違いはある。儂の家、刀塚野家のような古き血族は、その血を薄めぬよう、近しい血縁集団を作り、その中で代を重ねてきたのだ。それ故に、儂に流れる血は神の直系と呼べるほどに、濃い」

　そう言って、白刃さんは自分の左胸――心臓を指さした。

「おぉ～……神とか古い血族とか、ちょっとかっこいいなぁ」

　俺が思わず漏もらした感想に、白刃さんは苦笑しながら頰をかいた。

「……うちと、似たような感じ、かも」

　不意に、霧生さんがつぶやく。その横顔は、いつも以上に表情が薄く見えた。

「うむ。霧生家は古い竜の血統だ。竜と人の違いはあれど、似たようなものであろう」

　白刃さんは霧生さんを見つめ、小さく頷いた。

「ともあれ、儂に流れる古き血は、すずみ殿にとって自分とは別の種族……言ってしまえば餌えさである証あかしだ。本能的に食欲を刺激されても、さほど不思議はあるまい。現に接触が少なかったとはいえ、同じ富士人である隆たか臣おみらは狙われておらぬからな」

「おぉ、言われてみれば」

　思い返してみると、オロチ化した時も、この間の雨の夜も、葦あし名なさん達『蜘く蛛も』のみなさんはすずみと戦ってたのに、特別すずみに狙われた様子がなかった。

　そうすると、同じ富士人でも「美味しそう」度合いには差があるってことか。

「じゃあ、特別濃い神様の血が流れているから、すずみは白刃さんをすごく『美味しそうな匂い』、高級食材っぽいって感じるわけか。……どんな匂いなんだろ？」

　俺が何度も頷くと、白刃さんは少し恥ずかしそうな顔をした。

「む、むぅ。自分の『匂い』を貴殿に言げん及きゆうされるのは、なんとも微び妙みような気分だな」

　つまり、白刃さんは『竜』の血が生む「不味そうな匂い」がせず、『神』の血が醸かもし出す「美味しそうな匂い」がする最高に美味しそうな存在ってことか。

　……あれ？

「ちょっと待ってよ。だとすると、余よ計けいに俺が狙われるのっておかしくない？　俺は日本人で、一応『竜』だよ？　その理り屈くつだと、俺だって不味そうな匂いじゃないの？」

「うむ、問題はまさにそこだったのだ」

　こちらの疑問が予想通りだったのか、白刃さんの言葉はあっさりしていた。

「だった？　ってことは、原因わかってるの？」

「あらかた、な。その確認のため、貴殿のご両親に話を伺いたかったのだ」

「あぁ、そこでさっきのお願いにつながるのか。でも、俺の両親とすずみが俺を狙うことが、どう……」

　そこまで言ったところで、頭の中で何かが引っかかった。

　すずみの食欲基準で考えると、竜の血が生むのは「不味そうな匂い」というマイナス要素、神の血が生むのは「美味しそうな匂い」というプラス要素だ。

　マイナスなしでプラスが強い白刃さんを、すずみは「高級食材」と評ひようした。

　対して、俺を評してあいつは「ジャンクフード」「お総そう菜ざい」って言ったんだ。

　だとすると、あいつが俺から感じ取っていたのは……。

「ひょっとして、白刃さんが俺の親に聞きたかったことって、そういうこと？」

　ひどくあいまいな俺の言葉。でも、白刃さんは俺の表情を見て、頷いた。

「やはり理解が早いな、鋼平殿。そうだ。儂は貴殿に富士人の血が流れていると考えておるのだ。それもかなり神の血の濃い、古い家系の血が……な」










　　　第一章　身の上話、打ち明け話







「――暑あつい」

　本日何度吐はいたかわからない言葉が、再び俺おれの口から漏もれる。

　七月二度目の金曜日。

　よく晴れた夏空の下、俺達は立たち尽つくしていた。

　カッと照りつける夏の日ひ差ざしがジリジリと直接肌を焼き、湿しつ度どと温度の高すぎる重い空気が体の中まで暑くする。

　裸足はだしの裏側からは焼けるようなコンクリートの熱が伝わってくる。

　なんのことはない。ここは我ら登とう龍りゆう門もん高校のプールサイドだ。

　俺の視界には競泳用水着に身を包んだクラスメートがちらほらと並び、強い日差し故ゆえか熱に浮かされた故か、彼らの表情も一いち様ように明るく見える。

　上からも下からも熱しか伝わってこない、炎天下のコンクリートの上。

　普通なら文もん句くしか浮かばないシチュエーションだけど、もうすぐ目の前に広がるプールへ飛び込めると思えば、この暑さすら水を楽しむための準備に思える。

　早く飛び込みたい――キラキラと水みな面もに反射する陽よう光こうが、チャプチャプと涼しげに鳴なる水音が、俺を激しく誘惑する。抗あらがいがたい、本能的な希き求きゆうだ。

　こんなにも授業開始を待ち望んだのは、いつ以来だろう？

　くうぅ、早くチャイム鳴らないかなぁ。

「はうぅ、早くチャイム鳴らないかな～？」

「マネすんな」

　ぺしっ。

「あいたっ！　え？　わたし、今どうして叩たたかれたの？　ひどいよこうちゃん、マネっていったい何のことだよ～？」

　聞き慣なれた抗こう議ぎの声に合わせ、丸い頰ほおがぷぅっと大きく膨ふくらみ、強い日差しの下でいつもより鮮あざやかに見える朱あかい瞳ひとみが少しだけつり上がる。

　これが年齢不ふ相そう応おうに幼い我が幼おさな馴な染じみ、穂ほ村むらすずみの『怒り顔』だ。

　もう高校生なんだし、もうちょっと引き締まった顔ができないもんだろうか？

　いやまぁ、逆の意味で年齢不相応なダイナマイトボディの持ち主なので、ある意味バランスが取れているといえなくもないけど。

　今のように水着姿ともなると、すずみの破壊力は通常の数倍。見慣れた俺ですら、まっすぐ見るのをためらうレベルにまぶしかったりする。まぁ、見るけどね。

「ふん、今おまえが口にした言葉を、一瞬早く俺は考えてたんだよ。だからマネだ」

「ひどい言いがかりだよ。そこは『気が合うな』とか言って、優しく微笑ほほえんでくれればいいじゃないかよーっ。優しさが足りないぞーっ、こらーっ！」

　ポカポカポカ！

　繰くり出だされるへなちょこパンチに合わせて、朱く長いくせっ毛が子犬のしっぽのように左右に揺れ、ついでにとある部位が上下に揺れる。とても眼がん福ぷくなんだけど……。

「いててっ！　ちょっと待てすずみ、グーは痛い！　あと回数多い！」

　Ⅰ種火竜であるすずみのパンチは、へっぽこな見た目に反して破壊力が高い。

「うっさい、こうちゃん！　これは正義のてっついなんだよ、このこのっ！」

　ポカポカポカポカッ！

「いてててててっ！　いい加減にしろっ！」

「いった――いっ！　ふぇ～んっ！　こうちゃんが割と本気で打ぶった～～」

　ちょっと強めにゲンコツを入れると、すずみは涙目になって一歩引いた。

「まったく、おまえはいい加減に自分の攻撃力を理解しろ」

「そういうこうちゃんこそ、一度自分の硬かたさを実感するべきだよ」

　俺達は非ひ難なんを込めた視線を向け合った。

「「………………っ」」

　傍はたからは単たん純じゆんなにらみ合いに見えるかもしれない。

　だが、俺達はお互たがい自分が相手に打たれた箇か所しよをさすって「痛いぞ」とアピールし、言げん外がいに「そっちが謝れ」と主張し合う、高度な駆かけ引ひきを展開しているのだ。

　故に俺は一歩も退ひかず、すずみも決して視線を外さない。

　真夏の熱い太陽光線が降ふり注そそぐ中、俺達の頰を冷たい汗が伝う。

　……隙すきがない。成長したな、すずみ。

　俺の驚きを察さつ知ちしてか、すずみが少しだけ笑う。

　俺達は同時に理解した。この勝負――先に動いた方が、負ける。

　空気が張はり詰つめるような緊張感の中、俺とすずみは――。




「はぁ……あんた達、何やってんのよ？」




　横合いから聞こえたため息と声に、俺とすずみは同時にそちらを向いた。












　そこにあったのは、俺とすずみのクラスメートであり、我らが『すずみんをしつけ隊』の隊長でもある、Ⅱ種雷らい竜りゆう・鳴なる神かみ蓮れん華げ。当然、彼女も水着姿だ。

　うむ、一部残念な部分はあるものの、その姿はとても魅力的だ。すずみとは違った意味でナイスプロポーションの持ち主だと再認識させられる。ナイス生足っ！

　夏の日差しの下、キラキラと光る向日葵ひまわり色いろの髪はとてもキレイで、同じ色の瞳もまたよく映えるけど……何故かジトーッと細められていた。

「見りゃわかるだろ、蓮華。これは、戦いだ」

「はぁ？」

「そうだよ蓮華ちゃん！　これはね、避さけられない宿命の対決なんだよ」

　俺達の言葉を受け、蓮華は「あ、そ」と再びため息を吐いた。

「じゃあ、戦いってことでもいいけど……あんた達、少しは周りを見なさいよ」

　蓮華は大げさに肩をすくめ、俺達とは反対側のプールサイドを指した。

「「周り？」」

　言われるままにそちらを向いて、思わず「うわ」と声が漏れた。




「あ、気付いた気付いた」「毎度見せつけてくれるよな」「ホントホント」「まったく、この暑いのによくやるよ」「ねぇ？　でも、不思議と微笑ましいわ」「わかるわかる」

　――クラスメート達のニヤニヤした顔が並んでいた。




　しまった、またしても失しつ態たいだ。

「あぁうぅ」

　愕がく然ぜんとする俺の正面では、すずみも引きつった顔をしていた。

「わかった？　あんた達も学習しないわよね。仲が良いのはいいけど、もうちょっと周りに気を配くばりなさいよ。まったく、見てるこっちが疲つかれるんだから」

　疲れた顔で、蓮華は大げさに肩をすくめた。

「「ご、ごめんなさい」」

「別に、謝ることじゃないけどさ……あぁでも、あっちの二人には感謝した方がいいと思うけど、ね」

　苦笑いを浮かべた蓮華の視線を追って振り返ると、再び「うわ」と声が漏れた。




「むぐ～～～～っ！」「……どうどう、落ち着いて」「あはは、さすがに無理ですよ」

　――『すずみんをしつけ隊』メンバーが、よくわからないことになっていた。




「む、むぐぐぐっ！　むぐぐぐぐぐぐっ！　むぐ――っ！」

　一番に目に飛び込んできたのは、血走った煉れん瓦が色いろの瞳。

　陸りく軍ぐん予よ科か士し官かん学校からの転校生、Ⅱ種地ち竜りゆう・大だい地ち巌いわお。奴は俺に怒りの視線を向け、トレードマークの軍ぐん帽ぼうが落ちんばかりにジタバタともがいていた。

　つーか、プールでも軍帽は被かぶったままなんだね。

「……大地くん、現実を受け入れて。戦いは、正しい現状認識から」

　その大地を抑えているのは、我らが委員長の霧きりゆ生うさん。彼女の方はいつもの眼鏡めがねを外していて、いつも以上に瞳が輝いて見える……っていうか、実際光ってる。

　あれは日光を反射しているのではなく、その能力をフルに発はつ揮きしている証あかし。

　霧生さんはⅠ種の象しよう徴ちようとも言うべき竜りゆう身しん『氷の爪』を発動し、暴れる大地を空中に持ち上げ、叫さけぼうとする口を押さえていた。

「あはは。でも、たしかにあれを見せられたら、落ち着けませんよね」

　その横で、荒あら気き駿しゆんは若わか葉ば色いろの髪をかき上げ、さわやかに微笑んでいた。

　暴れる大地の声が今まで聞こえなかったのを考えると、たぶん荒気が音を遮しや断だんしていたんだろう。荒気達風ふう竜りゆうが音を操作できるのは、少し前に証明済ずみだし。

　しかし、本当にこの状況は何なんだろ？

「むぐっ！　むぐぐぐぐぐっ、むぐぅっ！」

　半ば呆れた俺の視線に気付いたのか、大地の暴れ方が激しくなった。

　だが、恐るべきは霧生さんの力。けっこうな腕力自じ慢まんである地竜の大地がいくら暴れても、氷でできた巨大な左腕はビクともしない。

「あ、あの雫しずくちゃん、放してあげたらどうかな？　大地くん、苦しそうだし。というか、なんで大地くんを捕まえてるの？」

　見かねた様子ですずみが取りなすと、大地はうれしそうに目を輝かせ、次ついで抗こう議ぎするように霧生さんを見すえた。

　しかし、当の霧生さんはつまらなそうに大地を見上げ、つぶやいた。

「……放置すると、うるさいから」

　おおぅ、わからなくはないけど、ひどい。

「むぐぅっ！　むぐぐむぐっ！」

「……ごめんなさい。私には、あなたが何を言ってるのか、ちっともわからない」

「むっぐぐ、むぐぐっ！」

　だったら放せ、ってところだろうか？

　霧生さんは二人を見比べるようにして、一つ頷いた。

「……そうね。二人のイチャコラは、ある程度楽しませてもらったし」

　霧生さんが両目を閉じると、大地を捕とらえていた氷の爪が見る間に消え去り、

「ぬおっ？」

　突然支ささえを失った大地はコンクリートに落下して、尻しり餅もちをついた。うむ、痛そう。

「だ、大地くん大丈夫？」

　すずみが慌てて駆け寄ると、大地は跳とびはねるように立ち上がった。

「もちろんです、すずみ様っ！　この程度、あなた様の騎士であるオレ様には、何の痛つう痒ようにもなりませんっ！」

「そうなんだ。よかった」

　すずみがホッと胸をなで下ろすと、大地の表情がヘニャリと緩ゆるんだ。

「うへへ……や、やはり神こう々ごうしいまでの美しさです、すずみ様ぁ」

　おいコラ大地、おまえどこ見て言ってやがる。

「え？　え、えへへ～、そ、そんなことないよぉ～」

　ストレートに褒ほめられ、すずみはわかりやすく喜んだようだ。

「いいえ、ご謙けん遜そんなさらないでくださいっ！　すずみ様こそ、その存在で全てを照らす太陽です！　美の女神様です！　で、ですが、出来ればオレ様だけの女神様に」

　歯の浮くようなおべんちゃらを並べ、大地がすずみへ一歩を踏み出そうとする。

「はい、そこまで」

　俺は大地とすずみの間に立ちふさがり、両手を広げた。

「わ、こうちゃん？」

「おのれ白しら石いし鋼平、オレ様の前に立ちふさがるなど、何のつもりだキサマッ！」

　不思議そうなすずみの声と不機嫌そのものな大地の声を前後から受けつつ、俺は怒りに燃える大地へまっすぐ視線を向けた。

「俺はすずみの『壁かべ』だからな、不ふ純じゆんな視線からすずみを守る義務があるんだよ」

　ハッキリと宣言してやると、すずみや周りから『おぉ』と声が上がった。

　正直言って非常に恥ずかしいが、これはキチンと言っておかないといけない。

　俺が前回の『壁』交代劇で学んだことだけど、大地がすずみにベタベタするのを見ているのは、幼馴染みとして非常に気分が悪い。なにせ、大地の言動からは露ろ骨こつにエロ心が透すけて見えるってのに、すずみときたら全くの無む防ぼう備びなのだ。

　二人とも口で注意しても聞かないだろうから、最初に「許さない」ってことを断固とした態度で示しておくのが、すずみを守る『壁』たる俺の役目だろう。

「だ、誰だれの視線が不純と言うのだっ！」

「おまえだ、おまえ。わっかりやすくすずみの胸ばっかり見やがって」

「むぐっ？　ふ、ふん！　と、とととんだ言いがかりだだっ！　お、オレ様は別に……そ、そうだとも！　ただ、オレ様とすずみ様の身長差ゆえに、若じやつ干かん視線が下がり気味になっただけだ！　オレ様にあるのはすずみ様への純粋な愛であって、そのような邪よこしまな欲求を向けてなど」

　赤い顔で否定の言葉を並べる大地に、疑わしげな視線を向けてやる。

「ほほぅ？　んじゃ、おまえはすずみの胸には全く興味がない、と？」

「あるに決まっているだろうがっ！　男であれば誰しも、すずみ様の大いなる双そう丘きゆうに夢を抱かないはずが……って、はっ？　しし、しまったぁ！」

　頭を抱える大地に、プールサイド中から冷たい視線が突き刺さった。

「お、おまえ、わかりやす過すぎるだろ。カマかけたこっちがビックリだよ」

　ある意味素す直なおと言えなくもないが、これはアウトだろ。

「だ、大地くんってば、そんな目でわたしを？　うぅ、なんか、ちょっとショック」

　すずみが二、三歩後ろに下がると、大地は慌てて両手を振り回した。

「ち、違うんです、すずみ様っ！　今のは口が滑すべったと言いますか、つい本音が漏れたと言いますか……あ、いえ、決してそういうワケではなく――のぉっ？」

　なおも墓ぼ穴けつを広げていた大地の言葉が突とつ如じよとして悲鳴に変かわり、

「おわぁ――――っ？」

　ぽ――ん……じゃぼんっ！

　その小さな体が宙ちゆうを舞まい、プールへと消えた。

『な、なんだ？』

　俺やみんなの驚きの視線の先には、大地をプールへと葬ほうむった者の姿が。

「ふんっ！　無む思し慮りよにすずみんへ近づく不届き者め、思い知ったか」

　そこに立っていたのは火竜特有の赤い髪と瞳を持つナイスガイ、赤あか威い焼しよう悟ごくん。

　彼は鍛きたえられた両肩を怒らせ、大地の消えた水面をにらみ据えていた。

「あ、赤威くん、どうして？」

　俺がなんとか声をしぼり出すと、

「決まっているさ。俺は『すずみんを抱きしめ隊』の一員。立場は違えど、あのエロチビの魔の手からすずみんを守りたいという志こころざしは君と同じさ、白石くん」

　振り向いた赤威くんは白い歯を輝かせ、すごく良い笑顔を見せた。

　その瞳には一切の噓うそが見受けられない。

「赤威くん……ありがとう！」

「礼にはおよばないさ、同志よ」

　胸にこみ上げる熱い感情に、俺達は固く握あく手しゆを交かわした。

　握った手の熱さに、俺は確信した。彼は、同志だ。




「え、えと～……これって友情、なのかな？」「はぁ……さぁね」「……ＴＨＥ・茶番」




　おかしいな。どうして女子の方からしらーっとした空気を感じるんだろ。

「あはは、まぁ仲が良いのは良いことですよ。それはそうと、さっきから大地くんが浮かんできませんけど……どうしましょう？」

　荒気の言葉に、全員が『え？』とプールを見る。

　もう落下の波は紋もんさえ消えた静かな水面に、大地の軍帽だけが浮いていた。

『だ、大地――っ？』

　慌てて飛び込んだ俺達が見たのは、妙みように深いプールの底に沈んだ大地巌の姿。

　Ⅱ種地竜・大地巌。

　銀章を持つ優秀な竜である彼が、まったくのカナヅチだと判明した瞬間だった。




　　　　　◆




　大地の救出から数分後、俺達は先生の前に整列していた。

　お行儀良く並んだ俺達を満足げに見つめ、竜りゆう気き道どうの担当教諭であり、また我ら玉組の担任代理でもある女じよ傑けつ、Ⅱ種剛ごう竜りゆう・高たか山やま吹雪ふぶき先生は一つ大きく頷いた。

「――つーわけで、今日の授業はプールで楽しく竜気についてのお勉強だ」

　普段とは違い、競泳水着の上に白いパーカーを羽は織おった高山先生が、普段通りの気っぷの良い声をプールサイドに響ひびかせる。

　そう、今日俺達がここに集められたのは体育の授業ではなく、竜気道の特別講義のためらしい。何故竜気道の授業をプールでやるのかさっぱり分からないんだけど。

「ふふん、揃そろって『なんでプールで？』って面つらぁしてやがんな。それでこそ、アタシも説明のし甲が斐いがあるってもんだ」

　ニヤリと男前に笑う高山先生の視線に、玉組一同が緊張するのがわかった。

「っと、すぐ講義に入りてぇトコなんだけど……一人足りねぇじゃねーか」

「先生、大地くんなら保健室ですけど」

「わぁってるよ。あいつをさっ引ぴいても、もう一人足りないだろ」

　え？　と俺やみんなは周囲を見回して、すぐに誰がいないのか気がついた。

「あれ？　白しら刃はさんが、いない？」

　俺の声にクラスメート達も頷く。

　プールだからと浮かれていたり、大地を助けたりと大騒ぎで気付かなかったけど、たしかにさっきから白刃さんの姿を見ていなかった。

「なんだ？　刀と塚つか野の妹いもうとは、サボりか？」

「そんなはずありません！」

　高山先生の言葉を蓮華が否定し、クラスメートも「まさか」とざわつく。

　転入からそれほど時間は経たっていないが、白刃さんが授業をサボったりするような子じゃないことは、十分みんなに伝わっていた。

「ま、そうだよな。しかし、そんじゃどこ行ったんだ？」

「それは、わかりませんけど……ちょっと探してきます」

　蓮華はすぐに更衣室の方へ駆け出そうとして、

「あ」

　と言って、踏み出しかけた足を止めた。

　何事だろう？　みんなからの疑問の視線の中、蓮華は大きくため息を吐いた。

「ちょっと白刃、あんた何やってんのよ？　もう授業始まってるわよ！」

「う、うむ」

　呆れ含みの視線が向けられた先は、更衣室へと続く出入り口。

　そこから、白刃さんが少しだけ顔を覗かせていた。

「なんだ、いるんじゃねーか。おい刀塚野妹、早く出てこい」

「は、はい……あ、いえ、しかし……」

「あん？　どうした？」

「いいえ。どうも、いたしませぬが……その、えぇと」

「おいおい、一体なんなんだよ？　体調でも悪いのか？」

「いえ、決してそのようなことは……ですが」

　呼びかけに応えはするものの、白刃さんは一向に出てくる気配がない。

　あ、ひょっとして恥ずかしがり屋＋対竜恐怖症か？

　俺と同時に思い当たったのか、蓮華も呆れた顔をした。

「先生、あたしがすぐ連れてきます」

　そう言って、返事も待たずに蓮華は女子更衣室へ走った。

「っ！」

　白刃さんは逃げるように扉の奥へ引っ込み、すぐに蓮華もその中へ入った。

「ちょっと白刃っ！　今さら照れてんじゃないわよっ！」

「ま、待ってくれ、このように肌をさらすなど、その……恥ずかしいではないか。も、もう少し心の準備をだな」

「そんなの待ってたら日が暮くれるわよ！　いいから来なさいっ！」

「む、無む体たいな――っ」

　更衣室からドタンバタンと暴れる音が響き――静かになった。

　どうなるものかと全員が見守る中、扉がゆっくりと開かれる。

「まったくもう。さ、いくわよ」「うぅぅ……」

　疲れた顔の蓮華の背後に隠れるように、白刃さんも姿を見せた。

　とはいえ、長身の白刃さんが蓮華の背中に隠れられるはずもなく、状況も相あいまってクラスメートたちの視線を一身に受けることとなった。

『おぉ』

　俺やクラスの男子の口から――いや、多くの女子からも感かん嘆たんが漏もれる。

　彼女の水着姿はそれほど魅力的だった。

　透すき通とおるような白い肌と、対照的な艶つややかな黒髪。スラリと長い手足、出るところは出て引っ込むところは引っ込んでいる、理想的なバランスの体型。

　しかも、そんなパーフェクト美人が恥ずかしそうに縮ちぢこまっているのだ。

　これで見とれるな、という方がどうかしている。












「はぁうぅ。て、照れてる白刃ちゃん、かわいいよぉ」

　俺の隣となりで、すずみが今にも白刃さんに飛びかかりそうな顔をしていた。

　そう、最近すずみは白刃さんにぞっこんなのである。

　つっても、顔を合わせるたびにすずみからすり寄って行っては、怯おびえた白刃さんに逃げられている完全な片思い。あまりの熱の入れように、大地が嫉しつ妬としてたけどね。

「う、うぅ……すずみ殿、そんなに見ないでくれ」

「お、おぉぉ、白刃ちゃん、その反応かわいすぎだよぉぉ」

「落ち着け、バカタレ。白刃さんが怖がってるだろ」

　俺が後頭部をはたくと、すずみは「ぶぅ」と不満げに頰をふくらませた。

「お、お待たせいたしました」

　みんなの視線に涙目になりながら、ようやく白刃さんはクラスの列に加わった。

　小動物みたいに怯えた白刃さんに、高山先生も苦笑しかできないらしく、

「まったく、水着くらいで照れてんじゃねーよ」

　コツンと軽いゲンコツを入れただけで、大したおとがめはなかった。

「はぅっ！　も、申し訳ありません」

　とはいえ、やっぱり痛かったらしい。白刃さんは、さらに涙目になっていた。

　今回のことで、白刃さんが照れ屋なのは完全に周知されただろう。

　事実、クラスメートが彼女へ向ける視線は、「微笑ましい」って感じだったから。




「さて、じゃあ本日の趣しゆ旨し説明からだな」

　軽い準備運動で体をほぐしたあと、高山先生はプールサイドに座る俺達を見回した。

「今日おまえらに教えるのは竜気と水の関係だ。知っての通り、竜気は陸地を流れる竜気の河かわ、竜りゆう脈みやくからあふれる気体だ。その特性上、竜気の濃度は竜脈との距離ときっちり相関関係にある。竜脈の近くなら竜気は濃く、遠ければ薄いって感じだな」

　基本的な説明に、俺達は一様に頷く。

「で、その基本法則以外に重要なのが、地表からの距離。竜気ってのはずいぶん重いらしくてな、竜気の存在する限界高度は地表からせいぜい三百メートル程度だ」

　先生が上を指さしたので、俺達はなんとなく空を見上げた。

「わかってると思うが、この三百メートルってのは、標高三百メートルって意味じゃねーぞ？　あくまで竜気を生み出してる地面からの距離だ。つまり、標高千メートルの山の上だったら、竜気は標高千三百メートルまであるってこったな」

　すずみが「へぇ～」と感心した声を漏らしたけど、ここは俺とすずみが入学初期に受けた特別補講、中学までのおさらいビデオでもサラッと触ふれられていた内容だ。

「そんで、だ。ここからが今日の授業のキモだな。今言った基本、竜脈からの距離とも高度限界とも無関係に、竜気が存在しない場所がある。穂村、どこだと思う？」

「え？　え、えぇっとぉ～～……み、水の中、とか？」

　いきなり指されて慌てるすずみの姿に、高山先生はニヤッと笑った。

「おしいな、穂村。たしかにそれもある意味じゃ当たりだ。アタシら人間は水中じゃ呼吸出来ねぇからな。だが、アタシが欲しかった答えは、もうちょっと上だ」

「上、ですか？」

　上を指さして小首を傾げたすずみに、先生は笑って頷く。

「そ、上。水に入るまでもなく、竜気は大量の水を透とう過かしねぇんだよ。そうだな、おおむね水深三メートルもあれば竜気はほとんど湧わいて来こなくなるそうだ。だから、海や湖の上じゃ竜はまともに力を発揮出来ねぇ。これは竜気力だけじゃなく、身体能力もだ」

　これもビデオで観た話だし、それ以前に子供の頃からよく注意される話だ。

　遊泳禁止の海岸や大きな川の近くには、大抵「危険！　ここで泳がないで」という看板があり、その端はしっこには「注意、竜気力発揮不能」って文言がよく書いてある。

「水深三メートルの場所なんてざらにあるからな。それに、もう夏だしな。これから水辺に近づくことも増えるだろ。気をつけろよ？　海は言うまでもねぇし、他にも大きな川、池や湖……あとは深いプールも、意外に危険だ」

　ガシッ。

「ほぇ？」「え？」

　肩に感じる強い握力。見上げると、笑顔の高山先生が俺とすずみの肩を摑つかんでいた。

「んで、それが本日の『竜気道』で教える内容だ。深い水の上、竜がどれだけ能力制限を受けるのか。その辺を、まず実感してもらわねぇとな」

　ちょっと先生、それってまさか？

「ちなみに、このプールは竜気制限下での訓くん練れん用ようでな？　水深はなんと五メートルだ！　おまえら、きっちり体感してこいっ！」

「ふ、ふわわ――っ？」「おわぁ――っ？」

　体がポーンと空に舞い上がり、みんなの「え？」って顔が見えた。

　ドボーンという水音が、どこか他ひ人と事ごとのように聞こえた。

　俺のすぐ横で、目をまん丸にしたすずみがこっちを見ている。

　ゴボゴボと空気が漏れていく。いかん、とりあえず浮かばないと。

「ぷはっ！　すずみ、平気か？」

「ぷあっ！　う、うん。なんとか～」

　俺達は同時に水面に顔を出し、息を吐いた。

　これで泳げなければ大パニックだろうけど、幸さいわい俺とすずみは問題なく泳げる。

　……そう、意外なことに、運動サッパリなくせに、すずみは泳げるのだ。

「こうちゃん、今失礼なこと考えてないかな？」

　ジトッとした視線が俺にすえられていた。

「別に？　って、うわっ！」

　ドボ――ンッ！

「へ、なに？　って、わわっ！」

　俺とすずみの間に、一つ大きな水柱が立った。

「うわぁーっ！」「きゃああっ！」「うぎゃあーっ！」「ひえぇーっ！」

　驚いてる間に、次から次へとクラスメート達が飛んで来ては水柱を立てる。

　頭の上から人間が落ちてきたらひとたまりもない。身を固くする俺達だったが、さすが高山先生と言うべきか、クラス全員をほぼ等とう間かん隔かくに投げ入れた。

　うん、もう人間業わざじゃないですよねー。

「よーしっ！　全員入ったな？」

　入ったっていうか、投げ入れられたんですけど。

「そのままチャイムが鳴るまで楽しく水遊びしてりゃあいい。簡単だろ？　ただし、終了まで足は着けねぇけどな」

　水遊びって……無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　こっちの困惑など知らない風に、先生はもう一つ付け加えた。

「あぁ、ちなみに今日は陸から遠く離れた海に落ちたって想定だ。竜気濃度もそれに合わせるよう、結界を張はってある。竜気不足で苦しいだろうが……死ぬなよ？」

「ちょっと先生！　それシャレになってないですよっ！」

　俺の抗議に、高山先生はふんぞり返って笑った。

「なぁに、溺おぼれたら助けてやる。それまでは死ぬ気で泳げ。もし途中でプールサイドに上がろうとしたら、きっちり蹴けり落おとすからな」

　ケラケラと笑う高山先生が、いつも以上に恐ろしく見えた。

「ほ、本気でやりそうだわ」「あぁうぅ、怖いよ」「……まさに、鬼」「あ、あはは」

　怯える仲間達の横で、白刃さんが楽しそうにしているのが印象的だった。




　　　　　◆




「よぉし、時間だ。おまえら、プールから上がれ」

　高山先生の声に続き、授業終了のチャイムが鳴り響いた。

「全員乗り切ったな。さすがはアタシの教え子だ。あぁ、そうそう。今日説明した竜気の高度限界と水深限界、テストに出すから覚えとけよ。どっちが三百メートルでどっちが三メートルか、時々間違えるバカがいるからな」

　その注意を、いったいどれだけの生徒が聞いていたやら。

『……………………』

　みんな一様に、無言でプールサイドへ泳ぐ。その顔はもう疲つかれきっていた。

　無理もない。みんな生きつ粋すいの、それも優秀な竜なのだ。竜気力が高い分、活動に必要な竜気は多くなり、竜気を断たたれた場合の影響も大きくなる。

　そのためだろう、元気に最後まで泳ぎ続けていたのは、俺と白刃さんくらい。

　あっさりプールから上がった俺達を、みんなは「信じられない」って顔で見ていた。

「お疲れさま、白刃さん」

「うむ、貴き殿でんこそな。しかし、皆は辛つらそうだな。儂わしもそれほど泳ぎが得意ではないが、皆はそういう問題ではなさそうだな」

　白刃さんの言う通り、疲れ果はてたみんなはプールサイドへ上がるのもしんどそうで、少しの段差も避けて二箇所しかないタラップに集まり、中々全員上がれないでいた。

「すずみ、大丈夫か？」

　俺がプールサイドから声を掛かけると、すずみは力なくこちらを見上げた。

「あ、あんまりだいじょぶじゃ、ないかも。こうちゃんは、平気そうだね」

「ま、俺は竜気力低いからな。よし、すずみ。手ぇ出せ、引っ張ってやる」

「あは、こうちゃん優しいー」

　すずみの腕をつかみ、プールサイドへ引っ張り上げる。

「うあ～～……疲れたぁ」

　起き上がるのも辛そうに、ダラッと寝そべるすずみの姿は、まるでアシカだ。

「蓮華も、ほら」

「え？　あ、あたしは……」

　続いて蓮華に手を伸ばすと、困こん惑わくした様子で俺の手をジッと見つめ、

「う、うん。そうね、悪いけどお願い」

　遠えん慮りよがちに手を取ると、蓮華の手は思ったより小さく、柔やわらかかった。

　むぅ、何の気なしにやったけど、これけっこう照れくさいな。

　意外なほどに軽い手て応ごたえに驚きつつ、グッと蓮華を引っ張り上げた。

「あ、ありがと、鋼平。その……助かった」

「あ、うん。ど、どういたしまして」

　素直なお礼の言葉と微笑を向けられて、ひとつ大きく心臓が跳ねる。

　うん。蓮華のこういう自然に出る笑顔って、やっぱりかわいいな。

　ぼんやりそんなことを考えていると、蓮華の視線がスッと流れた。

「えっと、鋼平……あの、手」

「へ？　あぁっ？　ご、ごめん！」

　し、しまった。手を握ったまま見つめちまってた。

「べ、別に謝ることじゃないけど」

　怒るかと思ったのに、蓮華は赤くなってうつむいただけだった。

　そういう反応されると、余計に意識して――って、いかん。またも妄想が！

「あ、み、みんなもさ、上がるの辛かったら手伝うよ！　ほら、俺元気だし」

　照てれ隠かくしに呼びかけると、霧生さんや女子数人が遠慮がちに手を挙げた。

　反対に、どれだけ辛そうにしていても、男子は一人も手を挙げない。

　さすがは全国から選ばれた竜の男子だ。プライドが高い。

「ふむ、では儂も手伝うとしよう。誰か――」




『　お　願　い　し　ま　す　っ　！　』




　ほとんどの男子が、白刃さんに向かって手を突き出していた。

　……おまえら、元気じゃん。

「う、うむ……」

　こんなに食いつくとは思わなかったんだろう。白刃さんは明らかに怯えた様子だ。

「あ、白刃さんは女子の方をお願いしてもいい？」

「そ、そうか。では、そうするとしよう」

　白刃さんは「助かった」って顔で頷き、女子の固まったあたりへ走った。

「さて、じゃあ男子は俺が……って、うおっ？」




　よ　け　い　な　こ　と　を　！




　男子全員から、無言の怒りが伝わってきた。




　――この後、男子半数を引き上げる間に五回プールに落とされた。

　親切にしたつもりが恨うらまれる、か。世の中って不ふ条じよう理りだよねぇ。




　　　　　◆




　さて、プール後の眠気に耐たえに耐え、夕方のＨＲホームルームになった。

　少しだけ緩んだ暑気の中、気けだるげに連絡事項を告つげていく高山先生の声が流れる。

　昼の耐たい久きゆう水泳の疲れも癒いえ、教室に漂ただようのは放課後直前のちょっと浮ついた空気。

「さて、と。まぁ、おまえらも知っての通り、もうすぐ夏休みだ」

　だからこそ、「夏休み」という魅み惑わくのワードにみんなもぴくっと反応した。

　そう、今日はもう七月の第二金曜日。夏休みまでもう二週間もない。

「そっかぁ、そうだよね。もうすぐ夏休みだね、こうちゃん」

「だな。最近いろいろありすぎて、半分くらい忘れてたよ」

　放課後の解放感に長期休きゆう暇か間近のワクワク感が加わり、玉組はざわつき始める。

「だが――その前に、もう一つお楽しみイベントがあるのを、忘れちゃいねぇよな？」

　そんな俺達を見ていた高山先生の表情が、不意に意い地じ悪わるそうな笑顔に変わった。

　先生の言葉に、教室のあちこちから「あ」という声が上がる。

　お楽しみイベント？　なんだ、みんな心当たりがあるの？

「くっくっく、いいねぇその反応。そうだ、夏休みが近ちけぇってこたぁ今は学期末だ。じゃあ、穂村。学期末恒こう例れいの行事といえばなんだ？」

「へ？　え、えぇと～、学期末の恒例といえばぁ…………あぁっ！」

　すずみが突然大きな声を上げ、

「おわっ？　な、なんだよすずみ？」

　驚いた顔のまま俺の肩をグッとつかんだ。




「そうだ、期末テストだよっ！」




「え？　期末テスト、って、あぁっ！」

　そうだった！　最近いろいろありすぎて、本気で忘れてたっ！

「はっはっは！　相変わらず良いリアクションだな、おまえら。いやいや、学生だってのに本気で期末テストを忘れてるんだもんな。やっぱおまえは大物だな、白石」

　俺の肩をバシバシ叩きながら、高山先生は心底楽しそうにゲラゲラ笑った。

「すごいねこうちゃん、なんかわかんないけど先生に褒められてるよ！」

　うぅぅ、左隣のアホの子が追い打ちまでかけてきます。

「……穂村さん穂村さん、今の、全然褒めてない。ただの、皮肉」

「へ？　そなの？　わわ、ごめんねこうちゃん。えっと、その」

　俺が肩を落とすと、すずみはしばらく難しい顔をしたあと、ポンと手を打った。




「こうちゃん！　今気がついたんだけど、『皮肉』って字じ面づらがちょっと美お味いしそう！　って、あいたぁ――っ！　ふぇーん、なんで叩くのさ――っ？」

「うるさいっ！　おまえ腹減ってるだけだろ！」




　高山先生は腹を抱えて笑い、つられてみんなも笑い出す。

　みんな楽しそうだね、俺は苦笑いしか出ないんだけど。

「ホンット、おまえらは大物カップルだな。テストの驚きは忘れたのか？」

「「あぁっ！」」

　そして、またも教室に笑いが広がった。うぅ、お楽しみいただけて何よりです。

「まぁ、そういうわけで、週が明けたらお楽しみの期末テストだ。おまえら、赤点なんて取ったら承しよう知ちしねぇからな。気合い入れて勉強しとけよ！」

　その高山先生の言葉で、ＨＲはお開きとなった。




　　　　　◆




「ねぇ、みんなで勉強会しない？」

　蓮華がそう切り出したのはＨＲが終わった直後、校門へ向かう途と中ちゆうだった。

　みんな、っていうのは、今一緒に歩いているグループ……いつもの面メン子ツに白刃さんと大地を加えた七人のことらしい。

「ふぇ？　勉強会って、期末テストの？」

　すずみが首を傾げると、蓮華は大きく頷いた。

「そ。どうせテスト勉強するんだったら、みんなでやった方が効率的じゃない？　苦手なとこ教え合えるし、サボり防止にもなるし……それにせっかくの土日休みなんだし、同じ勉強でもみんなで集まった方が、たぶん楽しいと思うのよ」

　蓮華が「どう？」と見回すと、すずみがパッと手を挙げた。

「はいはい！　さんせーっ！　なんか楽しそう！」

「さっすがすずみん、話が早いわ。みんなもどうかしら？」

　満足げに頷いた蓮華が、霧生さん、荒気って感じで近い順に視線を合わせていく。

「……ん。私も異論はない」「そうですね、賛さん成せい一票で」「すずみ様が参加なされる以上、オレ様が行かんわけにはいくまい！」

　次々に参加が表明される中、俺と白刃さんは無言で顔を見合わせた。

　いかん、この流れはまずい。焦あせる俺と同じように、白刃さんの表情も硬かった。

「大地も参加っと。じゃあ、白刃は……って、どしたの？」

「いやその、だな。蓮華、その勉強会は、いつ行うのだろうか？」

「明日と明後日の両方やろうかなって思ってたんだけど……あ、都合悪い？」

「う、うむ。すまぬのだが、儂は明日、所用で学校を離れねばならんのだ」

　申し訳なさそうに白刃さんが首を振ると、蓮華は残念そうに頷いた。

「そっか。用があるんじゃ、無理は言えないわね」

「すまぬ。その代わり、明後日は必ず参加させてもらおう」

　小さく頭を下げた白刃さんに、蓮華は軽く手を振った。

「そんなに堅く考えなくてもいいわよ。じゃあ、白刃は不参加として……」

　蓮華の視線が、どこか遠慮がちに俺の方へと向けられる。

　今までは自信満々に、いつもまっすぐ向けられていた向日葵色の瞳に、こちらの意志を窺うような弱々しい色が見えた。

「鋼平は、どう？」

　そんな力なく聞かれると、非常に心苦しいんだけど、仕方ない。

「ごめん。俺も、明日はちょっと」

「え……？」

　俺が首を振ると、蓮華の表情が目に見えて曇くもった。うぅぅ、気まずい。

「えっと、そ、そうなんだ。じゃ、じゃあ仕方が――」

「えぇ――っ？　なんで、一緒にやろうよこうちゃん！」

　すずみの大声が響き、下校中の生徒の視線がこっちへ向いた気がする。恥ずい。

「い、いやちょっと俺も用事があってさ」

「用事ってなにさ？　学生にとって勉学より大切な用事があるのか、こらーっ！」

　こいつ、すずみのくせに真まっ当とうなことを。

「って言うか、勉強教えてっ！　アレとかコレとか、いろいろピンチなんだよっ！」

「おまえ、それが本音か！　自分でがんばれよ！」

　怒ど鳴なり返してやると、すずみが「むぐっ」と黙り込んだ。

「ちょ、ちょっとすずみん落ち着いて。鋼平は用事があるって言ってるんだし」

「そうですとも、すずみ様！　壁なぞおらずとも、オレ様がいますっ！　座学でしたら、陸予士に上位入学を果はたした優秀なるオレ様が、心を込めてご教授いたしますので！」

　おいコラ大地、どさくさに紛れてなにをアピールしてやがる。

「うぅ～～っ、そうかもだけど、でもわたしはこうちゃんも一緒がいいもん。蓮華ちゃんだってそうでしょ？」

「え？　それは…………そう、だけど」

　ポツリとつぶやいて、蓮華は「あっ」と両手で口を押さえた。

　真まっ赤かになった蓮華がそのまま黙ってしまうと、再びすずみの視線が俺に向いた。

「ほらほら、蓮華ちゃんもこう言ってるよ。一緒にやろうよ～」

「まぁまぁ、穂村さん。まずは白石くんのお話も聞きましょう。何か大切な用事なのかもしれませんし。ね、白石くん。僕達にも教えてもらえませんか？」

　取りなしてくれるのかと思ったら、荒気までこっちの事情が気になるらしい。

　……まずい。すずみだけならいざ知らず、荒気の空気読み能力は極きわめて高い。

　このままだと、白刃さんとの約束がバレかねん。

　荒気から放たれる笑顔のプレッシャーを感じるのか、白刃さんの表情もだいぶ怪あやしいし、俺だって下へ手たなことを言ったら噓を見抜かれそうだ。

　だから一部情報を伏せたまま、あえて事実を話すことにした。

「大事っつーか……実家に帰らなきゃいけなくてさ」

　一瞬白刃さんが目を見開いたけど、多分こう言った方がばれ難にくい。

　俺が家に帰ることはそう不自然じゃないし、それと白刃さんの出かける用事を結びつけるだけの情報はないはずだ。

「あぁ、ご実家のことですか。だったら――」

　荒気が頷きかけた時、

「え？　理り子こママに何かあったの？　だ、だったらわたしも行くっ！」

　突然すずみが身を乗り出し、話に食いついてきた。

「違う違う、別にそういうんじゃないよ。ちょっと話があるだけだって」

「そ、そうなんだ。良かったぁ」

　ほぅと安あん堵どの息を吐いたすずみに、大地が不思議そうな顔をした。

「『理子ママ』というのは、すずみ様のお母様で？」

「いんや、違うぞ。理子はうちの母さんの名前だ」

　俺がそう答えると、今度は大地の顔色が変わった。

「な、何故にすずみ様がキサマの母親を『ママ』と……ハッ！　まさか、キサマ！　もうすずみ様を両親に引き会わせているのかっ！　卑ひ怯きようなぐふぅっ！」

　飛びかかって来そうになった大地の襟えり首くびを、蓮華がガッチリ捕まえていた。

「落ち着きなさいバカタレ。鋼平とすずみんはお隣同士なんだから、どっちの親とも面識あって当然でしょ！」

「……けど、お隣さんを『ママ』と呼ぶのは、不自然」

　クスクスと霧生さんが笑うと、蓮華の顔がちょっと引きつった。

「そっかな～？　そんなに変？」

　首を傾げるすずみに、俺は思わず苦笑した。

「まぁ、一般的じゃないだろ。おまえは俺以上に母さんに懐なついてたからなぁ」

　そうなったのは、うちとすずみの両親同士の仲が非常に良かったからだろう。というか、両親が仲良しだったから俺達も仲良くなった、って方が正確かもしれない。

　両親達が親しくなったのは気の合うお隣さんってのに加えて、同じ病院でほぼ同時に子供が生まれた、っていうのも大きかったそうだ。

　なんでも病院のベッドまで隣同士だったとかで、二人は俺とすずみを日ひ替がわりで抱だいてた、なんて話も聞いたことがある。……授じゆ乳にゆうまで日替わりではなかったと思いたい。

　ともあれ、そんな感じで親同士も半家族状態。しょっちゅう互いの家を行き来してたから、俺とすずみにはどっちが自分の家って意識もあんまりなかった気がする。

「そういえば、幼稚園の時には母さんのこと、単に『ママ』って呼んでたよな」

「だって、わたしは『ママ』って呼びたかったのに、お母さんは嫌がったんだもん。それなのに、こうちゃんは理子ママのこと『ママ』って呼んでたじゃん？　で、わたしも『呼んでいい？』って聞いたら、理子ママ『いいよ』って言ってくれたもん」

　うぐ、余計なことまで。

「へぇ～？　鋼平が『ママ』ねぇ」

「い、言っとくけど、幼稚園くらいまでだからな」

　くそう、すずみのせいで恥をかいたじゃないか。

「でも、そっかぁ。いいなぁ、わたしも久しぶりに理子ママに会いたいなぁ」

　しみじみつぶやくすずみの顔には、「わたしも連れてけ」と書いてある。まずい。

「お、おまえはダメだぞ。勉強会するって今言ってただろ？」

「そ、そうだけどぉ……うぅ、そうだよねぇ。しゃーないかなぁ。じゃあ、こうちゃん。理子ママによろしく伝えといて。すずみは元気にやってます、ってさ」

「あ、あぁ。伝えとくよ」

　言葉に反して肩を落としたすずみに、ちょっとだけ罪悪感が浮かぶが、仕方ない。

　とりあえず何とかなった。俺と白刃さんはこっそりため息を――。

「ところで、刀塚野さんのご用事は何ですか？」

　サラリと矛ほこ先さきを変えた荒気の視線に、白刃さんの両肩が大げさに跳ねた。

「わ、儂か？　それは、その……えぇと、だな」

「学校を離れる、ということでしたけど、刀塚野さんもご実家に帰られるとか？」

「いや、そうではない。ただ少々、市内に用事が、だな」

「ほうほう？　では、バスで街まで下りられると……おや、では白石くんと同じ方向になるわけですね？」

「そ、そうなるので、あろうか」

　い、いかん！　一度気が抜けた直後にこれはまずい。

　白刃さんの頰や額ひたいには大粒の汗が噴ふき出だし、視線があらぬ方向へさまよっている。

　人見知りで引ひっ込こみ思じ案あんの白刃さんは、基本的にコミュニケーションスキルが低い。

　このまま圧おされると、荒気の誘導尋問にあっさり引っかかるかもしれんぞ。

「ひょっとして、お二人は一緒に――」

　パンパンッ！

「……はい、そこまで」

　不意に手を打つ音が響き、霧生さんが荒気の言葉を遮さえぎった。

「霧生さん？　どうかしました？」

　荒気がものすごく意外だ、って顔で霧生さんを見返す。

　そりゃそうだ。いつもなら、この手の話に一番食いつくのは霧生さんだし。

「……詮せん索さくするのは、良くない。刀塚野さんの用事は多分、富ふ士じの任務。私達に話せないことも、きっとある。無理に聞こうとしても、刀塚野さんを困らせるだけ」

　霧生さんの静かな言葉には、たしかな説得力があった。

「そう、ですね。すみません、刀塚野さん。困らせるつもりはなかったんですけど」

　申し訳なさそうに頭を下げる荒気に、白刃さんはゆっくり首を振った。

「い、いや、気にしてはおらんよ。こちらも全てを話せず、申し訳ない」

　白刃さんも軽く頭を下げ、荒気と顔を見合わせて微笑んだ。

　霧生さん、秘密にするって約束守ってくれたんだな。

　ため息を吐きつつ霧生さんを見ると、彼女もこちらへ視線を流し、頷いた。

「……じゃあ、参加者で勉強会の時間と場所、決めましょう。ねぇ、鳴神さん？」

「あ、あぁ……そうね！　じゃあ、明日なんだけど――」

　相談しながら校門前まで来ると、もう霧生家のお車が待っていた。

「……詳くわしい話が、終わってない。二人は、先に帰っていい」

　霧生さんは「早く離れた方が安全だ」と言うように、一つウィンクした。

「うん、そだね。じゃあ、みんなお先」

　俺が手をあげると、みんなそれぞれに手を振ったりしてくれた。




　やれやれ、今回は霧生さんのおかげで助かった。

　みんなからだいぶ離れたところで、俺達は安堵のため息を吐いた。

「なんとか隠しおおせたようだな」

「そうだね。今回ばかりは、霧生さんに感謝しなきゃだね」

「うむ。明日の用事が済んだ後、きちんと礼を言わねばなるまい」

　その後、俺と白刃さんは翌日に乗るバスの時間などを決め、部屋へ戻った。




　　　　　◆




　翌早朝の、登龍門高校前のバス停。

　まだ朝早いというのに、空からは圧あつ迫ぱく感かんすら覚える強い日差しが降り注ぎ、無数のセミたちの声が間かん断だんなく鳴り響く。

　俺が待ち合わせの五分前に着くと、白刃さんはもうバス停のベンチに座っていた。

　アイロンの効きいた制服に身を包み、ピンと背筋を伸ばして座る姿は絵になった。

　対するこちらは、ただのＴシャツにジーンズというラフな格好。

　昨日、白刃さんにも普段着でいいよ、と伝えたのだが、「こちらの都合で会わせていただくのだから正装していく」と言って聞かなかったのだ。

　最近、少しずつ肩の力が抜けてきたと感じるものの、こういうところを見るとつくづく「生き真ま面じ目めな人だなぁ」と感じる。

　俺が近づいていくと白刃さんはこちらに目を向け、柔らかく微笑んだ。

「あぁ、おはよう鋼平殿」

「おはよう白刃さん。早いね」

　あいさつを返しつつ隣に座ると、白刃さんは「うむ」と頷いた。

「いやなに、緊張したのか、少々早く目が覚めてしまったのでな」

「うちの母さんに会うだけだよ？　そんなに硬くならなくても……いやまぁ、たしかに、白刃さんの任務的には重要事かもしれないけどさ」

「やれやれ、他人事のようだな。貴殿の生まれに関わることでもあるというのに」

「あぁ、そうだね」

　俺の親が富ふ士じ人びとかもしれない。

　白刃さんに言われた可能性は理解はできるんだけど、正直実感はないんだよね。

　昨晩、母さんに電話した時、白刃さんを連れて帰ることを伝えたら、

『あら、ひょっとして彼女？　やるじゃない、鋼平』

　なんて、すごく俗ぞくっぽい反応だったし。

「まぁ、聞く前から緊張しても仕方ないしね。ってわけで、お互たがい気楽に行こうよ」

「ふふ……やはり、貴殿は変わっておるな」

　白刃さんは小さくため息を吐き、苦笑いを浮かべた。

「しかし、儂は気楽とはいかんな。……その、友人のお宅に伺うというのは、何なに分ぶん初めての経験でな。失礼があってはいかんと思うと、ついな」

　少し照れくさそうに笑い、襟元のネクタイへ手をやった。

　白刃さんに自覚はなさそうだけど、こういうところが非常にかわいいんだよね。

　やがて到着したバスに乗りこみ、俺達はあっさりと九く頭ず龍りゆう市内へと出発した。

　登龍門前から乗り込んだのは俺達だけ。多少警けい戒かいしていた、すずみ達が現れる……なんて事件も起こらず、俺達二人は乗車三十分ほどで九頭龍駅前にたどり着いた。

「ほう？　思ったよりも賑にぎわっておるな」

　白刃さんは、少し物もの珍めずらしげにあちこち見回していた。

「そっか。白刃さん、市街に来るのは初めてなんだ」

「うむ。だが、不思議と落ち着く。この辺りはさほど富士とは変わらぬな」

　ホッとした様子の白刃さんが目で追っているのは、駅前を歩くたくさんの人達。みんなほとんど黒髪黒目で、白刃さんの苦手な竜特有のカラフルヘアは目に付かない。

「そうかもね。まぁ、登龍門が異常なだけで、日本の街はどこでもこんな感じだよ」

「そうなのか？」

「うん。だって、俺も登龍門に入った時は驚いたし」

　なにせ日本の竜人口は総人口の一％ほどで。全国でおよそ百四十万人。竜科学校や陸軍・警察関連の施し設せつ周辺でもなければ、人ごみの中で数人いるかどうかって感じ。

「なるほど。では、こちらが普通の光景なのか」

　納得したように白刃さんが頷く。実際、駅前をサラッと見渡した限りだと、竜っぽいのは数人の学生らしい一団を除のぞけば、人ごみの中にパラパラと見かける程度だ。

「さて、母さんはもう近くで待ってるはずだし、行こっか？」

　俺が促うながすと、白刃さんは神しん妙みような顔で頷いた。

「うむ。そうだな。……ところで鋼平殿？　儂は、どこかおかしくないだろうか？」

「うん、大丈夫。いつも通り、カッコイイ」

　素す直なおにそう伝えると、白刃さんは少し驚いたようだった。

「そ、そうか……だが、面と向かってそのように言われると、照れくさい、な」

　視線をそらしてモジモジする仕し草ぐさが、小動物的で非常にかわいいな。

「お、あったあった。白刃さん、あのオレンジ色のがうちの車だよ」

　バス待ちの列の向こう、一般車向けのロータリーを指さす。そこには送り迎えにやって来た車が数台停車しており、その中によく見み慣なれた車があった。

　我が家のマイカーは母さんの趣しゆ味みで買った外国産の小型車で、マイナー車種な上に派手なオレンジ色のため、多少遠くからでも一目でわかる。

　今だってロータリー周辺は人も車も多く、隣にはでっかい高級車が停とまっているというのに、パッと見ただけで発見できてしまった。

「ふむ、あれか。……ふふ、ちと派手だな」

「あはは、よく言われるよ。ま、こういう時は見つけやすくていいけど」

　苦笑を浮かべる白刃さんを引き連れて、車へ向かう。

　ゆっくり近づいて行くと、車の外に立っている母さんの姿が見えた。

「あ、いたいた」

　あっちも俺達に気づいたらしく、軽く手をあげる。

「おーい、こっちよ鋼平」

「おー。母さ「あ、こうちゃんと白刃ちゃんだ！　やほーっ！」んっ？」

　突然かけられた声に振り返ると、すずみがブンブン手を振りながら駆かけてきた。

「すずみ殿っ？　な、何故ここに？」

　混乱して立ち止まった俺達に、すずみが子犬のように駆け寄って来て、そのまま二人まとめて抱きしめられた。左胸に、ムギュッと柔らかな感触が。

「わーい、偶ぐう然ぜんだね二人ともっ！　わたしビックリしちゃった」

　すぐに離れたすずみは私服姿で、楽しそうにニコニコしている。

「あ、あぁ、そうだな」「わ、儂らも大分驚いたぞ」

　口ぶりからして、すずみは偶然俺達に会ったみたいだけど……いや、そんなはずが。

「久しぶりね、すずみちゃん。元気にしてた？」

「え？　あぁっ！」

　母さんに気づいたすずみが、大きな目をさらにまん丸に広げた。

「理子ママだっ！　わーいっ、久しぶりぃ――っ！」

　すずみは俺達を突き飛ばすように駆け出し、そのままガバッと母さんに抱きついた。

　母さんは一瞬驚いたようだったけど、すぐにすずみを優しく抱き返す。

　何事かと通行人が横目に見ていく中、二人はたっぷり十秒は抱き合っていた。

　そして、ようやく体を離した母さんは、すずみを見つめて大きく頷いた。

「ふふふ。鋼平から聞いてはいたけど、ずいぶん朱くなったわね」

「えへへー、ねぇ？　自分でもビックリするくらい朱くなったよ」

　なんだ、その会話？　……いや、実際その通りなんだけどさ。

「うん、よく似合ってるわね。すずみちゃんは何色でもかわいいわ」

「えへへぇ、うれしーなー。理子ママはいつも通り、とっても美人さんだね」

「ありがとう、すずみちゃん。お世せ辞じの言える子って、好きよー」

　母さんは笑顔ですずみの前髪をかき混ぜ、

「はふぅ～。やだなぁ理子ママ、お世辞じゃないよぉ～～」

　すずみはそれをくすぐったそうに受ける。

「こ、鋼平殿……なんなのだ、これは？　あの方が、貴殿のお母上なのか？」

　こっそり袖そでを引いてきた白刃さんは、明らかに困惑した様子だ。

「あ、うん。なんかごめん。こういう、人なんだ」

　うん、久しぶりだからすっかり忘れていた。この二人がそろうと、余よ人じんには理解できない、わけのわからんホンワカ空間を生み出すんだった。

　俺達が動くに動けないでいると、不意に母さんがこっちを向いた。

「それで、鋼平？　いつになったら、そちらのお嬢さんを紹介してくれるのかな？」

　いや、あんたが話しかけにくい雰ふん囲い気きにしてたんだろ――とは思ったものの、下手に突つつくと長くなるので、俺は言葉を呑み込んだ。

「あぁ、うん。電話で話したろ？　この人はクラスメートの」

　俺が紹介しようとすると、白刃さんがガバッと腰を九十度近く曲げた。

「は、はじめましてっ。わ、儂は……と、とちゅかの白刃と申しまふっ」

　こ、こりゃまた盛せい大だいに嚙かんだな。どんだけ緊張してんだ、白刃さん。

「うふふ、そんなに固くならなくてもいいのに」

　目に見えて緊張している白刃さんの姿に、母さんが苦笑いを漏らした。

「見知らぬ大人相手なんだから、仕方ないよ。母さん、白刃さんは」

　フォローしようと俺が口を開くと、すずみが白刃さんの腕を取った。

「えっとね、白刃ちゃんはうちのクラスの転校生なんだよ！　こんなに美人さんなのに、とっても強くて、頭も良いの！　でねでね、白刃ちゃんは担任の刀塚野先生の妹さんでぇ、なんとお隣の富士から来たんだよ！　すごいでしょ？」

　すずみの大声が周囲に響き渡り、道行く人々までこっちを見る。

　い、いかん。白刃さんの表情がどんどん固まっていく。

　白刃さんは人見知りの対竜恐怖症で、かなりの照れ屋さんだ。

　初対面の大人が前にいるだけでもヤバイのに、恐怖の対象であるすずみに腕をホールドされ、さらに見知らぬ人々の視線を浴びたら……。

「あらあら、あなた富士の方？　じゃあ、あの刀塚野家のお嬢さんなの？」

　母さんが少し驚いた声を上げると、白刃さんはかろうじて頷いた。

「は、い。そ、そそ、そうで、ござる」

　ござる、って……いかん、明らかにおかしくなってる。

「おい、すずみ。いい加減に白刃さんを放してやれよ」

「えぇ？　なんでさぁ？　ねぇ、理子ママ。白刃ちゃんはね、こんなにカッコイイのに、照れ屋さんなんだよ、かわいいでしょ？　だから、なんとも放っておけなくって……」

　笑顔で紹介を続けていたすずみが、不意に言葉を切った。

「すずみ？」「すずみちゃん？」「あぁうぅ……」

　無言のまま、すずみは俺達三人の顔を順番に眺ながめ――。




「な、なんでこうちゃんと白刃ちゃんが一緒にいるの――っ？」




　跳び上がるように白刃さんから離れ、驚愕の表情で俺達を指さした。

「えっ、今さらっ？　気づくの遅おせぇよっ！」

「だ、だだだって、偶然こうちゃん見かけたから、うれしくなって、それに理子ママも……って、そんなことどうでもいいんだよっ！　これはどーゆーことなのさっ？　わたしは納なつ得とくのいく説明を要求するよっ！　テル・ミー・ホワーイッ！」

「いや、だからこれは、だな……そ、それよりっ！　おまえだってなんで一人でここにいるんだよ？　みんなとの勉強会はどうしたよ？　サボりか？　だったら今すぐに」

「ふーんだ、サボりじゃないもーんだ！　っていうか、勉強会だからこそ、わたしはここにいるんだよっ！　それに、一人でもないんだからっ！」

　え？　一人じゃ、ない？　なんだろう、急激にイヤな予感が。

　ガシッと、俺の右肩に誰かの指が食い込んだ。い、痛いたたたたっ！

「……ねぇ、鋼平？　説明、してくれるかしら？」

　耳元で、地の底から響いてくるような恐ろしい声がする。

「みんなの勉強会を用事があるって断っておいて、なのに、二人揃そろって駅前にいるって……これ、デートって言わないかなぁ～～？」

「えぇっと、そのぉ～～……」

　肩がギリギリと締め上げられ、一緒にビリビリと電流が加えられる。

　おそるおそる振り返ると、そこには見覚えのある怒り顔があった。

「む、なぜキサマらがここにいるんだ？」「おはようございます、二人とも。こんなところで会うなんて、奇き遇ぐうですね」

　あまりの怖さに蓮華から目をそらすと、大地と荒気も近くに立っていた。

「みんなまで……なんでここに？」

　俺がなんとか質問をしぼり出すのと同時に、とある人物が目に入った。

「……連れて来ちゃった。てへっ☆」

　霧生さんはコツンと自分の頭を叩き、ペロッと舌を見せた。




「「き、霧生さ――――――――――――んっ！

　　き、霧生殿ぉ――――――――――――っ！」」




　うわぁーんっ！　またしても、だまされた――――っ！




　　　　　◆




「なぁんだ、ホントにデートじゃないんだ」

「だから、そう言っただろ」

　俺がため息を吐くと、隣で蓮華も「そっか」とため息を漏らした。




　駅前ですずみ達と遭遇してから、しばし。

　現在、俺達は霧生さん家ちのリムジン（うちの車の隣に停めてあった！）で、全員揃って我が家へと向かっている。母さんは一人、うちの車で先導中だ。

「それなら、どうしてあた……みんなに噓ついたのよ？　霧生に口止めまでしてさ。いったい何しに来たわけ？」

　不満げな声と共に、俺の右耳が引っ張られる。痛い痛い、ちぎれちゃう。

「いや、だからそれは」

「それについては儂から説明しよう。こうなってしまえば、さほど隠す意味もない」

　俺の言葉を遮さえぎるように、白刃さんが口を開いた。

「此こ度たびのことは、儂から鋼平殿にお願いしたことだ。目的は、鋼平殿の生い立ちについて、お母上から話を聞かせてもらうことだ」

「はぁ？　鋼平の生まれって、なによそれ？」

　訝しげな蓮華の声に、荒気や大地も不思議そうな顔をした。

「ひょっとして、こうちゃんのアルバム大公開、とか？　だったら、うちにも小さい頃のこうちゃんのかわいい写真や恥ずかしい写真が、って、あいたぁ――っ！」

　とりあえず、話の邪じや魔まになるすずみを黙らせ、白刃さんに続けてと目め配くばせする。

「……話を戻そう。儂がお母上にお尋ねしたかったのは一点。鋼平殿には、富士の血が流れているのではないか、という推すい測そくに対する答えだ。言い換えるなら、お母上の身の上に関わる話でもあるのだ。それ故、軽かる々がるしく皆には話せなんだのだ。許せ」

　白刃さんは、そう言ってみんなに頭を下げた。

「それはいいけど、鋼平に富士の血って、冗談でしょ？　こいつ、落ちこぼれのⅡ種乙おつだけど、一応は竜なのよ？　ありえないでしょ」

　落ちこぼれで悪かったな、蓮華。あと、軽々しく人様の頭を叩くなよ。

「蓮華、竜であることと、富士の血が流れておることは矛む盾じゆんせんのだ。竜が生まれる要件は、二親のいずれかが竜の因いん子しを持ってることだからな」

「あ、そっか。国際結婚」

「そういうことだ。事実、富士から日本へ帰き化かした者が日本人と結婚し、竜を産んだという事例ならばいくつもある。まぁ、そもそも竜の誕生する確率が低く、また帰化した富士人の数もそう多くはない故、希き少しような事例であることは間違いないがな」

　その後、白刃さんは屋上で俺に伝えたのと同じ、俺が「富士人の血を引いていると思われる根こん拠きよ」をみんなに説明した。




「――ほへぇ～……じゃあ、わたしがこうちゃんばっかり食べようとしちゃうのは、こうちゃんに富士の人の血が入ってるからかも、ってこと？」

　白刃さんの説明が終わると、すずみは感心したように頷いた。

「う～ん……そうだったのかぁ。たしかに、すっごくお腹なか空すいてる時は、こうちゃんと白刃ちゃんはすごく良い匂いに感じたけど」

「やっぱりそうなのか。すずみ、怖いから飯めし時どきは近づくなよ」

「ひどいっ！　ふ、普段は大丈夫だもんっ！」

　あっさり納得したすずみと違って、他のみんなは少々難しい顔をした。

「話はわかったけど、それだけで富士の血って、強引じゃない？」

「そうですね。可能性の一つではありますけど、僕も根拠としては弱いと思いますね」

　首を傾げる蓮華と荒気と違い、大地は腕を組んでふんぞり返った。

「ふん、だから本人に聞こう、と言うのだろう。実に富士人らしい、短たん絡らく的てきな女だ」

　一瞬、白刃さんと大地の間で鋭い視線がぶつかった。

　……そう言えば、この二人って敵対関係だっけ。

「おい、大地。そういう言い方はないだろ」

「ふんっ、キサマに指図される謂いわれは――」

　大地が俺に反論しかけた時、すずみが「こらっ」と大地をにらんだ。

「ダメだよ、大地くん。白刃ちゃんに失礼だよ、謝って」

「ぐっ、すずみ様まで……わ、悪かった」

　大地め、あっさり態度を翻ひるがえしたな。ホントにわかりやすい奴だ。

　白刃さんはさして気にした様子もなく、軽く頷いただけだった。

「いや、かまわんさ。たしかに、先ほど話した推測は根拠が薄弱であるからな。しかし、儂は鋼平殿が富士人の血を継ついでいるという点に関しては、確信を持っておる」

「……根拠は、あるの？」

「あぁ、ある」

　霧生さんの言葉に頷き、白刃さんは俺をまっすぐ見つめた。

「先日、大地殿との再戦の折……鋼平殿は『神しん技ぎ』を発動させたのだ」

『え？』

　全員の声が、重なった。
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　久しぶりに見上げる我が家には、少々懐なつかしさも感じた。

　考えてみれば、五月に入寮してから約二ヶ月振りの帰宅だ。

　家の外見は変わっていないけど、庭の草花は夏のものに変わっている。

　ガーデニングが趣味の母さんは、年中庭に花を咲かせておきたいらしく、季節や気分に合わせてたくさんの花を育てていて、水やりや草むしりなどは俺も手伝っていた。

　花の名前とかはよく知らないけど、キレイなうちの庭は嫌いじゃない。

「へぇ……」

　だから、庭を見た蓮華が感かん嘆たんを漏らしたのは、ちょっと誇ほこらしかったりするわけで。

「いらっしゃい、みんな。鋼平がこんなにお友達を連れてくるなんて初めてだから、とってもうれしいわ」

　車を降りた俺達を、母さんは明るい笑顔で迎えた。

「おー、なんか久しぶりに『帰って来た』って感じだよ」

　すずみもまた、感かん慨がい深げに俺の家を見上げた。

「そっか。すずみんの家って、鋼平ん家のお隣だもんね」

「うん。わたしの家はそっち……だったんだけど、ね。あはは」

　苦笑混じりにすずみが視線を向けた先には、本来あるはずの「穂村家」はなかった。

　すずみ覚醒の夜から、もう二ヶ月。

　ご両親は近くのアパートへ生活の場を移し、全焼状態だった穂村家は解体済み。

　近々、国の援助で頑がん丈じような家を建てる計画もあるらしいけど、今はただの更さら地ちだ。

「そうだよね、こうちゃんのアルバム大公開どころか、わたしのアルバムも残ってないかもしれないんだっけ。あはは、バカだなわたし。すっかり忘れてたよー」

　すずみの口調は軽いものだったけど、誰も一緒に笑いはしなかった。

　初暴走状態だったすずみは、あの夜のことをよく覚えていないらしい。

　家が燃えていたことも、俺に食いついたことも、半分は夢のようなおぼろげな記憶しかない。加えて、すずみはあの夜から自宅に戻ってもいないのだ。

　たぶん、すずみにしてみれば、浦島太郎のような気分だろう。

「ホントに、うち燃えちゃったんだねぇ」

　自嘲気味に笑いながらも、すずみの視線は自宅跡から動かなかった。

　その背中に俺が声をかけようとした時、

「ごめん。あたし、すずみんの気持ちも考えないで……」

　一呼吸早く、蓮華がすずみに頭を下げていた。

　その表情は本当に申し訳なさそうで、かえってすずみが慌てたようだった。

「へ？　あ、ううん。いいんだよ、別にもう気にしてないから！　ほら、燃えちゃったものは仕方ないかなー、なんて……って、あいたっ」

「バーカ。そこはちゃんと反省しろ」

　おどけてみせるすずみに付き合って、ごく軽いゲンコツを入れる。

「ぶーっ、わたしだって反省くらいしてるもん」

「おぉ、そうかい。えらいえらい」

「ぐぬぬ、こうちゃんってば反応が軽いよっ」

　すずみもいつも通りのふくれっ面を作り、食ってかかってきた。

「はぁ……あんた達は、ホントにもう」

　俺達のやり取りを見て、蓮華も表情を緩めてくれた。

　他のみんなもニヤニヤ笑っているし、雰囲気は戻せたみたいだ。……まぁ、大地は何か言いたそうにしてたけど、珍しく空気を読んだのか黙っていた。

「はいはい、二人とも。そのくらいにして中へ入ってね」

　母さんの呼びかけに、俺達は『は～い』と揃った返事を返す。

「わ。これが玉組名物キレイなお返事なのね。うふふ、気持ちが良いわ」

　そう笑って、母さんはもう一度「どうぞ」とみんなを促した。

『お邪魔しまーす』

　とはいえ、我が家の玄げん関かんは全員一緒に入れるほど広くない。

　順番に入っていくみんなに続いて、すずみがどこか遠慮がちに一歩踏み出す。

「お、お邪魔しま、って痛っ！　え、なんで叩くの？」

　頭を押さえて抗議してきたすずみを、俺は逆にジト目で見つめ返した。

「バ――カ。なに遠慮してんだ。ここは『ただいま』でいいんだよ」

「はぇ？　で、でもぉ」

「そうよ。すずみちゃんはうちの娘みたいなものなんだから、ここはすずみちゃんの家でもあるのよ。ほらほら、娘がママに遠慮しないの」

　ためらうすずみに、母さんはいつも通りの笑顔で頷いた。

「え、えへへ……そだね。ただいまっ」

　うれしそうに頷いたすずみは、そのまま母さんの胸に飛び込んだ。

「おかえり」

　その背中に、俺は小さめの声をかけておいた。
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　数分後、俺達は揃ってリビングに集合していた。

　我が家のリビングに学校のみんながいるのは、なんとなく違和感がある。

　それはみんなも同じなのか、落ち着かない雰囲気で麦むぎ茶ちやを飲んでいた。

「さて、それじゃあ白刃ちゃん。お話をうかがいましょうか」

「――はい」

　全員が一息吐ついたのを見み計はからって、母さんが白刃さんの正面に座った。

「お尋ねいたします。貴殿は、富士のお生まれなのではありませんか？」

「えぇ、そうよ」

「え？」

　サラリと母さんは頷いた。

　それは意気込んで尋ねた白刃さんがポカンとするほど、ごくあっさりした返事。

　でも、これってけっこう衝撃発言なわけで。




『ええぇ――――――――――――――――――――――――――――――っ？』




　言葉を失った白刃さんに代わり、すずみや蓮華達が驚きの声を上げた。

「あら、そんなに驚かなくてもいいじゃない」

　クスクス笑う母さんに、白刃さんはハッとしたように顔を上げた。

「あ、いえ。まさか、そのようにあっさりと肯定されるとは思わず、つい」

「ふぅん？　わたしが否定するか、隠かくすと思ってたわけね。それはどうして？」

　ますます困惑する白刃さんを、母さんは面白そうに見つめた。

「それは……鋼平殿は自身に富士人の血が流れていることを知りませんでした。それゆえ、ご両親が出自を隠しておられるのではと、そう推すい察さつしたのですが」

　違ったようですね、と白刃さんはため息を吐いた。肩の力が抜けたって感じだ。

「それで、聞きたかったことはそれだけ？　だったら、電話一本で済んだのに」

　母さんの言葉に首を振って、白刃さんは表情を引き締め直した。

「いえ、まだお尋ねしたいことがあります」

「えぇ、何かしら？」

「鋼平殿の力を鑑かんがみるに、彼に引き継がれているのは『鎮しずめ』の力。であれば、貴殿のお生まれは古きご一族のはず。それがいかなる経けい緯いで、日本に？」

　真剣な面おも持もちの白刃さんに、母さんは「う～ん」と軽く首を傾げた。

「そう構えられると、困っちゃうなぁ。刀塚野のお家の方なら、そういう反応になるのもわかるけど……別に、わたし自身には大したエピソードがないのよ。両親が日本に帰化したからついてきたってだけだし」

「ご両親の代で？　失礼ながら、ご家名は」

「『八や坂さか』よ。まぁ、分家の分家、って感じらしいけどね」

　母さんが肩をすくめると、白刃さんは驚いた顔で「なるほど」と漏らした。

　何か重大なことが発覚したらしいけど、二人の会話に全くついていけない。

「えっと、母さん？　八坂家って驚かれるほどのものなの？」

　俺が尋ねると、母さんは「そうねぇ」と腕組みをして、天井を見上げた。

「一応、富士の旧家ってことになるのかしら？」

　母さんがぼんやりとした答えを返すと、白刃さんが俺を見て首を振った。

「一応どころか、我が刀塚野家同様、富士成立より続く血統で、正真正しよう銘めいの名家だ」

「そ、そうなんだ。……でも、俺の知ってるじいちゃんとばあちゃんは、良いトコの生まれって感じじゃなくて、ただの気の良い年寄りって印象しかないんだけどなぁ」

「ふふふ、実際そうだもの。言ったでしょ？　分家の分家だって」

　うなる俺を笑うと、母さんは白刃さんに向き直った。

「白刃ちゃんは鋼平の力のことが気になっているのね。たしかに、わたし達八坂家が受け継いできたのは『鎮め』の力で、わたしにもそれは受け継がれているわ」

　母さんは穏おだやかに白刃さんを見つめ、言葉を続けた。

「でもね、さっきも言ったけど、わたしの家は本家からだいぶ遠い血筋で、わたし自身の力もさほど強くない。それに、幼い頃に日本に来たから、まともに神技の教育を受けていないの。だから、わたしは鋼平に神技なんて教えてないわよ」

「逆に言えば、鋼平殿の力を見み極きわめようとしたこともない、ということでは？」

「う～ん、そうなるわね」

　母さんがあいまいに頷くと、白刃さんは「やはり」とつぶやいた。

「今の話で、何かお役に立ったかしら？」

「えぇ、十分です。貴重なお話、感謝いたします」

　母さんに深々と一礼し、白刃さんは真剣なお礼を口にした。

「そう？　それなら良かったわ。だけど、鋼平も知らなかったのに、よくこの子に力があるなんてわかったわね。さすがは刀塚野のお嬢さんだわ」

　母さんが感心したように言うと、白刃さんは少し表情を曇らせた。

「いえ、それについてお褒めいただくのは、少々心苦しいのです。いくつか気になる点はありましたが、儂も最近まではその可能性を疑いもしなかったのですから」

「え、そうなの？　じゃあ、何かキッカケがあったわけ？」

　俺が質問すると、白刃さんは少し歯切れが悪そうに答えた。

「う、うむ。……キッカケは、貴殿の背中を斬きりつけた時だ」

　たしかに、俺は一週間ほど前に暴走したすずみをかばい、白刃さんの斬ざん撃げきを背中に受けた。人生初の切り傷＋大量出血の恐怖は鮮明に覚えている。

「あぁ、鋼平が青い顔で『もうダメ～』って言ってたあれか」

　思い出しているのか、蓮華がニヤニヤと俺の顔を見てきた。

「う、うるさいな。俺としては『死んだ』と思うくらいに痛かったんだよ。それに、おまえとすずみだって人の背中見てワーワー騒いでただろ！」

「そ、それは、そうだけど……結局、ただのかすり傷だったのは事実でしょ！」

　俺と蓮華がにらみ合っていると、白刃さんは「こほん」とせき払いした。

「そうだ。鋼平殿がかすり傷だったことが、異常なのだ」

「なんで？　こいつが変態的に硬いのは、今に始まったことじゃないわよ」

　呆れ含みの蓮華の言葉に、みんな「うんうん」と頷いている。……ひどくない？

「いや、鋼平殿の耐久力は儂もよく知っておるよ。だが、それでもおかしいのだ」

　スッと立ち上がった白刃さんは、ポケットから折りたたまれた紙し片へんを取り出した。

　それは、以前彼女が見せてくれた神しん剣けんの依より代しろ。

　全員の視線を受ける中、白刃さんが口の中で何事かつぶやくと、紙片は瞬またたく間に一振りの剣へと姿を変えた。おおぅ、何度見てもビックリな光景だ。

「この神剣『アメノオハバリ』は『破竜』の剣。あらゆる竜気力を斬り裂さく無む双そうの刃やいばだ。それがたとえオロチであろうとも、その力の源が竜気力であるものならば、容よう易いに斬り裂くことができる。つまるところ、竜である以上これを防げるはずはないのだ」

「それを俺は防いじゃった、と」

　そういえば、あの時白刃さんは俺の傷を見てだいぶ驚いていたっけ。

「あぁ。おそらくは守護の神技……個人で使う結界のようなものだが、それを無意識に使ったのだろう。思うに、鋼平殿の尋常ならざる耐久性は、この神技あってのものだろう」

　白刃さんがちらりと母さんを見ると「あるかもね」と苦笑した。

「あの、白刃さん。神技って、習ってもいないのに簡単に使えるもんなの？」

　俺が首を傾げると、白刃さんは少し難しい顔をした。

「通常であれば不可能だ。だが、貴殿は富士人の血を引くと同時に竜でもある。貴殿の竜としての力である『鋼化』を本能的に使用しておるだろう？　神技もまた、その使用においては感覚に依よるところが大きいのだ。竜気力である鋼化を神技によって再現、補強していると考えれば、ある程度説明はつく。実際、そういった事例もあるしな」

「じゃあ、もし俺があの時、その守護の神技ってのを使ってなかったら」

「うむ。貴殿はあの場で輪わ切ぎりになっただろうな」

「へ、へぇ……」

　サラッと怖いことを言う白刃さんに、俺は背筋に薄ら寒いものを感じた。

「結果的に、それが鋼平殿の力を知るキッカケになったということだ」

　流し見た俺の顔が相当引きつっていたのか、白刃さんは苦笑いを浮かべた。

「すまぬ、これはもう片付けよう」

　白刃さんは剣を紙片へ戻し、再び席に着いた。

「ともあれ、儂は鋼平殿の力に気づいた。しかし、それだけでは根拠として少々弱かったのも事実。そこで儂はある方法を使い、鋼平殿の力を確認することにしたのだ」

「その方法って？」

　俺が尋ねると、白刃さんは俺を見返し、次いで大地に視線を向けた。

「ん？　なんだ、なぜオレ様を見る？」

「いや、今さらながら、貴殿には少々申し訳ないことをしたと思ってな」

　さらに訝しげな表情を深めた大地から視線を外し、白刃さんは再び俺を見つめた。

「鋼平殿と大地殿の再戦の直前、儂が貴殿にしたことを覚えておるか？」

　まっすぐな視線に耐たえられず、俺は照れ笑いしながら視線を外した。

「あ、あぁ、うん。おぼえてる。例のおまじない、でしょ？」

　白刃さんの「うむ」に続き、蓮華が「あ」と小さく声を上げた。

　白刃さんのおまじない。それは、いわゆる一つの「でこちゅー」だ。

　うん、あれは非常に心地よい激げき励れいでした。

「へぇ～、あの時そんなことしてたんだ。ねぇねぇ、それってどんなおまじない？」

　すずみの言葉に、白刃さんは「い、いやそれは」と口ごもる。

「すずみ、気にするな。おまえが知る必要は全くない」

「ぶーっ、なんだよそれー。怪しいなぁ」

「と、ともかくだ」

　ふくれるすずみの言葉を遮るように、白刃さんは少し大きめの声を出した。

「結論から言えば、あれはただの『おまじない』などではない。れっきとした神技、『神しん眼がん』だ。その効力は、一時的に視力全般を強化することだ」

　言われて思い出した。たしかにあの時、白刃さんのおまじないを受けてから、額から目にかけてビリビリとした感覚が広がって、試合中は大地の動きがよく見えた。

「じゃあ、試合で大地の動きがはっきり見えてたのって」

「うむ、神眼の効果だったということだ」

　白刃さんが頷く。なるほど、言われてみれば納得だ。

「ちょっと待てっ！　では、あのカウンターはキサマの力ではなかったというのか？　卑ひ怯きようではないか！」

「そうではない。儂がしたのは神眼の術式を施ほどこすところまで。術式に力を込め、神技を発動したのは鋼平殿で、拳けん打だは修しゆう練れんの賜たま物ものだ。あの一撃は間違いなく鋼平殿の力だ」

「ぐぅっ……むむむ」

　言葉に詰まった大地を、白刃さんはまっすぐに見すえた。

「とはいえ、貴殿の怒りは至し極ごくもっともだ。しかし、今言ったようにあれは儂が勝手にしたこと。責せめを負うべきは鋼平殿ではなく、儂だ。すまなかった、この通りだ」

　そう言って、白刃さんは大地に向かって深々と頭を下げた。

「～～～～っ！　えぇい、いまいましいっ！」

　大地は勢い良く立ち上がり、白刃さんと俺を見すえた。

「オレ様は白石鋼平の鋼化を砕くだけなかった、あの敗北はただそれだけのこと！　キサマなど関係ないっ！　そうとも、そのシンギとかいう手品も、あのへっぽこカウンターも勝負にはなんら関係してなどいない！　だから、もういいのだ！　頭を上げろっ！」

　その発言はプライドなのか、はたまた白刃さんへの気き遣づかいか。

　一息に言い切って、大地は真っ赤な顔でそっぽを向いた。

「大地殿、許してくれるのか？」

「ふん、勘かん違ちがいするな！　許す以前に、問題にもならんと言っているのだ！」

　意外そうな表情で見上げる白刃さんに、大地は視線を外したまま答えた。

「そうか……そうだな。すまぬ」

「だから、謝るなと言ってるだろーがーっ！」

　偉そうに腕を組んではいるものの、大地の顔は明らかに照れていた。

「こら白石鋼平っ！　キサマ何をニヤニヤしているっ！」

「いや、別に」

　そう感じたのは俺だけじゃないらしく、みんなもニヤニヤしていた。

「案あん外がい良いとこあるのね」「……でも、素直じゃない」「あはは、ですねぇ」

「う、うるさいぞ、キサマらっ！　外野は黙っていろっ！」

「えへへー。照れてる大地くんも、かわいいねー」

「ぐぐぐ……す、すずみ様まで、オレ様は照れてなどおりませんっ！」

　だだっ子のようにわめく大地に、なんだか微笑ましい気分になった。

「ふむ、何はともあれ、だ」

　仕切り直すように、白刃さんがひとつ柏かしわ手でを打った。

「やはり、鋼平殿は富士人の力を引き継いでいる。それは確定したな」

「みたいだねぇ」

　次々と発覚した衝撃の新事実。でも、不思議と俺は落ち着いていた。

　事前に白刃さんから可能性を問われた時は「まさか」って感じだったし、本当にそうだったらショックかも、なんて思っていたんだけど。

　いざこうしてハッキリ答えをもらうと、案外受け入れられるもんらしい。

「それはそうと母さん、なんで俺に隠してたのさ？」

　俺がジト目でにらむと、母さんはペロッと舌を出した。

「別に隠してないわよ。あなたに聞かれなかったから、言わなかっただけじゃない」

「まぁた、へりくつを……それに、そういう仕草は自分の年考えてやってくれよ」

「だから、あんたも女性に年齢のこと言うんじゃないわよ」

　親子でにらみ合うこと数秒、母さんはため息を吐いて視線を外した。

「ま、今教えたんだからそれでいいじゃない」

「そうだね。とりあえず、それでいいや」

　やれやれ、聞くこと聞いてスッキリしたな。さて、お茶でも――。




「――って、こうちゃんっ！　危うく流されるトコだったけど、あっさりと受け入れるようなことじゃないよ！　もっと驚こうよ！　ものすごい衝撃の新事実だよ！」




　突然、すずみの大声が我が家に響き渡った。

「うわっ、ビックリした。急に大声出すなよ、すずみ。お茶が手にかかっただろ」

「なんでさっきの衝撃発言よりビックリしてるのさ！　って、それはいいけど、こうちゃんおかしいよっ！　出生の秘密が発覚したんだよ？　もっと盛せい大だいに驚こうよぉ！」

　すずみにガクガク肩を揺すられた。

「んな大げさな。たしかに俺もビックリしたけど、母さんが富士の人で、俺がハーフだとして何か変わるのか？　たとえば、おまえは俺と距離を取ったりする？」

　俺がからかうように言うと、すずみはブンブンと首を横に振った。

「そ、そんなことしないよっ！　たとえ理子ママが富士の人だって、理子ママは理子ママで、こうちゃんはこうちゃんだもん！　何も変わらないよ！　……って、あれ？」

　自分の発言に、すずみはキョトンとした顔で首を傾げる。

「ほらな？　だから、別にいいんだって」

　笑ってみせると、すずみは一瞬考えた後、

「うん、そだね」

　とニッコリ微笑んだ。

　周りからは、何故かたくさんのため息が聞こえた。




　　　　　◆




「それじゃ、みんな。またいつでもいらっしゃい」

　笑顔の母さんに送り出され、俺達は我が家を後にした。

　走り出した車の中、白刃さんは何事か考えているらしく無言。

　そのせいか、なんとなく話しにくい雰囲気で、みんなの会話も少なかった。

「さってっとー……この後どうしよっか？　どこかでお昼食べてから行く？」

　不意に、んーっと伸びをしながら蓮華が明るい声を出した。

「行くって、どこに？　このまま帰るんじゃないの？」

　俺が尋ねると、蓮華は呆れたような視線を向けてきた。

「バーカ、そんなわけないでしょ。あんた達のせいで余計な時間使っちゃったけど、本来の今日の予定は期末テスト対策の勉強会なのよ」

　あぁ、そういえば。こっちのことで頭がいっぱいだったけど、そんな話だっけ。

「あれ？　でも、だったらなんで駅前にいたのさ？　霧生さんは俺達を追いかけるために来たんだろうけど、他のみんなにはなんて説明したの？」

　多少皮肉を込めつつ霧生さんを見る。

「……うちで、お勉強会しようって、誘ったの」

「うちって、霧生さんの家？」

「……そう。我が家で楽しく、お勉強会」

　そう言って、彼女はニンマリ笑い返してきた。










　　　第二章　生まれと、運命さだめ







　我が家を出た俺おれ達たちは一いつ旦たん駅前まで戻り、白しら刃はさんと別れた。

「すまぬ。先ほど確認したことを、隆たか臣おみや大おお竹たけ殿どのに報ほう告こくせねばならんのでな」

　公こう務むなら仕方ない、とみんなは笑って彼女を送り出した。

　それなら大だい地ちも戻るべきなんじゃないか？　と思ったんだけど、本人曰いわく、

「オレ様の最重要使命は、すずみ様のお側そばにいることだ」

　ということで、そのまま俺達と霧きりゆ生うさんの家に行くことになった。




　駅前のファミレスで食事を済ませ、俺達が霧生邸に到着したのは午後早くだった。

　クーラーの効きいた車内から出ると、夏の熱気がことさらに身に染しみる。

　しかし、夏の日差しに照らし出された霧生邸の威い容ように、俺達は「暑い」と口にすることさえ忘れていた。

「おおぉ……すごいね、こうちゃん。豪ごう邸ていだよ、豪邸があるよ」

「そ、そうだな。まさに絵に描いたような豪邸だ」

　俺達が見上げる先にあるのは、三階建てのでっかい洋館。

　俺の拙つたない語ご彙いでは言い表せないような豪華さと、それでいて決して派手すぎない風格を備そなえたその建物は、もう『ＴＨＥ豪邸』としか表現できない。

　俺とすずみがポカンと口を開けているのに、蓮れん華げや荒あら気きからのツッコミがない。

　横目に見れば、二人も「すごいわね」「ですねぇ」くらいの感想しか出ないようだ。

「ふむ、なかなかに登のぼり甲が斐いのありそうな屋や根ねだな！」

　大地だけ反応がおかしかったが、まぁいつも通りってことにしておこう。

「……みんな、ここは暑い。中へどうぞ」

　霧生さんに促うながされ、みんな遠えん慮りよがちに彼女に続く。

『おぉぅ』

　もうそれが誰だれの感かん嘆たんかなんてわからない。

　大きく重厚なドアを抜けると、室内もまたすごかった。

　端たん的てきに言うと、「広い」「キレイ」「豪華」。

　下手なホテルのロビーより、はるかに広いしキレイだ。

　こっちは庶しよ民みんなんで、あちこちにある花か瓶びんや絵画など、お高そうな調ちよう度ど品ひんの数々がどれほどの価値なのかはわからないけど、とにかく雰ふん囲い気きで圧あつ倒とうされた。

　黙だまって連れてこられたら、「国会議事堂だよ」と言われても信じるレベル。

　これで執しつ事じさんが出迎えてくれたらパーフェクトお金持ちって感じだったけど、意外というか何というか、冷房の効いたロビーには誰もいなかった。

「ホントにこれ、個人の家なわけ？　世の不公平を感じるわ」

　落ち着いた色合いの絨じゆう毯たんを踏みしめながら、蓮華が不満げな感想を漏もらす。

「あぁ、うん。うちに帰った直後にコレを見せられるとねぇ」

　玄げん関かんホールでこれだもんね。我が家がいくつ入るやら。

　苦笑いしていると、霧生さんが無表情でこちらを見た。

「……ただ、広いだけ。ホームとしては、白しら石いしくん家の方が、ずっと上」

「いやいや、別にお世せ辞じなんていいよ。うちなんてただの建たて売うり住じゆう宅たくだよ？　霧生さん家ちと比べる方がおこがましいよ」

　肩をすくめてみせると、霧生さんは静かに首を振った。

「……そんなこと、ない」

　あれ、謙けん遜そんしたわけじゃないのかな？　どこか表情が寂さびしげに見える。

「……建物は、『お帰りなさい』って、言ってくれないから」

「え？」

　その小さな声は俺にしか聞こえなかったらしい。

　俺が聞き返そうか躊ちゆう躇ちよしてるうちに、霧生さんは「こっち」と歩き出した。

　すずみ達は「すっごいねぇ」とついていったけど、一瞬出遅れてしまった。

「何してんの？　おいてかれるわよ」

「あ、あぁ」

　振り返った蓮華に促うながされ、俺は小走りにみんなを追いかけた。




　先を行く霧生さんの背中を追いかけ、広い廊下を歩く。

　考えてみたら、俺達全員土ど足そくだ。これだけ見ても庶民スタイルじゃない。

「ねぇねぇ雫しずくちゃん、お勉強はどこでやるの？　雫ちゃんの部屋？」

　すずみはキョロキョロと周りを見回しながら、隣となりを歩く霧生さんに声をかけた。

「……ううん、部屋は、別に用意してある。私の部屋は、みんなで勉強するには、ちょっとアレだから」

「アレ、って？」

「……聞きたい？　ふふふ」

「き、聞きたいような、聞きたくないような」

　そんな会話を聞きながら、ほこり一つ落ちていないキレイな廊下を行く。

　こんなに広いのに管理が行き届いている。でも、誰が掃そう除じとかしてんだろ？

　一般的なお金持ちイメージだと、奥さんがバリバリ掃除したりはしない。霧生さんの家レベルになれば、当然誰か人を雇やとってるんだろう。運転手さんいるし。

「メイドさんとか、いそうですよね？」

　俺と同じ事が気になったのか、荒気がニコニコと俺を見た。

「なんだ、おまえメイド好きだったのか？」

「へぇ？　荒気ってそういう趣しゆ味みなの？　意外」

　俺と蓮華がニヤニヤ見てやると、荒気はさわやかな笑顔を返してきた。

「いえいえ、僕はただ、誰がお掃除してるのかなーって」

　荒気が首を振ると、先頭の霧生さんがチラリと振り向いた。

「……お手伝いさんが、いるの。家のことは、その人達がやってくれる」

「あぁ、やっぱりそういう人がいるんですね」

「……メイド好きな荒気くんには残念だけど、メイド服は着てない」

「だ、だから、別にメイドさん好きじゃありませんよ」

「……え、じゃあ執事好き、だったの？　……荒気くん、マニアック」

「違いますってば！」

　珍しく慌てた荒気の声に、みんなが笑い声を上げた。

　その時だった。

「――騒がしいな」

　近くのドアが開き、一人の青年が現れた。

「……うるさかったなら、ごめんなさい兄さん。今、友達が」

「え、お兄さん？」

　霧生さんのつぶやきに、すずみが驚いた声を上げる。

　大学生くらいだろうか？　お兄さんはちょっと線は細めながら背が高く、霧生さんと同じ露つゆ草くさ色いろの髪と瞳。整った顔立ちは表情に乏とぼしく、全体的に霧生さんと似た印象だ。

「友達？」

　お兄さんの視線が俺達を一巡りし、一瞬俺のところで止まった。

　う、何か霧生さんとは別種のプレッシャーを感じる視線だ。

「……えぇ。うちで、勉強会をしようと、誘さそったの」

「へぇ？　おまえが、友達と勉強会、ね」

　お兄さんは俺から視線を外し、少し意外そうに霧生さんを見た。

「あ、あの、お邪じや魔ましてますっ！」

　一番近かったすずみが慌てて頭を下げ、俺達も続いて会え釈しやくをする。

「あぁ、どうも」

　お兄さんは俺達に軽く頷き返し、霧生さんに顔を向けた。

「あまり騒がしくしないでくれよ」

　それは少しばかり険けんのある言葉で、その場の空気が張はり詰つめるのがわかった。

「……わかっています」

「そうか。ならいい」

　硬い表情で頷いた霧生さんを一いち瞥べつすると、お兄さんは部屋に戻った。

　強めに閉じられたドアの音が、広く薄暗い廊下に響く。

　一瞬で訪れた沈ちん黙もくに、何とも言えない気まずい空気が流れた。

「何よあれ、ヤな感じ」

「お、おい蓮華」

　蓮華がドアをにらんで不満を漏らすと、霧生さんがフッとため息を吐いた。

「……じゃあ、行こう。こっち」

　俺達に背中を向けたまま、霧生さんは再び歩き出した。

　その背中が寂しげな気がして、何か声をかけようか考えていると、

「ねぇ霧生、今の人、ホントにあんたのお兄さんなの？」

　蓮華が先に声をかけた。その表情は、明らかにムスッとしている。

「……えぇ、長男の大たい河が兄さん。二十二歳の大学四年生……現在恋人募集中」

「そんな茶ちや化かしはいらないわよ」

　背中越しに答えた霧生さんの言葉を、蓮華はピシャリと遮さえぎった。

「初対面の人間にこんなこと言うのもなんだけど、さっきの態度はいただけない。あんた達、ケンカでもしてるわけ？」

「……別に、ケンカはしてない。ただ、いつもこんな感じ、だから。……不ふ愉ゆ快かいな思いをさせたなら、ごめんなさい」

「なんであんたが謝るのよ？　あたしが言いたいのは」

「蓮華、あんまり絡むなよ。霧生さんが困ってるだろ」

　俺がたしなめると、蓮華は「ごめん」と小さく謝った。

「けど、あんなの許せない。兄が妹にしていい態度じゃない。あたしも下に弟妹たくさんいるけど……うちの弟が妹にあんな態度取ったら、即そく座ざにぶん殴なぐるわ」

　本気で怒っているらしく、蓮華は手のひらに拳こぶしをパシッと叩きつけた。

　なるほど、霧生さんのために怒ってたわけね。やっぱり、蓮華って良い奴だ。

「ん？　ちょっとなによ、みんな？　そのニヤニヤした目はなんなのよ」

　みんなも同じ感想を持ったのだろう。みんな立ち止まって蓮華を見つめていた。

「えへへ、蓮華ちゃんって優しいね」

「はぁ？　すずみん、いきなり何言ってるのよ？　あ、あたしはただ……」

「えっへへ～～、照れなくてもいいのにぃ。蓮華ちゃんってばかわいいなぁ」

　そう言うなり、すずみはガバッと蓮華に抱だきついた。

「ちょっと、すずみん。暑いんだからやめて」

　じゃれ合う二人を、いつの間にか振り返った霧生さんが見ていた。そして、

「……ありがとう、鳴なる神かみさん」

　小さく、でもハッキリとお礼を口にした。

「べ、別に礼を言われることなんてしてないわよ」

「……うん。でも、うれしかったから」

　穏おだやかな微笑を向けられ、赤い顔の蓮華は「そ、そう」と視線を逸そらした。

　うんうん、うちの女子陣は仲が良いな。

「……さ、もう行こう。私達の目的は、テスト勉強でしょ？」

　俺達を促し、霧生さんは再び歩き出した。

　その足取りは、先ほどよりも軽く見えた。




　　　　　◆




「……ここ」

　歩くことしばし、霧生さんはとあるドアの前で立ち止まった。

　玄関ロビーから数分、廊下の突き当たりのその扉は、途中で通り過ぎてきた数々のドアよりも大きく立派に見えた。

「ここって、霧生さんのお部屋じゃないんですよね？」

　荒気の質問に「えぇ」と霧生さんは頷いた。

「……書庫、っていうか、図書室みたいな場所。勉強するには、もってこい」

　答えつつ、霧生さんはゆっくりとドアを開いた。




「お帰りなさいませ、お嬢様」

　メイドさんが深々と頭を下げ、霧生さんを出で迎むかえた。




「……え？」

　霧生さんの呆然とした声、

『え？』

　続いて俺達も驚き、

「なんと……ほ、本物のメイドさん、ですね」

　荒気が大きめに息を呑んだ。

　そう、荒気の言う通り、ドアの向こうに立っていたのはどう見てもメイドさん。

　パッと見た感じ、年は俺達と同じか少し上くらいだろうか？

　表情も顔の造りも「優しそう」といった感じで、全体的に柔やわらかい印象を受ける。

　ふわふわと緩ゆるくウェーブした空色の長い髪も、彼女の雰囲気によく似合っている。

　キレイというか、かわいらしい人だ。

　そして、やっぱり気になるのは彼女の出いで立たちだ。




　純白のエプロンとの対比も美しい黒のワンピースを着込み、スカートの下からはペチコートの白いフリルものぞいている。

　ふわふわと柔らかそうなロングヘアを飾るように、頭にはフリルの付いた白いカチューシャをあしらい、足下は黒い編み上げブーツで決めている、古式ゆかしい正当派ヴィクトリアンスタイルのメイドさん。お辞じ儀ぎの仕方も堂どうに入ったものだ。

　昨さつ今こんのミニスカートや無む駄だなリボン等、装飾を施した『メイド服風コスプレ』に逃げず、真しん摯しに王道を追求したその姿には伝統への賛さん美びと尊そん敬けいが込められ、まさにパーフェクトメイドと言うに相応ふさわしく――。




「荒気っ！　しっかりしろ荒気！　おまえはさっきから何を言ってるんだ？」

　突然壊れたようにメイド語りを始めた荒気を、俺は必死で揺さぶった。

「――はっ？　す、すみません。突とつ如じよ出現した現代の奇跡に目を奪われ、つい自分を見失ってしまいました」

「見失いすぎだ。おまえのさわやかキャラが完全に崩ほう壊かいしていたぞ」

　つか、おまえホントにメイド好きだったのかよ。

「……噓うそから出た、真まこと」「つか、ガッツリ引いたわ」「目が怖かったよ～」

　ほら見ろ、女子三人がドン引いてるぞ。

「あ、あはは……失礼しました」

　荒気は普段よりだいぶ引きつった笑顔で、メイドさんに頭を下げた。

「いいえぇ、いいんですよぅ。と言いますか、褒めて下さってありがとうございます」

　メイドさんは二、三度かぶりを振ると、ふわふわと微笑んだ。あら、かわいい。

　ふと見ると、霧生さんがジトーッとした目でメイドさんを見すえていた。

「……どうして、そんな格好してるの？」

「どうしてって……いやぁね、雫ちゃん。雫ちゃんがお友達を連れてくるって言うからぁ、がんばってお出迎えしなきゃって、張り切ったんじゃない」

　メイドさんはがんばった、って感じで両手をグッと握る。すごくかわいらしい仕し草ぐさだったけど、霧生さんの視線はさらに冷たくなった。

「……その結果が、メイド？　張り切ってるというか、発想が振り切ってる」

「うふふふ、やぁだ雫ちゃん。面白い、ダ・ジャ・レ♪」

　つーんと、メイドさんが霧生さんのおでこを指で突いた。

「…………いつものことだけど、姉さんの相手、すごく疲れる」

　霧生さんはげんなりした顔で、はふぅと深くため息を吐いた。

　……え？　姉さん？

「は？　ね、姉さん？」「え、じゃああなたは」「雫ちゃんの……」「姉だと？」

　ビックリしたのは俺だけじゃなかったらしく、みんなが驚きの声を上げた。

「はぁい、わたくし雫ちゃんの姉です。雫ちゃんがいつもお世話になってますぅ」

　お姉さんはぺこりと頭を下げる。そんな所作も非常にかわいらしい。

　いやでも、冷静に考えると、何故お姉さんはメイド姿なの？

　こちらの疑問を見抜いたのか、霧生さんが俺に疲れた顔を向けた。












「……言ったでしょ？　ホームとしては、白石くんの家の方が、上だって」

「えぇっと、その……なんと答えたらいいやら」

　俺が答えられずにいると、霧生さんはまたため息を吐いた。

「……私は、普通の『おかえりなさい』が、ほしい」

　肩を落とした霧生さんの顔に、「疲れた」と書いてある気がした。




　　　　　◆




　通された部屋の中は、落ち着いた空間だった。

　図書室という謳うたい文句には偽いつわりがなく、大型の本棚が林立し、その一つ一つが本でビッシリ埋うまっている。

　このまま部屋ごと移設しても、学校の図書室として十分使えるレベルだ。

　そんな部屋の中、俺達は入り口付近の勉強スペース（簡素な折りたたみテーブルと人数分のイスが用意してあった）の席に着いた。

「……紹介する。この人は次女の、小こ雨さめ姉さん。一応、姉」

　いつもの無表情に若干の不機嫌さを加え、霧生さんはぞんざいに姉を指さした。

「はじめまして、霧生小雨と申します。みなさん、よろしくお願いしますねぇ」

　そんな妹の様子をとがめもせず、メイドさん改あらため小雨さんはふわふわと微笑み、ゆるゆるとお辞儀をした。こっちもつられて笑ってしまうような、とても雰囲気の良い人だ。

　俺達もそれぞれお辞儀を返すと、背後からパンパンと手を打つ音が響いた。

「……さ、姉さんの気はすんだでしょ？　勉強の邪魔だから、出てって」

「「えぇ～～？」」

　にべもない一言に、小雨さんと荒気が残念そうな声を上げた。……おい、荒気。

「どうしてぇ？　お姉ちゃん、みんなとお話がしたいなぁ」

「……今日は、テスト前の大事な勉強会。姉さんの出る幕は、ない」

「うぅ、お願い雫ちゃん、お姉ちゃん邪魔しないからぁ」

「ダメ」

「ちょっとくらい」

「ダメ」

「……ぐすん、雫ちゃんが反抗期」

　小雨さんはガックリと肩を落とし、悲しそうに俺達を見た。

　うぅ、これは罪悪感がすごい。

「ちょっと霧生、いくらなんでも、そこまで邪じや険けんにしなくてもいいじゃない」

　蓮華がたしなめると、小雨さんと荒気が「うんうん」と頷く。……おい。

「……仏ほとけ心ごころを出しちゃ、ダメ。断言する。姉さんがいると、絶対勉強がはかどらない」

　本気の顔で返され、蓮華が「う」と小さく呻うめいた。

「そ、そこまで断言するくらいなの？」

「……小雨姉さんを、甘く見ないで。……いえ、逆に甘すぎると思って。私の友達が来るってだけで、メイド服を着用するところが、象徴的。あの人の行動は、余人には理解不能。この世のものとは思えないほどに、スイーツ」

「いや、行動原理不明なのはあんたも同じでしょ」

「……え？」

「なんで意外そうな顔するのかしら？」

　蓮華が呆あきれ顔でため息を吐くと、すずみが「まぁまぁ」と二人の間に入った。

「ねぇ雫ちゃん、少しお話しするくらいならいいんじゃないかな？」

　いつも通りのふにゃっとした笑顔が霧生さんに向けられる。

「……でも、穂ほ村むらさん」

「あらあら、まぁまぁ。かばってくれてありがとう、すずみちゃん。かわいいだけじゃなくて、とっても優しいのねぇ」

　反論しかけた霧生さんの声を、小雨さんの声が遮った。

「え、えへへぇ、そんなこと……って、あれ？　わたし名前言いましたっけ？」

「うふふぅ、いつも妹から聞いてます。とってもかわいい子だって聞いていたけれど、想像よりずっとかわいいわねぇ。かわいいお顔、キレイな髪……それに」

「ふわっ？」

　突然、小雨さんがムギュッとすずみに抱きついた。

「柔らかくて、温あたたかくて、お日ひ様さまみたいな良い匂い。うふふぅ、ステキな抱き心地」

　小雨さんはすずみに頰をすり寄せ、両手は背中や腕、脇わき腹ばらをなで回す。

「うん、かわいいかわいい。うふふぅ、すずみちゃん、ぬいぐるみみたい」

「は、はわわわっ」

　なんだろう、なにやらえっちぃ光景だ。

　あまりのことに、すずみは真まっ赤かになって震ふるえるばかり。

「……ねぇ、すずみちゃんもぉ、かわいい衣装とか着たくなぁい？」

「へ？　か、かわいい衣装って」

「実はね、すずみちゃんに似合いそうな服、いくつか用意してあるの。ねぇねぇ、お姉ちゃんのお願い。一つでいいから、着てくれないかなぁ？　ねぇねぇ？」

「あ、でもあの、勉強が……はぅっ」

　つぅっと、小雨さんの指先がすずみの背筋をなぞる。

「ね？　お願い、すずみちゃぁん」

　耳元でささやかれ、すずみはゾクゾクと身を震わせた。

「あ、あの、えと、い、一着で……よければ……」

「……ダメ」

　すぺんっ！

「いたっ。……もぉ～、雫ちゃん何するのぉ？」

　すずみが承しよう諾だくしかけた時、霧生さんが小雨さんの後頭部をはたいた。

「……姉さん、やめて。穂村さんが困ってる」

「あらあら、まぁまぁ。あんまりかわいいから、つい」

　小雨さんは我に返ったように、案外あっさりすずみを放した。

「はぅぅ」

　解放されたすずみは真っ赤な顔のまま、くてんと背もたれに寄りかかる。

「だ、大丈夫か、すずみ？」

「うぅ……あ、あやうく落ちかけたよ」

　落ちるって、どこにだよ？

　ヘロヘロなすずみを見て、小雨さんは申し訳なさそうな顔をした。

「ごめんなさいね、すずみちゃん。わたくし、かわいい子を見ると、ついかわいい衣装を着せたくなってしまうのぉ」

　ペコリと頭を下げられ、すずみは「いえ」と弱々しく首を振る。

「ごめんではないっ！　キサマ、すずみ様になんということをするのだ！」

　すずみの様子をどう捉とらえたのか、大地は怒りの声を上げた。

「あらあら、まぁまぁ」

「あらあら、ではないっ！　キサマ、よくもすずみ様にっ」

　驚いた顔の小雨さんに、大地はすごい勢いでつめ寄って手を伸ばす。

　やめろ、と止める暇ひまもなく、大地の腕が小雨さんの襟元に伸び――

　ガシッ、ひょいっ、ズダン！

「「「「え？」」」」

　一瞬、何が起こったのかわからなかった。

　俺に見えたのは、小雨さんが大地の腕をつかんだところまで。

　気がつけば、大地はカーペットの上に転ころがされていた。

「な、に？」

　大地自身にも状況がわからないらしく、ポカンとした顔でうめいただけ。

「あらぁ、ごめんなさい。大丈夫？　ケガはなぁい？」

「あ、あぁ」

　困り顔の小雨さんに抱き起こされ、大地は呆然と頷く。

　まぁ、こっちもビックリですよ。要するに、さっきのは小雨さんが大地を目にも止まらぬ早はや業わざで投げた、ということだよね。

「……姉さん、ああ見えて竜気道の有段者、だから」

「な、なるほどね」

　霧生さんの補足を聞いても、俺達は頷くしかできなかった。

「ごめんなさいねぇ、あんまりすごい勢いだったから、つい投げちゃったぁ」

　大地の背中や腕を優しく払う様子は、まるで子供の世話を焼く母親だ。

　投げられたショックなのか、大地はそれを嫌がる様子もなく、ただ小雨さんのされるがままに立たち尽つくしている。

「はぁい、これでよしっ。痛いところ、ないかしらぁ？」

　仕上げにポンと両肩を叩き、小雨さんは手を止める。

　ふんわり微笑む小雨さんを見上げ、大地は小さく頷いた。

「よかったぁ…………ところで、よく見たらあなた、すごくかわいいわねぇ」

「え？　ぬぉっ」

　そう言うが早いか、小雨さんは大地をぎゅーっと抱きしめた。

「は、放せっ！　いきなり何をぐぇっ」

　メキメキという鈍い音と、大地の苦く悶もんが部屋に響く。

　よく見れば、大地を抱きしめる小雨さんの腕は「あれ？　大地の腰ってそんなに細かったっけ？」ってくらいに絞まっていた。

「あ、あのぉ……小雨さん、ちょっと苦しそうなので、放してあげませんか？」

　そのままだと、大地の体が上下に千ち切ぎれそうですし……。

　しかし、「待って」と霧生さんが俺を遮り、小雨さんと向き合った。

「……姉さん、大地くんを好きにしていいから、出て行って」

「いいの？　やったぁ～～っ！」

　霧生さんの提案に、小雨さんは小躍りしつつ大地を絞めあげる。

「ぐえぇ……ちょ、ちょっと待てっ！　き、キサマどういうつもりで――？」

　霧生さんは半泣きで抗議する大地にスッと近寄り、耳元に口を寄せた。

（……大地くん、あなたは、穂村さんの騎士、でしょう？　今、姉さんの魔の手から、穂村さんを守れるのは、あなただけ。ここは、大事なアピールチャンス）

　ヒソヒソとした声なのに、ハッキリと内容が耳に届く。ひょっとしてと荒気の方を見ると、こっちにピースサインを向けていた。……器用なことを。

　霧生さんの言葉が終わると、大地は決然とした顔で頷いた。

「――わ、わかった。よぅし、霧生小雨とやら！　このオレ様が存分に相手をしてやろうではない「じゃあじゃあ、わたくしのお部屋に行きましょうーっ」かぁああ――っ？」

　大地の口上も終わらぬ間に、小雨さんは大地を小こ脇わきに抱かかえて走り去った。

　取り残された俺達に出来たのは、ただ呆然と彼らの去った扉を見つめるばかり。

　呆然としている俺達を尻目に、霧生さんは無言でドアを閉め、施せ錠じようした。

「……というわけで、テスト勉強、始めよう」

　俺達を振り返った霧生さんは、何事もなかったように笑った。

　改めて思う。霧生さん、あんたやっぱりすごいよ。




　　　　　◆




　静かな図書室にカリカリという文字を刻む音が流れる。

　最初の騒動が噓のように、俺達のテスト勉強は平和に進行していた。

　まぁ、勉強会といっても、あくまで勉強するのは個人なわけだし、この場のみんなは勉強が不得意ってわけでもない。ただのサボり防止に集まってる感じだ。

「こうちゃん、ここは？」

「ん？　あぁ、これはだな――」

「あ、そかそか。ありがとー」

　時とき折おりすずみが質問してくるものの、こいつだって仮にも県内屈くつ指しの進学校・北きた高こう合格者だ。きちんと手順を踏んで教えさえすれば、ちゃんと理解してくれる。

　こう言ってはなんだけど、登とう龍りゆう門もんは竜科学校という性質上、学力の平均値は中の上って感じだ。すずみが本来の学力を発はつ揮きできれば、それほどテストも怖くないはず。

　穏やかに勉強は進み、静かに時間は流れていく。

　俺もここ最近は落ち着いて勉強できてなかったし、これは勉強し直す良い機会だ。

　だから、この勉強会を提案してくれた蓮華には感謝しないといけないな――そう思って蓮華の方を見たら、ちょうど蓮華と目が合った。

「っ！　な、なによ？」

　蓮華が目を丸くして、ちょっとだけ身を引いた。

「へ？　いや、別に用はないんだけど。そっちは？　今、俺の方見てなかった？」

「え、あ、それはその……そ、そう！　ここ、教えてほしいかなって」

　何やら慌てた様子で視線を逸らし、蓮華は参考書の一点を指さした。

「うん、いいよ」

　俺は席を立ち、蓮華に近づいた。

「で、どこさ？」

　隣に立ち、手元をのぞき込むと蓮華はわずかに身を引いた。

「な、なんでそんなに近いのよ」

「いや、だって近づかないと見えないし」

「そ、そうだけど……じゃ、じゃあ、ここ教えて」

　蓮華の顔は真っ赤で、声の調子も弱々しかった。

　うぅ、こういう反応されちゃうと、またモテ妄想が浮かんでくるんだけどなぁ。

「はぁ」

　無心で教えて席に戻ると、妙みように深いため息が漏れた。

「……ふふふ」

　楽しげな笑いが聞こえたけど、あえてそっちは見ないことにした。




　テスト勉強開始から二時間ほど経過し、時刻は午後の三時過ぎ。

「ぷはぁ～～……ねぇねぇ、みんなちょっと休憩にしようよ」

　もう限界って顔をして、すずみはグデッと机に突っ伏した。

「あたしも賛成。疲れたわ」「僕も賛成です」「俺も。ちょっと休もうか」

　口々に賛成の声が上がり、霧生さんも「そうね」と頷いた。

　みんな伸びをしたり首を回したりと、それぞれお疲れの様子。集中して勉強出来たのもあって、みんなここまでぶっ続けだったわけだし、疲れもするよね。

「……もう三時ね。お茶とお菓子、持ってくる」

　スッと立ち上がった霧生さんはドアへと歩き出した。

「わ、うれしい。雫ちゃん、わたし運ぶの手伝うよー」

「……ありがとう。でも、一人で大丈夫だから」

「まぁまぁ、いいからいいから」

　すずみはニコニコと立ち上がって霧生さんに並び、ドアノブへと手を伸ばす。

　――コン、コン。

　すると、ちょうどタイミング良くドアがノックされた。

「あ、はいはい～」「あ、待って穂村さん」

　霧生さんの止める暇もなく、すずみは無警戒に解かい錠じようし、ドアを開いた。




「はいは～いっ、みんなぁ、そろそろティータイムにしましょ～？」




　ドアの向こうには、未いまだメイド姿の小雨さんの笑顔があった。

　霧生さんは「しまった」って顔をしたけど、もう遅い。

「お邪魔しまぁす」

　小雨さんは部屋の中に入ってしまった。

「……何しに来たの、姉さん？　邪魔しに来たなら、帰って」

「ひどいわ雫ちゃん、お姉ちゃんはぁ、みんなが疲れてるかなぁ？　って思ってぇ、美お味いしいお茶とお菓子を用意してきたのにぃ」

「……でも、姉さん手ぶらじゃない」

　霧生さんの指し摘てき通り、小雨さんの両手には何もない。

「え？　それなら後ろに……って、あらあら、恥ずかしがり屋さんねぇ」

　仕方ないな、って感じで笑った小雨さんは部屋を出ると、配はい膳ぜん用ようのワゴンを押したもう一人のメイドさんを連れて戻ってきた。

　そのメイドさん、小雨さんとほぼ同じ服装ながらずいぶん小柄で、スカートの裾すそが床についてしまいそうだ。明るい茶色の髪は肩程までのボブカット。うつむきすぎているのか、前髪で顔はよく見えないけど、だいぶ幼い印象だ。

「はぁい、みんな。お茶とお菓子でぇす。みんなで、ティータイムにしましょう？」

　とても楽しそうな小雨さんは、もう一人のメイドさんを押すように室内に入った。

「おぉ、また新たなメイドさんですか」

　荒気がしゃきっと立ち上がったけど、ツッコミはなしでいいよね。

「えぇ、そうなの。と～っても、かわいいでしょう？」

　メイドさんの肩に手を置き、小雨さんは幸せそうに俺達を見た。

「そうですね、とても良くお似合いです」「うんうん、かわいい子だね」

　荒気とすずみに褒められて、メイドさんの両肩がビクリと震える。

　相変わらずよく見えないけど、照れているのか顔が赤い。う～ん、なんとなく白刃さんを思わせるリアクションだ。この子も照れ屋なんだろう。

　俺やみんなの反応に満足したのか、小雨さんはうんうんと頷いた。そして、




「みんなが褒めてくれて良かったわねぇ、巌いわおくん」

『ええええええぇ――――――――――――――――――――――――――――っ!?』




　本日一番の衝撃発言を放った。

「うそ、ホントに大地くんなの？」

　愕然としたすずみが顔をのぞき込むと、それまで小こ刻きざみに震えていたメイドさんは弾はじかれたように逃げ出した。――だが、

「あらあら、逃げちゃだめよぉ」ガシッ！　「ふぐぉっ」

　瞬時に小雨さんに捕まり、すぐさま元の位置に戻される。

　ファサリ、と床に茶色のウィッグが落ち、隠していた顔と十円ハゲが露あらわになる。

「は、放せ――っ！　やはり無理だ、これは無理なのだぁあっ！」

　ヅラが落ちてみれば、そこにあったのは大地の赤い顔。

　恥ずかしいんだろう。そりゃもう手足をジタバタさせていたが、小雨さんの腕が緩む様子は全く見えなかった。……この人、ひょっとして高たか山やま先生級なんじゃ？

「大丈夫よぉ、恥ずかしがることないわ、すごく似合ってるものぉ。みんなも『かわいい』って褒めてくれたじゃない。だから、もっとちゃんと見てもらわなきゃぁ」

　ほらほら、と小雨さんは大地を俺達に見せびらかした。

「それが恥ち辱じよくだと言っておるのだっ！　ほ、誇ほこり高き日本男児であるオレ様が、このような姿にされ……あまつさえ、すずみ様のお目に触れてしまうなど、切せつ腹ぷくものの辱はずかしめだっ！　放せっ！　とにかく放すのだぁ――っ！」

　大地は手足をばたつかせて抵抗するも、小雨さんの腕は微び動どうだにしない。

「あらあら、反抗期かしら？　さっきまではぁ、『もう、いっそ殺せ』って、大人おとなしくしてくれてたのにぃ。困ったわ」

　小さくため息を吐いた小雨さんは、ホントに困ったように首を傾げた。

「……姉さん、それは絶望してただけ。その時点でやめてあげて」

「そうだとも！　今すぐオレ様を解き放て！」

「えぇ？　でもぉ、かわいいでしょ？　ほらほらっ」

　小雨さんは自慢のぬいぐるみを見せつけるように、メイド大地を妹に掲かかげた。

「……まぁ、かわいいけど」

「でしょぉ？」

「うがぁあっ！　キサマら姉妹はなんなのだっ！」

「ねぇねぇ、白石くんも荒気くんも、かわいいと思うでしょ」

　俺達男子チームに向かって、メイド大地が差し出される。

「いえその、そこで同意を求められましても」「あ、あはは。僕も、ノーコメントで」

「キサマらもちゃんと否定してくれっ！」

　気持ちはわかるが、そんなあからさまな噓はつけない性た質ちなんだ。察さつしてくれ。

「蓮華ちゃんはぁ、どう思う？　……あっ、なんだったら蓮華ちゃんも着て――」

「大地は最高に似合ってると思います、是ぜ非ひそのままで」

「キサマぁああっ！　自己保身のために隊員を見捨てるつもりかっ！」

「そんなつもりは、プッ……」

「笑うなぁあっ！」

　大地の悲痛な叫びに、蓮華は口を押さえてそっぽを向いた。……笑ってるな。

「じゃあ、すずみちゃんはどうかしらぁ？」

　すずみの眼前に掲げられ、大地の悲鳴が止まる。

「す、すずみ様……ち、違うのです！　聞いて下さいすずみ様！　オレ様は望んでこんな格好をしているわけではないのですっ！」

「あ、うん。わかってるよ大地くん、わかってるから」

　大地の視線を受け止めたすずみは何度も頷き、神しん妙みような顔で口を開いた。

「でもね、一つだけいいかな？」

「な、なんでしょう……か？」

　ゴクリと大地が喉のどを鳴らす。俺も、すずみが何を言うのか気になった。

　不思議な緊張の中、すずみが一つ深呼吸して表情を引き締めた。




「メイド服の時は、『小こ石いしちゃん』ってニックネームを使えばいいと思うっ！」




　図書室に大地の悲鳴が響き渡り、俺の平手がすずみの後頭部を打つ。

　大地の人生に、新たなトラウマ『小石ちゃん』が刻まれた瞬間であった。




　　　　　◆




「ふぅっ、ごちそうさま。小雨さん、とっても美味しかったです！」

「うふふ、ありがとうございますぅ。いれた甲斐がありましたぁ」

　すずみと小雨さんが柔らかめの笑顔を向け合う、なんとも和なごんだ雰囲気。

　最初に余よ計けいな騒ぎはあったけど、お茶とお菓子は美味しかったわけで。

　結果的に、まったり休憩時間が過ごせたんだからいいとしよう。

　まぁ、大地はガッツリ凹へこんで放心状態のまま、部屋の隅すみで体育座りしてるけど。

「……静かで、いい」

　隣に座っていた霧生さんが、俺の視線を察してつぶやいた。

「うわぁ、ひどい言い草だ」

　俺が苦笑いすると、霧生さんもクスクス笑った。

　うーん、この雰囲気なら聞いても大丈夫かな？

「あぁ、静かって言えば、最初にお兄さんにうるさくするなって言われたよね。けっこう騒いでるけど、大丈夫なの？」

　俺が尋ねると、霧生さんは「あぁ」と小さく頷いた。

「……気になってた？　案外、繊せん細さい」

「まぁ、俺達のせいで霧生さんが怒られたら、イヤだし」

　霧生さんは一瞬意外そうな顔をして、またフッと笑った。

「……大丈夫。兄さんは、私を怒ったりしない。ただ、無視するだけ」

　その表情が寂しげに見えたのは、見間違いじゃないだろう。

「……でも、兄さんが悪いわけじゃ、ない。原因を作ったのは、私」

　だから仕し方かたない、と彼女は言った。

　お兄さんに無視されるのって、いったいどんな気持ちなんだろう？

　俺には兄弟がいないから、想像するしかない。だけど、ほんの少しの想像力があれば、家族に冷たくされることが、どれほど辛つらいかなんてすぐにわかる。

　それを「仕方ない」の一言で、済ませていいはずがない。

「妹を無視するなんてどうかしてるよ」

　他人の俺が踏み込むことじゃないかもしれない。

　でも俺には、あのお兄さんの態度がどうしても納得できなかった。

「……白石くん」

　意外だったのか、霧生さんが驚いた声を上げる。

「まぁね。他人の家のことをどうこう言いたくないけど、あたしも同感」

　蓮華が机に肘ひじをつき、不機嫌そうな顔をしていた。

「蓮華は最初から言ってたじゃん」

「うっさい。蒸むし返かえしたのはあんたでしょ？」

　ムスッとしたまま俺をにらむ蓮華の横で、荒気も軽く頷いた。

「気になる、というか、ちょっと腹立たしいのは僕も一緒ですね。差し出がましいとは思いますが、事情があるなら聞かせてもらえませんか？」

　荒気はいつになく真剣な表情で、霧生さんは少し驚いたようだった。

「……みんな、割とお節せつ介かい。特に、荒気くんが意外。らしくない反応」

「ですねぇ。僕も自分でらしくないなって思いますけど……ほら、僕達は『しつけ隊』の大事な仲間ですから。ちょっとくらい、踏み込んでもいいかな？　って」

　すぐに困ったような笑顔に戻ったけど、荒気の目は真剣なままだ。

「雫ちゃん、わたしも聞きたいかも」

　いつの間にか俺の隣に立っていたすずみも、霧生さんをまっすぐ見つめている。

「…………みんな……でも」

　驚きの表情が困惑に変わり、霧生さんは俺達をゆっくり見回し、うつむいた。

　言うべきか、言わざるべきか。視線の揺らぎに、彼女の迷いが見えた気がする。

　図書室に、長い沈黙の時間が流れる。

「教えてあげたら？　みんな、雫ちゃんの心配をしてくれてるのよ」

　沈黙を破ったのは、それまで静かに片付けをしていた小雨さん。

　彼女は意外そうに見上げる妹に、微笑みながらゆっくり歩み寄った。

「こんなにみんなを心配させておいて、『大丈夫』っていうのは他人行儀だし、そもそも説得力がないでしょう？　なにより、お友達に隠し事はいけないわ」

　姉に優しく肩を叩かれ、霧生さんはもう一度俺達を見た。

「……でも、やっぱり」

「あぁもうっ！　キサマ、いい加減にしろ！」

　不意に響いた大きな声に、全員が声の主――怒った顔の大地を見た。

「すずみ様や皆はキサマを心配しているだけだ。キサマがどんな事情を語ったところで、すずみ様達がキサマを嘲あざけったり、貶おとしめたりなどするものか。そんなこと、キサマの方がわかっているだろう。何故ためらう必要がある？　すずみ様達の友情が信じられないとでも言うのか？　だとしたら、オレ様はキサマを軽けい蔑べつするぞ！」

　立ち上がり、霧生さんを見すえる大地の瞳には力強く、熱いものが満ちていた。

　おまえ、すずみ以外のことにも熱くなれる男だったわけか。

「大地、あんた」「すごい、大地くん」「あはは、言いますねぇ」「おぉ、見直したぞ」

　みんなの視線が大地に注がれ、次いで霧生さんに流れる。

　しばらく呆然としていた霧生さんは、大地を見返してゆっくり頷いた。

「……ごめんなさい。おかげで、目が覚めた。ありがとう、小石ちゃん」

「誰が小石ちゃんだっ！」












　そうなんだよねぇ、めっちゃカッコイイセリフ吐いてたんだけど、大地は未だにメイド服姿なんだよね。しかも、十円ハゲ隠しにまたヅラ被ってるし。

　一気に緩んだ空気の中、霧生さんが穏おだやかな表情で視線を上げた。

　その澄すんだ瞳には、もう一点の迷いも見えない。

「……わかった。じゃあ、聞いて。私達、霧生家の話を」




　　　　　◆




　霧生家は上古の時代から代々続く、竜の家系。

　人と竜が交わってからの幾千年。人間の感覚で言えば、悠ゆう久きゆうとも言える時間、私達の一族は、ただ強い竜の力を残すため、代を重ねてきたの。

　婚こん姻いんは、竜の血が濃い家とのみ交わし、時に近きん親しん婚こんさえ行い、一族の血を守ってきた。

　だから、霧生家に生まれるほとんどの子供は、竜。一般的な統計と、ほぼ真逆。

　そうまでして守りたかったのが、『霧きり』と『霜しも』の二重属性。

　これこそが、霧生家を霧生家たらしめてきた、無二の宝物。

　でも、これは一族全員に継けい承しようされるとは限らない。いえ、むしろほとんどの場合、遺伝されない。一族の中で、一代に現れる二重属性持ちは、多くて一人。

　兄さん、霧生大河はとても優秀だったけれど、これだけは受うけ継つがなかった。

　小雨姉さんも、長女の時雨しぐれ姉さんも、それは同じ。

　……そう。兄妹の中でそれを受け継いだのは、私だけ。

　霧生家の当主は、竜としての才能で決まる。そして、兄妹の中で二重属性が生まれたら、その子は無条件で霧生家当主となる。

　生まれの早さも、本人の意志も関係ない。

　だから、私が生まれた時、霧生家の次期当主の座は、私に移ったの。

　両親や一族の大人達からの扱あつかいも、私と兄さん達とは違っていた。

　何をするにも、私優先。親族や社交的な集まりでは、いつも私が父達のそば。

　だから、兄さんと時雨姉さんとは、物心ついた時から、あまり話をした記憶がない。




　　　　　◆




　そこまで一息に語ると、霧生さんは疲れたように「ふぅ」と息を吐いた。

　なんだか、いつか聞いた竜の女王の伝説にも似た、どこか現実味のない話。

　でも、こういう現実に生きているのが彼女達、古い竜の家系なんだろう。

「なんていうか、すごい話よね。庶民のあたしにはちょっとわかんない感覚だわ」

　蓮華が眉み間けんにしわを寄せ、背もたれに寄りかかる。

「あぁ、そうだな。なんか、ドラマの筋書き聞いてるみたいだった」

「バーカ。あんたも十分ドラマチックな生い立ちだったじゃない」

「へ？　あ、あぁ……そだっけ」

　いかん、ほんの数時間前のことを半分忘れてた。

　ため息を吐いた蓮華の横で、霧生さんもクスクス笑っている。

「……そうね。希き少しようさで言えば、白石くんの方が上。竜気力と神しん技ぎの、二重能力」

「どっちも主にすずみ対策にしか使えない、微び妙みような能力だけどね」

「ぶぅーっ、なんだよそれ？　こうちゃんってば、不満なわけ？」

「まぁ、割と？」

「ひどいっ」

　頭を抱えたすずみを見て、霧生さんはやっぱり笑った。

　図書室の空気がなんとなく緩んだところで、荒気が口を開いた。

「まぁ、ほどよく緊きん張ちようがほぐれたところで話を戻しましょう。霧生さんがお兄さんに無視されているのは、当主の立場を奪うばったから、ということですか？」

　そこまで言って、少し荒気の表情が曇る。いや、少し怒っているような顔だ。

「だとしたら、あまり感心できませんね。悔くやしかったのかもしれませんけど、それは霧生さんの責任じゃないですし。大人げないと思います」

「全くだな！　自身の力が足りないからと、他者を恨うらむなど愚ぐの極きわみ。器の小ささを自ら喧けん伝でんしているようなものだ！」

　荒気の言葉に、大地がすかさず同意する。

　こいつも陸軍の偉えらいさんの息子らしいし、何か思うところがあるのかもしれん。

「ま、そうね。そんな事情じゃ、余計納得いかないわ」「そだね、ひどいかも」

　いつになく熱くなっている男子二人に、蓮華とすずみも頷いた。

　かく言う俺も、実はけっこう腹が立ってるんだよね。

　お兄さんを怒鳴ったとしても、何も変わらない。それはわかってる。

　だけど、自分の家が心休まる場所じゃないなんて、間違ってる。

　せめて、霧生さんとお兄さんの関係を今より良いものにできないだろうか？

「うふふふ、みぃんな、本当に良い子ねぇ。雫ちゃんのために、こぉんなに怒ったり、考え込んだりしてくれるなんて……雫ちゃん、良い友達を持って幸せねぇ？」

　俺達の様子をじっと見ていた小雨さんが、霧生さんの頭をなでる。

「……えぇ。ホントに」

　静かに答えた霧生さんは、言葉を嚙みしめるように目を閉じた。

　こうして並ぶ二人を見ていると、本当に仲が良いのが伝わってくる。

　小雨さんの存在が、霧生さんを救っているんじゃないだろうか。

「でもねぇ、みんな？　大河兄さんにプンプンって盛り上がっているところ悪いんだけどぉ、それ勘違いよぉ。兄さんはね、別に雫ちゃんのこと嫌ってるわけじゃないわぁ」

『……は？』

　俺達が小雨さんの顔を見つめると、彼女は大げさに肩をすくめた。

「……姉さん、待って。それを今言う必要は、ないと思う」

「ダァメよぉ。さっき隠し事はいけないって言ったでしょ？　お友達がこんなに心配してくれてるのよ？　本当のこと言わなきゃ」

「……でも」

「ダァ～～メッ」

　袖そでを引いた霧生さんの手を、小雨さんはすげなく払い落とした。

「えっとねぇ、みんな。さっき雫ちゃんが言ったことは全部本当だけど、言ってないこともあるの。大河兄さんが雫ちゃんを避ける、本当の理由がねぇ」




　　　　　◆




　兄妹で仲良しがわたくし達二人だけなのは、本当よ。

　でもねぇ、それって単純に年齢差も関係あると思うの。

　だってね、大河兄さんは雫ちゃんの六つも上で、時雨姉さんも五つ上。

　これだけ離れていたら、あんまり一緒に遊んだりはしないでしょぉ？

　わたくしもねぇ、上二人が真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうな人達だったからぁ、年が近い妹ができて、すっごくうれしかったのよぉ。でもね、お父様達が雫ちゃんまで兄さん達みたいにしようとしてるのがわかって……わたくし、何とかしなきゃって思って。

　それで、お父様達の目を盗んで、いろんな場所に連れ出して、いろんな遊びを教えたわ。木登り、駆けっこ、かくれんぼ、他にも危ないからダメって言われてたことも、いろいろ。わたくしのお友達もたくさん協力してくれて……楽しかったわぁ。

　それでも、雫ちゃんはあんまり乗ってこなかったわ。何をさせても人一倍出来たのに、全然熱中してくれなくて。

　でもね、半分諦あきらめかけてたとき、ついに見つけたの！

　雫ちゃんが、心から夢中になれることを！　それこそがっ！




「恋愛関係の書物だった、と……」

「あぁん、どうして言っちゃうの？　話のオチを取る人って、極ごく悪あくだと思うわぁ」

　小雨さんはすごく不満そうな顔で俺をにらんだ。

「す、すみません」

　謝りつつも、実はこっちが怒りたかったりする。




　　お　ま　え　が　元　凶　か　い　っ　！




　……って。心の底から、何度でも。

　今まで俺とすずみが受けてきた心労の数々が、この人の……。

「もうっ、お話の腰を折らないでね。まだ終わってないんだからぁ」




　　　　　◆




　最初はほんの気まぐれだったのよぉ。あれは、雫ちゃんが小学四年生の時かしら？

　ちょうど雫ちゃんの婚約が決まった直後でぇ――




「こ、婚約っ？　マジで？」

「うそっ、雫ちゃん、婚約してるのっ？」

　女子二人が驚きの声を上げ、霧生さんに詰め寄った。

「……え、あ、うん。親同士が決めた、いわゆる許婚いいなずけ、だけど」

　二人のすさまじい勢いに、珍しく霧生さんが押され気味で答える。

「び、ビックリですね」「あ、あぁ、そだな」

　驚いたのはこっちも同じだけど、でも、なるほどって感じだ。

　勝手なイメージだけど、名家とかって家同士の結びつきで結婚相手を選ぶ、いわゆる政略結婚とか多そうだし。

　血を繋つなぐっていう霧生家の考え方からすれば、しごく当然の方法だとは思う。

　それが良いか悪いかは別の問題だけど、だからこそ霧生さんは――

「うううぅっ！　もおっ、みんな話を聞いてよぉおお――――――――――――っ！」

　あ、小雨さんが泣いてる。なんか、ごめんなさい……。
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　ぐすっ……でね？　年の離れた婚約者ができた雫ちゃんは、恋愛とかに興味がなくなっちゃったの。しても無駄だから、って……でも、そんなの悲しいじゃない？

　初恋も知らずに結婚なんて、って。だからね、せめて恋愛がどんなものかだけでも知って貰もらおうと、当時すごく流は行やっていた少女漫画を貸してあげたの。

　それから三日間、わたくしは雫ちゃんに会わなかった。

　そう、雫ちゃんってば、お部屋にこもってずぅ～～っと読んでいたのよ。

　わたくしも「いくらなんでも長くかかりすぎ」って思って、雫ちゃんのお部屋に行ったの。そしたらね……お部屋が、少女漫画の山に埋うもれていたのぉ。

　うふふ、当時のわたくしもぉ、あれにはさすがにドン引いたわぁ。

　それから、どんどん雫ちゃんの恋愛脳は進化していったの。少女漫画だけじゃなく、少女小説、一般文芸、恋愛映画、トレンディドラマにまで手を広げて……寝ねる間まを惜おしんで恋愛劇をむさぼる雫ちゃんの姿は、まさに探求者って感じだったわぁ。

　そして、あれは四年前のことね。

　ある日、兄さんがお友達を一人連れて来たの。今日のみんなみたいに、勉強会だって。

　そんなこと初めてだったから、わたくしもビックリしたのを覚えてる。

　それでね、部屋へ行く途中の二人と、雫ちゃんがバッタリ会ったの。

　お客様と会ったんですもの。当然、ごあいさつするでしょう？

　初対面の男の人を見上げて、雫ちゃんは丁てい寧ねいにごあいさつしたわ。その方も、気さくにあいさつを返してくれたの。遠目に見ていたけれど、心温まる光景だったわ。

　……あの悲劇が、起きるまでは。

　でねぇ、ごあいさつの後、雫ちゃんは二人を見比べて、こう聞いちゃったの。

「二人は、恋人なんですか？」って……。




『…………………………………………………………………………………………………』

　ジトーッとした視線が、霧生さんの横顔に突き刺さる。

　俺達の無言の訴えに、霧生さんは決してこちらに目を向けず、どこか遠い目をした。

「……若わか気げの至いたり。あの時の私は、ちょっとどうかしてた」

「あの時はぁ、ボーイズラブにハマってたのよねぇ？」

　言わずもがなを、言いやがったな小雨さん。

「聞くところによると、あの後、兄さんはお友達に距離を取られちゃったらしくてね。学校でも辛い目にあったらしいわぁ。だって、小学生の妹が腐女子だなんて思わないでしょ？　だから、お友達は兄さんの嗜し好こうが『そっち』だって思ったんでしょうね」

　悲しい話よねぇ、と小雨さんは目を閉じ、霧生さんはうんうんと頷いた。……おい。

　俺はすずみ達と視線を交わし合い、頷き合った。

「うん、俺は霧生さんが悪いと思う」

「「「「賛成」」」」

「……み、みんなの友情が、冷めていく」

「そうよねぇ。そうなっちゃうわよねぇ」

　はふぅとため息を吐いた小雨さんを、霧生さんが指さした。

「……元々、ＢＬは姉さんが熱心に勧すすめてきた」

「じゃあ、小雨さんも悪いってことで」

「「「「賛成」」」」

「ど、どうしてそうなるのぉ？　そ、それにぃ、兄さんが『そっち』っていうのは事実だったの！　だから、雫ちゃんは知らずにホントのことを言っただけでぇ」

「あんたら兄妹の恋愛観はどうなっとるんじゃああぁ――――――――――――っ！」

　っていうか、前段の霧生家の当主うんぬんって一切関係なかったじゃん！




　　　　　◆




「……今日は、お疲れ様」

「みぃんなぁ、まぁた来ぃてねぇ～～」

　手を振る霧生姉妹に見送られ、俺達を乗せた車は霧生家を発たった。

「お疲れ様、か。ホントに疲れたね」

　俺の心からのつぶやきに、みんな疲れた声で頷いた。

　本日最大の教訓は、霧生家の恐ろしさなんじゃなかろうか。




　霧生さん家の車に揺られること三十分ほど、俺達は学校に帰り着いた。

　時刻は午後五時半過ぎ、もうすぐ寮の夕食時間だ。

「ひとまず、今日は解散ね。明日は寮の自習室に朝八時集合。いい？　今度こそちゃんと一日勉強するんだからね！」

『はーい』

　隊長殿の仕切りで解散した俺達は、一いつ旦たんそれぞれの部屋へと戻った。

　荷物を置いてベッドに倒れ込むと、そのまま眠ってしまいたくなった。

「寝ちゃダメですよ、白石くん。このあと夕食なんですから」

　荒気に呼ばれ、俺は何とか起き上がった。一人だったら寝てたな。

　二人でのろのろと食堂に行くと、すずみ達はもう待っていた。しかし、

「あれ？　白刃さんはいない？」

　いつもならすずみ達と一緒に来る白刃さんの姿はなかった。

「うん。部屋には行ったんだけど、まだ戻ってないみたいだった」

「大竹さん達との話が長引いてるのかな？」

「いくらなんでも長すぎない？　もう半日経たってるのにさ」

　俺達が首を傾げても、正解はわからないわけで。

　疲れていたこともあり、俺達は白刃さん抜きで夕食を済ませ、部屋に戻った。
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　コンコン。

　それは夕食から二時間ほど経った八時過ぎ。

　風呂を済ませ、部屋で教科書を流し読んでいた時、不意にドアがノックされた。

「はいはい、どちら様ですかぁ」

　俺が立ち上がるより早く、荒気がドアを開けた。

「おや、これは刀塚野さん」

「お……っと、荒気殿か。夜分にすまぬな」

　ノックの主は白刃さんで、突然開いたドアに少し驚いたようだった。

「いえいえ。それより、何かご用ですか？　もう男子側に来るのはまずい時間だったと思いますけど」

　登龍門の学生寮はコの字型で、食堂や共有スペースを中央に置き、男子側と女子側に分かれている。そして午後八時以降は、男子側・女子側の移動は基本的に禁止されていた。

　時々それを破る生徒もいるけど、大たい抵てい見つかってキツイお叱しかりを受けていた。

「問題ない、きちんと許可は取っておる。それより、二人とも儂についてきてはもらえぬか？　みなに話しておかねばならんことがあるのだ」

「話？　それって、昼のことが関係ある？」

　立ち上がって尋ねると、白刃さんはゆっくり頷いた。

「大いにある。詳しい話は後でするが、すずみ殿に関する話だ」

「すずみの？」

　首を傾げる俺達に、白刃さんは真剣な視線を向けた。

「あぁ。すずみ殿が何故突然覚かく醒せいしたのか……それがわかったのだ」




　数分後、俺達は第三学生寮中央棟二階の医務室に着いた。

　室内にはすずみ達だけでなく、高山先生や葦あし名なさん達の姿もあって、この集まりが重要なものなんだと理解できた。

「やあやあ、鋼こう平へいくんに駿しゆんくん。お待ちしておりました。どうぞどうぞ、こちらにお掛けになってください」

「はぁ」「どうも」

　出迎えてくれたのは、いつも通りの白衣姿とオーバーアクションの大竹さん。

　こっちが疲れている時に会うと、余計に疲れる人だ。

　勧められるまま、用意されていたパイプイスに座りつつ、隣であくびをしていたすずみの頭に軽くチョップ。当然にらみつけられたけど、放っておいた。

　俺達の座ったイスは前方のホワイトボードに向けられ、大竹さんは教壇に立つ教師のようにその前に立っている。

　集まった面メン子ツを見回し、大竹さんは口を開いた。

「さて、これで関係者は揃いましたかな？」

「あぁ。今学校にいる関係者は、これで全員だな」

　一番後ろの高山先生が答えると、大竹さんも満足げに頷いた。

「いいでしょう、それでは始めましょうか。ワタシ達すずみさん研究班がついにたどり着いた成果、すずみさんがⅠ種火竜に後天覚醒した原因に関する仮説の発表会を」

　大おお仰ぎように両手を広げる大竹さんに、白衣の女性陣三名からの拍手が送られる。

　まぁ、他は誰も拍手してないんですけどね。

「ご託たくはいいから、さっさと説明しろ。できるだけ短く、簡かん潔けつにな」

　ギロリと鋭い視線に見すえられ、大竹さんは残念そうに肩をすくめた。

「簡潔ですかぁ、まったく……高山先生は研究者のロマンがわかっていませんねぇ。ワタシはこの発見を、大々的に、センセーショナルにお送りしたいんですけど」

「あぁ？」

「そ、それでは、ご要望通り短く簡潔に、それでいてわかりやすく解説いたしましょう」

　少し焦った表情で、大竹さんはホワイトボードに体を向けた。

「まずはですね、すずみさんの希少性について、サラッとおさらいしましょうか」

　そう言うと、大竹さんはサラサラとマーカーを動かした。

　一・史上初の後天覚醒Ⅰ種

　二・最高齢覚醒の記録更新

　三・地上で唯一の飛行能力

「あとはオロチになったということも、加えるべきでしょうかね。とにもかくにも、これだけの史上初やら唯ゆい一いつやらが躍る超レア火竜が、あなたなのですよすずみさんっ！」

　マーカーの先でビシッと指され、すずみは「ひゃいっ」と間ま抜ぬけな声を上げた。

「さてさて、前置きはこのくらいにいたしまして、ちゃちゃっと先に参まいりましょう。今回ワタシ達が答えにたどり着いたのは、この中で二つの点についてです」

　大竹さんは赤のマーカーで一と二に丸を付ける。

　後天覚醒Ⅰ種であることと、覚醒した年齢が十五歳であること、か。

「まぁ一見していただければおわかりの通り、どちらも覚醒タイミングについてのことです。ぶっちゃけた話、違うようで同じ話なわけですね」

「ふへ？　それって同じなんですか？」

　研究対象本人が首を傾げると、大竹さんはニコニコと頷いた。

「えぇ、同じです。だからこそ、原因も同じってわけですよ、はい」

　言いつつ、赤マーカーで「実は同じ」と書き足す大竹さん。

　すずみが突然覚醒して、登龍門に来てから約二ヶ月。対処法さえわからないと言っていたすずみの力の謎、その一端が明かされようとしているんだ。

　俺もすずみも、みんなも、ジッと大竹さんの言葉を待った。

「結論から言いましょう。すずみさんが突如Ⅰ種に覚醒した、と言いますか、覚醒がこれほど遅れたのは……鋼平くん、あなたが原因です」

「……は？　お、俺？」

　ずいぶんと間抜けな声が出たもんだ、とどこか他人事のように感じる。

「はい、そうですよ」

　一瞬、聞き間違いなんじゃないかとも思ったけど、大竹さんはあっさり頷いた。

　ざわりと、みんなの驚きが医務室を満たした。

「どういうこった？　なんで穂村の覚醒の話に、白石が出てくるんだよ？」

　チラリとこちらを向いた先生は、すぐに視線を大竹さんに戻した。

「たしかにこいつらは仲が良いし、昔っから一緒だとも聞いてる。だがよ、そんな情じよう緒ちよ的なものと、純粋に遺伝的な竜の力がどう関係するってんだ？　……まさか、研究者様ともあろうもんが、愛の力なんてことは言わねぇよな？」

　うさん臭そうに自分を見すえる視線に、大竹さんは苦笑を返す。

「えぇ高山先生、その疑問はごもっともです。本来、竜の力は本人だけのもの……ですので、通常であればお二人の精神的結びつきは関係ありません。ワタシも一応理系の人間ですのでね、愛の力なんて文学的な発想はいたしません。ですがねぇ、今回に限っては、多少そういうことを言いたくもなるんですよね。まぁ、この場合に使うべきは愛ではなくて運命って言葉ですが」

「運命？　おいおい、またずいぶんと乙女おとめチックなのが出てきたもんだな」

　呆れたように笑う高山先生の言葉に、俺も同感。

「愛……運命……えへへ、なんかロマンチックだねぇ。って、あいたっ」

「おまえは黙っとけ」

「ひどい……わたしのことなのに。こうちゃんのことでもあるのにぃ」

　半泣きでにらまれても、ロマンで迷惑火竜の覚醒原因にされてたまるか。

「まぁ、たしかに運命というのはロマンチックすぎましたね。ただ、今回のケースはすずみさんの遺伝単体で起こったのではなく、極きわめて低確率な事象が運命としか言えないタイミングで寄り集まって起こった、それこそ奇跡的事例なのです」

　大竹さんは再びマーカーのキャップを抜いた。

「では、最初からご説明いたしましょう。まず大前提として、すずみさんは最初からⅠ種火竜の力が遺伝していたと考えられます。本来であれば生まれてすぐに力を発現、肉食衝動を経て力の制御を覚え、高校生になるころには史上初の飛行能力を持つ優秀なⅠ種火竜として、ごく真まっ当とうな意味で注目されていたことでしょう。ですが」

　早口に語りながら大竹さんは『空飛ぶⅠ種火竜・穂村すずみ』と書き、それを黒い丸でぐるりと囲む。そして、「ですが」に合わせて赤いマーカーで黒丸を囲んだ。

「すずみさんの誕生直前、ここで最初の偶然が起こります。それが、早そう産ざんです」

　ピクリと、すずみの肩が震える。

　実は俺も聞いたことがあった。すずみは予定日よりも二ヶ月近く早く生まれた低体重児で、出産は帝王切開で行われ、一時は母親のなごみさんも危険な状態だったとか。

「早産自体は珍しいことではありません。ですが、実は早産というのは、竜の覚醒時期に非常に大きな影響を与えるというのです。我々が調査した複数の後天覚醒事例において、多くの場合早産であったと、そういうデータが得られたのです」

　赤丸の横に、「早産」「後天覚醒」と書き加えられる。

「幸いなことに彼女はすくすくと成長していきます。通常の後天覚醒であれば一歳まで、遅くとも三歳までには力が目覚めるはずでした。しかしながら、ここで第二の偶然が起こります。それが、鋼平くんと彼のお母様の存在です」

　一瞬、俺と大竹さんの目が合う。いつもと同じく不思議な笑顔だ。

　でも、その時の大竹さんの目から感じたのは、すさまじい「興味」。獲え物ものを見つけた肉食動物のような鋭するどさがあって、どこか恐ろしくもあった。

　すずみは、大竹さんにいつもこんな目で見られていたんだろうか？

「無事に保育器を出たすずみさんはお母様共々お家に帰ります。そのお隣に住んでいたのが、鋼平くんとそのご家族。高山先生には、先ほどご説明しました通り、彼らに宿るのは『鎮しずめ』の力。それは竜の力を抑える、とても不思議な力です」

　すずみの名前の横に、俺と母さんの名前が書き加えられ、そこから矢印を引いて『鎮め』という文字が赤く書き加えられた。

「『鎮め』の力については、儂から説明しよう」

　それまで黙っていた白刃さんが立ち上がり、俺達の前に立った。

「『鎮め』は儂らの『破る』力と双そう璧へきを成す、富士を竜より守る力。使う者の技量によっては、数すう里りにわたって周囲の竜気発生を封じることまでできる。また、そこまでいかずとも、触れた相手の竜気力を抑え、無力化することができるのだ」

　触れた相手の竜気力を、抑える？

　俺とすずみは物心つく前から一緒にいた。母さんも同じだ。だから当然、俺達は頻ひん繁ぱんにすずみに触れ、すずみも俺達に触れていた。

　その俺や母さんとの触れ合いが、そのまま竜気力を抑える行為だとしたら。

「鋼平殿は気づいたようだな。そう、幼いすずみ殿の中にあったⅠ種火竜の芽めは、貴殿らとの親しい、それこそ家族のような関わりの中で抑えられ、目覚めることもなく、ただ眠り続けていたのだろう」

「それじゃ、わたしが竜になったのって、こうちゃんと離れたから？」

　すずみが不思議そうな視線を俺に向け、俺もまっすぐそれを受け止める。

「そうであろうな。と言うよりも、そうでなければ説明がつかぬ」

　いつの間にか白刃さんの手には分厚いファイルが握られていて、彼女はそのページをめくりながら言葉を続けた。

「大竹殿らの調査によれば、貴殿らは幼稚園から中学校までの間、毎日共に登下校し、校内でもほとんど一緒。さらに頻繁にお互いの家を行いき交かい、休日も共にしておる。鋼平殿、すずみ殿……貴殿らの通っておった中学校で、貴殿らが何と呼ばれていたか、知っておるか？」

　首をゆっくりと横に振ると、すずみも同じ動作をしていた。つか、なんか変なあだ名とかあったのか？　すずみだけならまだしも……い、いったいどんな？

「『白石夫妻』、もしくは『穂村夫妻』だったそうだ」

「「えっ、うそっ」」

　俺とすずみが、夫妻？　い、いったい誰がそんなことを？

「やれやれ、知らぬは当人ばかり、だな。まぁよい」

　こちらを見つめる白刃さんの表情には、明らかに呆れが混じっていた。

「ともあれ、これだけ一緒にすごしておった貴殿らだ。鋼平殿が登龍門へ入ったことで、貴殿らの接触時間は著いちじるしく減ったはずだ。鋼平殿は無理に自宅通学しておったようだが……それでも、すずみ殿が抱える力を抑えるには不十分だったのだろう」

　白刃さんは俺とすずみを順番に見つめ、大竹さんに視線を向けた。

　その視線を受けた大竹さんは頷き、一つせき払いをして口を開いた。

「事実この二ヶ月間、すずみさんの竜気力測定値は小さい範囲ながらけっこう変動しているんです。最初はワタシもただの覚醒直後の不安定さなのかと思っていたんですが、鋼平くんとの接触による変化だと仮定すると、増ぞう減げんするタイミングが驚くほどピタリと一致しましてねぇ。その最さいたる例が、あのオロチ化直後の大幅な落ち込みです」

『あ』

　すずみと『しつけ隊』の声が重なる。そういえば、オロチから戻った後、すずみはしばらく竜気力が半分程度になっていた。

　そして、オロチ化を解くために俺が取った手段を考えると――。

「補ほ足そくすると、だな。唇くちびるは神技の行使において非常に有効な部位なのだ。単純な術式であれば、唇で触れた相手に転写することも出来る。先日、儂がしてみせたようにな」

　心なしか恥ずかしそうに、白刃さんは唇を指さした。

「故に、鋼平殿がすずみ殿にした……その、例の行為は、偶然にも『鎮め』の力を最大限に発揮する方法であったということだ」

「じゃあ、あの時すずみんがオロチから元に戻ったのって、ただ息を止めたからじゃなくて、鋼平の力があったからってこと？」

　少し上ずった蓮華の声に、白刃さんは小さく頷いた。

「おそらくは、な。オロチ化に関してはほとんど情報がないゆえ、たしかなことは言えぬ。だが、その後すずみ殿が長期間力を抑よく制せいされていたことをかんがみれば、影響があったことは間違いあるまい。これもまた、我らの仮説を補強する事実だ」

　パタリとファイルを閉じ、白刃さんは大竹さんの方を見た。

「とまあ以上のことから、我々の得た結論は、すずみさんの突然の覚醒は、鋼平くんとの接触を絶たたれたことが原因、となるわけです。ね？　運命的でしょう」

　大竹さんが結論をホワイトボードに書き上げ、全員を見回した。

　誰もそれ以上の疑問を口にしない。つまり、みんな納得したんだろう。

　俺は、どうなんだろう？　客観的に聞けば、それなりに納得はいくけど――。

　もう一度すずみに視線を向けると、すずみも同時に俺を見ていて、お互い苦笑した。

　気が合うってことなのか、俺達はなんかタイミングが合ってしまう。けど、だからって運命なんて大げさだと思うし、それを周りに言われるのは微び妙みようなんだよなぁ。

　その時、不意に「あっはっはっは！」と、高山先生の笑い声が部屋に響いた。

「なるほどねぇ。たしかに、説得力のある仮説だ。これなら、大竹が『運命』なんてらしくねぇセリフを言いたくなるのもわかるな」

　ひょいと立ち上がった高山先生は、うーんと腰を伸ばしてから、俺とすずみを見た。

「んじゃ、これからはなおのこと一緒にいねぇとな、白石夫妻？」

「「せ、先生っ！」」

　またも俺達の声が重なってしまい、慌ててお互いを見る。

　すずみに文句を言いたかったけど、またハモったら余計に笑われるしなぁ。

　すずみも同じことを考えたのか、俺達はしかめっ面でにらみ合った。

「いや、実際二人には可能な限り一緒にいて、触れ合う時間を延のばしてもらいたい」

　思わぬ言葉に、俺とすずみは声の主である白刃さんに視線を向けた。

「えぇ？　白刃さんまで、そんなこと言うわけ？」

　俺がげんなりした声を出すと、白刃さんは少し真剣な顔でこちらを見た。

「鋼平殿、儂は貴殿らをからかっておるのではない。すずみ殿の暴走を防ぐために、ひいてはすずみ殿を巡めぐる日本と富士の争いを防ぐため、お願いしたいのだ」

　彼女の話が予想よりずっと深刻そうだったので、俺は居住まいを正した。

　もちろん覚えてる。俺が頷くと、白刃さんは言葉を続けた。

「現状、我ら富士では開国派が、日本陸軍では同盟派が主流で、いずれも両国の友好を望む穏おん健けん派はだ。すずみ殿が持つ『古いにしえの女王の力』など、両派からすれば国内の反対勢力を勢いづかせ、無用な争いを生うむ火ひ種だねでしかない。誤解を恐れずに言えば、日本も富士も、危険がない限りすずみ殿の存在は『なかったこと』にしておきたいのだ」

　なるほどね。個人的には、すずみが邪魔者扱あつかいされるのは不ふ愉ゆ快かいだけど、すずみをどこかに移す流れじゃないのは歓迎できる。

「だから、すずみが暴走して、危険と思われるのは困るわけか」

「そうだ。だが、つい先日、すずみ殿は肉食衝動により再び暴走した。それも、五月の末に起きた暴走事件以来、きちんと生魚を摂せつ取しゆし続けていたのに、だ。詳しい原因は不明だが、現在のすずみ殿の肉食衝動は、通常の対策では抑えきれないということだ。そして、現状で効果的と思われる対策は、一つしかない」

「それが俺とすずみが一緒にいて、スキンシップを取ること？」

「そういうことだ」

　俺が苦笑しながら尋ねると、白刃さんは大真面目に頷いた。

「幸いなことに、貴殿らは二人とも好き合っておるのだ。これまで通り仲なか睦むつまじくしておれば、同じ問題は起こるまい。つまり、すずみ殿に無用な干渉もされぬはずだ」

　そこまで言うと、白刃さんは表情を和らげた。

　う～ん……そう、大真面目な顔で「好き合ってる」とか「仲睦まじく」とか言われると、ものすごく照れくさいんだけどなぁ。でもまぁ――。

「とりあえず、了解。元々、俺もそのつもりだったしね。今まで通り、仲良くさ」

「わっ？　え、えへへ」

　すずみの手を取ると、すずみは微笑んで握り返してくる。

　つないだ手を幼稚園児みたいに振ると、その頃の記憶が蘇よみがえってくるようだ。

　毎日毎日、すずみの手を引っ張って歩いて……いや、幼稚園どころか、小学校も、果ては中学校でも、つなぐ時間は短くなっても、俺達はこうして手をつないできたっけ。

　このつなぎ慣れた手のひらも、昔よりずいぶん大きくなっているけど、やっぱりそれはすずみの手で、触れているとどこか安心出来る感触と温かさだ。

「で？　おまえはどうだ、すずみ？」

「わたしもＯＫだよ。こうちゃんと仲良くするのは、当たり前だもん。あ、でも、わたし的にはー、もっとこうちゃんが愛情を持って接せつしてくれるとうれしいかな」

　目を輝かせるすずみに、俺は口元だけで笑みを浮かべた。

「善ぜん処しよします」

「うわ、誠意がない！　愛情を示せーっ、こらーっ」

　すずみが不満げに俺をにらむと、周りから笑いが起こった。

「とまぁ、こんな感じでいいのかな？」

　確認するように白刃さんを見ると、彼女は笑って頷いた。

「ふふ……そうだな。すまぬ、わざわざ儂が言う必要もなかったようだな」

　軽く周りを見回すと、みんな「それでいいんじゃない？」って顔だ。

「あっはっはっはっ！　いやいや、おまえらホントにおもしれぇな！　照れてるかと思やぁ、いきなりこんなことするもんな！　はっはっは！」

　高山先生は大声で笑いながら、俺達の肩をバシバシ叩く。……痛い。

「じゃあ、仮説も聞いた、今後の方針も決まった。ってことで今夜はこれでお開きってことで、いいのかい？」

「えぇまぁ。こちらから言いたいことは一通りお伝えできましたしね」

　大竹さんが頷き、その場は解散という雰囲気になった。

　まず高山先生が医務室を出て行き、葦名さん達も「それでは」と帰って行く。

　遅れて立ち上がった俺達も、彼らに続いて扉をくぐった。

「さて、これからどうします？　『しつけ隊』のミーティングとか、しますか？」

　振り返った荒気が、明るい声で俺達に問いかける。

　どうしよう？　とお互いに顔を見合わせていると、蓮華が首を振った。

「いいえ、今日はやめときましょ。みんな疲れてるだろうし、霧生のバカにも説明しなきゃいけないし……って、こういうの、あいつメチャクチャ食いつきそうだわ。ともかく、ミーティングは明日！　どうせ明日も勉強会で会うんだし、ね？」

「そうだな、俺も蓮華に賛成」「うん、わたしも疲れたかも」「そうですね、僕も賛成に一票で」「オレ様も、反対するつもりはない」

　賛成多数により、俺達もその場で解散となった。

　男子と女子で左右に別れ、俺達はそれぞれの部屋へと歩き出す。その時、

「運命、かぁ」

　後ろから、誰かのため息が聞こえた気がした。




　　　　　◆




　翌日の日曜早朝、俺達は学生寮の自習室に集まった。

　メンバー構成は、昨日の全員＋白刃さん。

「明後日は参加する」っていう言葉を守ってくれたのだ。律りち儀ぎだねぇ。

　ついでに説明すると、寮の自習室はだいたい十人くらいが入れる小さな部屋で、事前に寮長さんに許可を取れば誰でも使えるフリースペースだ。

　図書室と違って多少声を出しても怒られないため、テスト前なんかはみんな積極的に借りている。それだけに競争率は高いんだけど、今回は幸運にも取れたってわけ。

　おかげで、また霧生さん家に行かずに済んだわけで、申請してくれた蓮華に感謝だ。




「――おぉぉ、そんなことが……まさに、二人はデスティニー」

　霧生さんは輝く眼鏡で俺とすずみを見すえ、興奮気味に頷いた。

　昨日の話を霧生さんにもしたんだけど、予想以上の反応だ。

「そんなに大げさなもんじゃないと思うけど」

「えぇ～～？」

　俺が肩をすくめると、霧生さんが不満の声を漏らした。

　なんでみんなそういう反応になるかな。

「……むしろ、どうして白石くんがそんなに冷静なのか、理解できない。愛いとしい女性と、運命で結ばれているのよ？　こんなにエキサイティングなこと、他にある？」

「いや、別に俺達はそういう関係じゃないし」

　苦笑いして手を振ると、霧生さんは不満げにすずみに顔を向けた。

「……と、彼は言ってるけど、穂村さんはどうなの？」

「う～ん。こうちゃんの冷めた反応はつまんないよ。でも、たしかにわたし達は恋人とかそういうんじゃないしなぁ」

「だろ？　まぁ、これでおまえの暴走を防げるなら、楽でいいんだけどな」

「あぅ」

　いつものように頭をなでてやると、すずみはくすぐったそうに目を細めた。

「それに、大竹さん達の仮説が事実だとしても、同じだよ。俺がすずみと一緒にいるのは、ただ俺が一緒にいたいからであって、俺の力のことも、すずみの力のことも関係ない。今まで通りすずみと一緒に学校生活が送れるなら、それだけでいいし」

「ん……そだね。わたしも、こうちゃんと一緒にいられるなら、別に運命でも運命じゃなくても、どっちでもいいよ」

　うん、やっぱりすずみとは気が合うな。俺がなでる力を強めてやると、すずみは「ふにゃぁ～」と猫のような声を上げた。おぉ、かわいいかわいい。

『……………………………………………………………………………………』

　えっと、あれ？　みんなからの反応がないぞ。

　周りを見回すと、みんな「うわぁ」って感じの顔で俺を見ていた。

　それも、みんな一様に顔が赤い。え、何そのリアクション？

「……惜しい。今のセリフ、是ぜ非ひとも録音しておきたかった。今期の恥ずかしいセリフ、ぶっちぎりのナンバーワン。私ごときが恋愛脳を名乗るなんて、おこがましいレベル」

　どこか悔しげな霧生さんの言葉に、周りからは深い深いため息が漏れた。

　……うっわぁ、またやっちまったのか俺は。は、恥ずかしい。

　どうにも、この深く考えずに思っていることを全部言っちゃうクセは、俺を追い詰めることにしか役立たないらしい。これは早めに直さないと、ヒドイことになるな。

　俺が恥じ入り、すずみがふにゃけ、みんながため息を吐き……と、自習室は赤い顔ばかりが無言で並ぶこととなった。

　ちなみに、大地だけは怒っている様子だったものの、その動きは霧生さんの氷の爪によって完全に封じられている。霧生さん、大地の扱あつかいに慣れてきたみたいだ。

「……でも、個人的には、二人はもう一歩を踏み出すべき、とも思うけど」

　不意に霧生さんがつぶやいた言葉に、俺は驚いた。

　その時の霧生さんは入学当初のように表情に乏しくて、本気なのか、いつもの冗談なのか、その感情が読み取れなかったからだ。

　少しだけ微妙な空気の沈黙の中、蓮華が「ふうぅぅっ」と大きく息を吸った。

「さってっと、無駄話はここまでにしよっ。すずみんのことは大事だけど、今目の前に迫ったテストも大事っ！　下手な点取ったら、夏休みが補習で削けずられるんだから！」

　その場の空気を引き締め直すように、蓮華はバシッと言い切った。

　蓮華の気迫に、霧生さんと荒気、白刃さんが頷き、俺とすずみもそれに倣ならう。

「鳴神さんの言う通りですね。まずは楽しい夏休みのため、勉強がんばりましょう！」

「うむ、その通りだな。学生の本分、忘れてはなるまい」

「そうだな、俺もいっちょ気合い入れるか」

「よぉーしっ！　じゃあ、わたしも本気で行くよっ」

　口々に決意を述べ、俺達は気合いを入れ直す。

　その様子を、霧生さんは大地を握りしめながら楽しげに眺めていた。

「……それじゃ、テストに向かうみんなの気合いに、燃料をひとつ投下」

　霧生さんはポイと大地を放り出すと、カバンに手を差し入れた。

「うがっ！　おい、オレ様を投下するなっ！」

「……どうどう。ストレスは、髪に良くない」

「うぎぎぎっ！」

　煽あおるなぁ、と苦笑いする俺達の前に、霧生さんは一枚のポスターを引き出した。

　い、イヤな予感がするのは気のせいだろうか。

「……大丈夫。今回のは、二人のものじゃない」

　ピラリと広げられたのは、夜空を照らす無数の花火を写したポスター。

『九く頭ず龍りゆう市納涼花火大会』、開催は来週の土曜日。テスト明け直後だ。

「……テストが無事に終わったら、みんなでこれに参加しよう。……今なら、こっちで浴衣ゆかたも用意して、着付けも無料でサービス」

「ホント？　わわっ、聞いた蓮華ちゃん？」「いいわね、浴衣！　着てみたい」

　女子陣が提案に食いつくと、霧生さんは満足げに頷く。

「……男子も、参加するでしょ？　浴衣女子と、夜のお出かけ」

　すごく楽しそうな霧生さんの表情は引っかかるけど、こっちも浴衣の女の子には非常に興味のある年頃だ。当然、拒否するつもりはないわけで。

　男子三人が頷くと、霧生さんは唯一返事をしていない白刃さんを見つめた。

「……どう？　むしろ刀塚野さんにこそ、浴衣を着せてみたい」

「よくわからぬ願望だが、儂も日本の花火には興味がある。喜んで参加しよう」

　白刃さんが頷いたことで、俺達の予定と、テストへの決意が固まった。










　　　第三章　花火を、君と







　そして月曜日、運命の期末テスト一日目。

　落ち着かない雰ふん囲い気きの玉ぎよく組ぐみ教室で、俺おれは一人静かに瞑めい想そうしていた。

　人事は尽つくした、後は開始チャイムを待つばかり。

　うん、とても穏おだやかな心だ。これならきっと大丈夫。俺は静かに頷うなずく。

　テスト勉強期間は短かった。でも、俺は今までテスト前に詰め込むような勉強をしたことって、実はほとんどない。それでテスト結果が酷ひどかったことも、あまりない。

　それは毎日の予習復習、日々の積み重ねが大事だという、母さんの教育の賜たま物ものだ。

「早く、早く始まって……今すぐ、わたしにテスト用紙を」

　隣となりのすずみは両目にクマを作り、幽霊みたいな顔で頭を抱かかえている。

　あぁしないと、記憶がこぼれでもするんだろうか？

「おい、落ち着けすずみ。テストは気持ちに余よ裕ゆうを持ってだな」

「うるさいこうちゃん、今話しかけないでっ！　脳のリソースの無む駄だだよ！」

「り、リソース？　なんかわからんけど、ごめん」

　す、すさんでるなあ。いったい一晩で何があったんだ？

「お、おい蓮れん華げ。いったいすずみは昨夜ゆうべ何をしてたんだ？」

　コソコソと蓮華の方に身を寄せる。

「あたしにもわかんないわよ。ただ、すずみん勉強会の後もずっと机に向かっててさ。あれ、十二時前かな？　突然『きたっ！』って叫んで……あの目、すごく怖かったわ」

　よほど恐ろしいものでも見たのか、蓮華は俺の方も見ずに身を震ふるわせた。

　ちょっと待て、本気ですずみに何があったんだ？

「よう学生共、地獄をくぐる覚かく悟ごはできたかぁ？」

　そんなタイミングで、高たか山やま先生がテスト用紙を抱かかえて現れた。

　教卓前まで進むと、先生は乱暴にテスト用紙を置き、教室を見渡した。

「よぉーし、机の上の余よ計けいな物はしまえ！　楽しいテストの始まりだ」

　ついに始まる、か。俺が筆記用具を準備していると、

「ふ、ふふふ……こうちゃん、今回は、なんか行けそうな気がするよ」

　やや危険な目をしたすずみが、虚うつろな表情でつぶやいた。

「そ、そうか。そりゃ、良かったな」

「うん。今回こそ、こうちゃんに勝って、吠ほえ面づらをかかせてあげるよ。ふふふ……」

　怖こえぇ、怖ぇよ、すずみっ！　おまえにいったい、何が降おりて来たってんだ？

　キーンコーンカーンコーン……

「うっし、始めていいぞ」

　こうして俺達のテストは幕を開けた。




　　　　　◆




　そして、あっという間にテスト最終日の放課後になった。

　いつも思うけど、テストって始まる前はドキドキして長く感じるのに、いざ始まるとあっという間に終わっちゃうんだよね。不思議なもんだ。




「わぉーん、わぉ――ん、わぁおぉ～～～～んっ！　……うぅぅ」




　放課後の玉組教室に響ひびくもの悲しい鳴なき声が、窓の外へと消えていく。

　鳴き声の主、穂ほ村むらすずみは夕日を見つめ、一人むせび泣いていた。

「哀あわれな」「まぁ、うん。そうね」「……言葉も、ない」「あ、あはは」

　その哀あい愁しゆう漂ただよう背中を見つめ、俺達は寂さびしい気持ちになった。

「鋼こう平へい殿どの、いったいすずみ殿は、どうしたと言うのだ……？」

　帰り支じ度たくを済ませた白しら刃はさんが歩み寄ってきて、怪け訝げんな表情をすずみに向けた。

「うん、負け犬の遠とお吠ぼえだな。あれで吠え面をかいてるつもりらしい」

「負け犬の遠吠えに、吠え面……？　いや、鋼平殿、それらはただの比ひ喩ゆ的表現で、実際に吠えるものではないはず、だが」

　まぁ、そうなんですけどね。でも実際吠えちゃってるんだから、仕方ないよ。

「うぅ、すずみ様。何とおいたわしいお姿……オレ様は、なんと言って慰なぐさめてさし上げたらいいのだ？」

「いや、ほっといてやれよ。よくわからん自信に押されて大おお見み得え切きったけど、驚くほど答えがわからなかったらしいからな。慰められたら、余計かっこ悪いだろ」

「うぐっ！」

　窓際のすずみが、背中に何か刺さったように呻いた。

「ふ、ふふふ……いいんだよ、大地くん。こうちゃんの言う通り、これはわたしの自業自得、愚おろかしさの証明なんだよ。わたしなんて、ただの負け犬なんだよ。さぁ、いくらでも罵ののしってくれればいいよっ！」

　すずみは俺達に向かって両手を広げ、「何でも来い」の構えを取った。

「やーい、負け犬ー」

「きゃいんっ！　……うぅぅっ、痛い、言葉が胸に突つき刺ささるよっ！　こうちゃんはやっぱり優しさが足りないよっ！　普通に慰めてくれてもいいじゃんかよぅっ！」

　自分で罵れって言ったのになぁ。面白い奴。

「ちょっと鋼平、教えてあげた方がいいんじゃない？　すずみん、自分で思ってるほど点数悪くないんでしょ？」

　哀れに思ったのか、蓮華が俺の袖そでを引いた。

「そうなのか、鋼平殿？」

「うん。まぁ、俺があいつと答え合わせした結果だから、全部正しいわけじゃないだろうけど……少なくとも、平均点は超こえたんじゃないかな？」

　けど何故か、あいつは「全然わからなかった」って勘かん違ちがいしてるんだよね。

　ひょっとして、トランス状態でテスト中のことを覚えてないのかもしれん。

「それを教えてはやらぬのだな……貴き殿でんらは、仲が良いのか悪いのか」

　呆あきれたようにため息を吐き、白刃さんは俺とすずみを見比べた。

「……ふふ、気にしない。きっと彼らなりの愛情表現」

「そうですね、僕もそうじゃないかと思いますよ」

　ずいぶん好意的に解かい釈しやくしてくれるもんだね？　ま、否定もしないけど。

「あ、それはそうと、みなさんコレ見ました？」

　荒あら気きが取り出したのは、数枚の白いプリント。

「花火大会、参加申込書？」

「えぇ、そうです。なんでも週末の花火大会、毎年うちの生徒が大勢参加するらしいんですけど、バスが足りないらしいんです」

「あ、そうだな。ここのバスって本数少ないし、最終便が六時過ぎだ」

　自宅通学していた頃、それが原因で危あやうく帰りそびれたことがあったっけ。

「そうなんですよ。だから、毎年こうして参加申し込みした人数に応じてバスを用意してくれるらしいんです」

「……車なら、うちのを使えばいい」

　霧きりゆ生うさんの提案に、荒気は「それはありがたいです」と頷いた。

「でもですね、バスの使用いかんにかかわらず、この申し込みをしておくと、寮の門もん限げんが緩かん和わされるらしいんです。というか、これを出しておかないと僕らは門限破りの罰ばつを受けることになりますね」

　あぁ、それなら全員申しん請せいしないとまずいわけだ。

「そういうことなら、みんな申し込まないとね。荒気、期限っていつまでなの？」

「受付は今日の午後五時までみたいです」

　荒気から申請書を受け取り、みんなシャーペンや鉛えん筆ぴつを取り出す。

「ほら、すずみんも！　いつまでも吠えてないで、こっち来なさいっ」

「ふへ？　蓮華ちゃん、なぁに？」

　よろよろとすずみが寄ってきて、蓮華にシャーペンを握にぎらされた。

「あんた達も、自分の分は自分で書きなさいよ」

「はいはい」「了解です」「うむ」「……うふふ」「言われるまでもない」

　こうしてみんなでワイワイやっていると、ようやくテストから解放されたんだって実感が湧わいてくる。あとは楽しい花火大会を待つばかりだ。




　　　　　◆




「――ダメだ、認められん」

『え？　……え、えぇええええええええええええええええええええええええぇぇっ!?』




　玉組教室に、俺達の悲鳴が響き渡った。

「あぁもう、うるせぇな。いちいちデカイ声出すなよ」

　両耳に人差し指つっこんだ先生が、心底イヤそうな顔をする。

「だ、だって先生！　納得いきません、おかしいじゃないですか！」

「そうですよ！　横おう暴ぼうです！　先生が生徒の楽しみを奪うばっていいんですか？」

　俺と蓮華が左右から抗こう議ぎしても、高山先生は「うるせーうるせー」と言うばかり。

「まったくだ！　この人にん非ぴ人にんの冷血れいけつ暴力女教――」

　ビタァンッ！　とすさまじい音がして、大だい地ちが壁かべの一部と化す。

　何度見ても恐ろしい光景だ。怒りに燃える俺達も、さすがに声を失った。

「落ち着けバカタレ共。話を最後まで聞く気になったか？」

　コクコクコクッ。俺と蓮華は壊れた人形のように何度も首を縦に振った。

「よし、じゃあ最後まで聞け。穂村の花火大会参加を許可できない理由を、な」




　血の気けが引いたついでに状況を整理しよう。

　花火大会の参加申請から一夜明け、今は金曜日のＨＲホームルーム終了直後。

　明日に迫った花火大会の話題で盛り上がっていた我ら『すずみんをしつけ隊』の元に、高山先生がゆっくりと近づいてきたのだ。

　そして、誰だれかが花火大会の参加の可か否ひを尋たずねると、高山先生は申し訳なさそうに、

「盛り上がってるところ悪いけどな、穂村の参加だけはダメだ、認められん」

　と言ったのだ。

　……あれ？　こうして思い出してみると、高山先生すごく言いい難にくそうにしてたな。

　そりゃ大地みたいに罵ば詈り雑ぞう言ごん並べれば、怒りもするわな。

「理由は『危ねぇ』それだけだ。おまえら穂村にすっかり慣なれたんだろうが、慣れすぎて忘れちゃいないか？　穂村はいきなり火ぃ吹く可能性があるんだぞ」

　ため息混じりの先生の言葉に、俺達は全員ハッと息を呑んだ。

「いいか、冷静に考えろよ。この花火大会はうちの生徒も多いが、九く頭ず龍りゆう市のイベントで参加者のほとんどは一般人、つまり竜じゃねぇ。しかも、規き模ぼがデカイから遠方からも客が大勢来て、数万人がせまい範はん囲いにひしめくっていうイベントだ。そんな中を、いつ強烈ファイアブレス放はなつかわかんねぇ人間を連れて歩くのがどれだけ危険か……わかるだろ？　学校でちょいと暴走するのとは、ワケが違うんだよ」

　たしかに、高山先生の言う通りだ。

　俺もすずみも地元民で、過去に同じ花火大会に参加したことがある。

　先生の言う通りお客さんは多く、出店の辺りは押し合いへし合いするのが常。終了後の観客誘導に警察が出るっていうレベルの人ひと出でなのだ。

　もしあの人波の中心で、すずみんブレスが暴発したら……想像するのも恐ろしい。

　俺達がうつむいたのを見て、高山先生は表情を緩ゆるめた。

「わかったか？　アタシもな、別に意地悪で言ってるんじゃねぇんだよ。本音を言やぁ行かせてやりたいさ。でもな、危険を承知していて許可出すわけにゃいかねぇんだ」

　アタシはこれでも教師だからな、と高山先生は締しめくくった。

　誰も返事ができないでいると、すずみが「ふぅっ」と息を吐いた。

「わかりました。そうですよね、わたし、キッパリと諦あきらめます」

　言葉ほど割り切った表情には見えなかったけど、それでもすずみは頷いた。

「そか、悪いな穂村。聞き分けてくれて、ありがとな」

　高山先生は優しく微笑ほほえみ、すずみの頭に手を置いた。

「いえ、お礼を言われることにゃっ！　ひゃぁあ、やめてくださいぃ～～」

　わしわしとすずみの髪がかき回され、すずみは笑いながら抵抗した。

　でも、それが本気の笑顔かどうかくらい、こっちにはわかるわけで。

「じゃあ、俺も残るよ。すずみだけ残していくわけにも、いかないし」

「「えっ？」」

　俺がそう言うと、二箇所で驚きの声が上がった。すずみと、蓮華だ。

「だ、ダメだよこうちゃん！　みんなと約束したんだし、わ、わたしだけ我が慢まんすれば、みんなは楽しくできるんだからっ！」

　ホントに慌てた様子ですずみがぶんぶんと首を振った。

　みんなは楽しく、ね。たぶん、これもすずみの本音なんだろう。

「バカタレ、ついこの前決めただろ？　できるだけ一緒にいるってさ。それに――」

　――おまえがいないと、俺は楽しくない。

「っ！　あ、危あぶねぇ……」

　なんだ今の言葉？　ものすごく自然に口から出そうになったぞ。

「ど、どしたの、こうちゃん？　何が危ないの？　あっ、やっぱりわたしが……」

「ち、違うって！　な、なんか急に舌が回らなくなってさ、危うく嚙かむところだったんだよ。危ない、危ないっと」

　慌てて言いつくろううちに、どんどん顔が熱くなる。これ、耳まで真まっ赤かだな。

「そ、そなの？　よくわかんないけど、良かったね」

　すずみが「？」って顔で頷いたので、俺も適てき当とうに頷き返す。

　しかし、ホントに何なんだ今の？　それに、なんでこんなに恥ずかしいんだろ。

「とにかく、俺も残る。別に花火はいつだって見られるし」

「な、ならばオレ様も残るぞ！　すずみ様のお近くにいることこそ、騎士の務つとめだ」

　俺の言葉が終わる前に、大地もまた声を上げた。

「大地くんまで……ダメだってば、もうっ。ほらっ、こうちゃんがわがまま言い出すから、大地くんまでマネしちゃうんでしょ！　めっ！」

「いや、わがままって……俺は別に」「そうです、オレ様はすずみ様のためを思って」

「ダメったらダメ！　そんな気き遣づかい、ノーサンキューだよっ！」

　珍しく本気で怒った顔で、すずみが俺と大地を叱りつけた。

　ま、全然怖くはないんだけど、なんだか悪いことをしてる気分になる。

　俺達が黙ってしまうと、その場は何とも重い沈黙に包まれた。

　誰も何も言えず、ただ時間だけがのろのろと流れる、何ともイヤな雰囲気。

「そこまで！」

　そんな時、高山先生がパンパンと手を叩いた。

　驚いて先生の方を見ると、高山先生は苦笑を浮かべていた。

「まぁなんだ、後はおまえらでゆっくり話し合え。穂村の申請は却きやつ下かだが、他の連中の分は受け付けといてやる。落ち着いて一晩考えて、それから決めればいい。バスに乗るか乗らないかは、出発までに教えてくれりゃいいからな」

　そこまで言われて、俺達はここが教室だってことを思い出した。

　まだ残っていたクラスメート達が、キョトンとした顔でこっちを見ている。

　ますますバツが悪くなった俺達は、ひとまず教室を後にしたのだった。




　　　　　◆




「やっぱりさ、今回の花火大会、止やめにしない？」

『え？』

　校門近くまでたどり着いた時、不意に蓮華がそんなことを言い出した。

　驚きのあまり蓮華の方を見ると、蓮華は冴さえない表情でうつむいていた。

「れ、蓮華ちゃんまでどうしたの？　わたしのことだったら、ホントに気にしなくていいんだからさ」

　すずみが肩を揺さぶると、蓮華は眉をしかめてすずみを見つめた。

「あたしは楽しく遊ぶんだったら、みんな一緒がいい。すずみんだけ置いていくなんて、絶対イヤよ。でも、今回ばっかりはそうもいかないし……だから」

「みんなで残ればいい、って？」

　俺が言葉を継つぐと、蓮華はぎこちなく頷いた。

　それもいいかも、と俺は思った。あまり前向きな決断じゃないけど、すずみだけ除のけ者ものにして行っても、心から楽しめるとは思わないし。

「そ、そんなのダメだってば！　わたしのせいでみんながつまんないのはイヤだし、それにほら、わたしもお土産みやげもらえないし……あぁうぅ、ね、雫しずくちゃんはどう思う？」

　一人あわあわとしていたすずみが、助けを求めるように霧生さんを見た。

「……そうね。私も、鳴なる神かみさんには反対」

　普段通りの訥とつ々とつとした口調で言い放ち、霧生さんは小さく首を振る。

「ちょ、ちょっと霧生」

「ほら、蓮華ちゃん、雫ちゃんもこう言ってるし」

「……でも、穂村さんの案にも、反対」

『へ？』

　その場の全員が驚きの声を上げ、霧生さんを見る。

「どっちにも反対って、どういうことよ、霧生？」

　蓮華だけでなく、みんなからの視線が集まる中、霧生さんは蓮華を見すえた。

「……みんなで行きたい、っていう、あなたの意見には賛成。でも、それが叶かなわないから、みんな行かない、というのは逆だと思う」

「逆ってどういう意味よ？」

「……簡単。みんなで行きたいんなら、穂村さんも含ふくめ、みんなで行けばいい」

　その言葉に、全員が息を呑のんだ。

「でも、それは無理って」「そうだよ、先生に怒られちゃう」

　蓮華とすずみが首を振ると、霧生さんはジッとすずみを見つめた。

「……じゃあ、穂村さんは、花火、本当に行きたくないの？」

「そ、それはその…………行きたい、けど」

　すずみは少し迷ったあと、正直に頷いた。……まぁ、そうだよな。

　すずみと一緒に行きたい、でも、先生の言う危険も見逃せない。

　すずみと一緒に残ってもいい。でも、すずみに花火を見せてもやりたい。

　そんなモヤモヤした気持ちが、俺の中で渦うず巻まいていた。

「……行きたいのなら、行くべき。自分一人が折れたら、丸く収まる……そんな我が慢まんは、必ず後悔になる。……これ、私の実体験からの、アドバイス」

「雫ちゃん……」

　驚いたように、すずみの両目が見開かれた。

　それほどに、霧生さんの穏やかな声には実感がこもっていた。

　この間、霧生さんの自宅で聞いた話が思い出される。

　お兄さんの件で笑い話のようになったけど、彼女が背せ負おった『霧生家次期当主』という荷物は確かにあって、それは決して軽いものじゃないはずだ。

　それが伝わったのだろう、すずみの視線がかすかに揺れた。

「霧生、あんたの言いたいことはわかるし、あたしもすずみんと行きたいけど、今回ばっかりは無理よ。もし、会場ですずみんが暴走したらどうするの？　ううん、暴走しなくても、ブレスが一発でも暴発しちゃったら、一般の人に被害が出るのよ」

　たしなめる蓮華の顔も、今の霧生さんに驚いているようだった。

「……そのための、私達。『すずみんをしつけ隊』、でしょ？」

　霧生さんの言葉に、再び全員が息を呑んだ。

「……いつもは白しら石いしくんに任せてるけど、私が最初に受けた役割は、教育係兼、壁。つまり、私も一応、壁要員。それに、私はこれでもⅠ種。穂村さんのブレスを止める自信、ある。ううん、意地でも、私が受け止める。被害なんて、絶対に出させない」

　霧生さんの表情や言葉はいつもよりずっとストレートで、すずみやみんなへの思いが伝わってくる。いつも一歩引いて俺達を見ている姿は、どこにもなかった。

「し、雫ちゃん……うぅぅ……」

「霧生、あんたそこまで」

　まっすぐな心は、いつだって相手にキチンと伝わる。

　すずみの顔は真っ赤で、霧生さんの友情に震えているようだった。

「わかったわ。自称クール系がここまで熱くなってるんだもん。ここであたしが乗らなかったら、なんか負けた気がするもんね」

　根こん負まけしたって顔で頷いたあと、すぐに蓮華はニヤッと笑う。

「……鳴神さん」

「れ、蓮華ちゃんまで」

「いいのよ、すずみん。言ったでしょ？　あたしはみんなで一緒に行きたいんだって。だったら、すずみんも連れて行けば良かったのよね。霧生に言われるなんて、あたしも焼きが回ったもんだわ」

　照れくさそうに頰をかくと、蓮華は強い視線をすずみに向けた。

「それで、すずみんはどうしたい？」

「……そうね、もしも穂村さんが、私達と行きたくないなら、諦める。でも、少しでも行きたい気持ちがあるなら、正直に答えて。穂村さん、私達と一緒に、行きたい？」

　二人からの視線を受けて、すずみはついに頷いた。

「わ、わたしも行きたいよ。雫ちゃんと蓮華ちゃん、荒気くんと大地くん……白刃ちゃん、それに、こうちゃんと一緒に。みんなで遊んだ方が、絶対絶対楽しいから」

　半泣きになったすずみの頭を、霧生さんと蓮花が左右からなでる。

「で、あんた達はどうする？　この話に乗る？　乗らない？」

　蓮華がこちらに視線を向けると、大地がスッと手を挙げた。

「すずみ様が望むと言うのなら、オレ様は全身全霊をもってお助けするまでだ」

　まぁ、こいつならそう言うよな。

「残りは三人ね。どうする？　どっちみち、あんたらが反対しても、意地でもすずみんを連れてくけど」

「だったら俺達に確認する意味あるのか？」

　俺が苦笑を返すと、蓮華はフフンと鼻で笑った。

「そうね。もし作戦が失敗した時は、『こいつは反対でした』って証言してあげる」

「メリットがそのくらいなら、そっちに回るよ。俺もすずみと一緒に行きたいしさ」

「はぅぅ、こうちゃんも……うれしいよぅ」

　すずみは祈るように両手を組み、俺を見上げた。大げさな奴だな。

　今や過半数を超えた俺達賛成派は、残る白刃さんと荒気を見つめる。

「やれやれ、反対しても無駄なのだろう？」

　大げさに肩をすくめた白刃さんはそれ以上何も言わず、俺の横に並んだ。

　これで、残るは荒気ただ一人。

　全員の視線が自分に集まる中、荒気はいつもの笑顔で俺達と対たい峙じした。

「う～ん、申し訳ないんですけど、僕は賛成しかねます」

　意外な言葉に、みんな驚いた。

「意外ね。すぐに賛成、って言ってくれるかと思ったんだけど」

　蓮華の言う通り、俺も荒気は賛成してくれると思っていた。

　荒気はいつだって俺達の中で一番周りが見えていて、空気を読むことに長たけた男だ。

　だから、こんな風にみんなを相手取って反対するなんて、全然思わなかった。

「あはは、そうですね。たしかに、個人的には、みなさんや穂村さんの味方をしたいんですけど……でも、高山先生のおっしゃったことは、とっても重要だと思うんです。穂村さんの力を軽く見るべきじゃないことは、僕もわかってますから。場の雰囲気で流されるのは、ちょっと危険かなって」

　荒気は珍しく真剣な眼まな差ざしを、霧生さんに向けた。

「霧生さんにお尋ねします。本当のところ、どういうつもりで穂村さんを連れ出すんですか？　いつもみたいな『恋愛模様が見てみたい』とかそういう軽いノリでしたら、僕は高山先生に告げ口してでもお止めしますよ。それが『しつけ隊』のフォロー担当である、僕の役目だと思ってますから」












　言い終わると、荒気はいつも通りのさわやか笑顔を作った。

　霧生さんはしばらく黙って荒気を見つめ、小さく頷いた。

「……本音を言えば、そういう気持ちがないことも、ない」

「あらら、やっぱりあるんですね」

　ガクッと肩を落とした荒気の眼前に、霧生さんは歩み寄った。

「……でも、それだけじゃない。私は、個人の自由意志を、最大限尊そん重ちようしたい。誰かの都合や、周りの状況で、本人の意志がねじ曲げられるのは、見過ごせない。損そこなわれるのが友達の意志なら、なおさら。……私達の努力で、それを守れるのなら、たとえ大人を敵に回しても、私は、穂村さんの意志を守りたい」

　霧生さんの言葉と視線からは、とても強い意志を感じられた。

　一人の人間の掛かけ値ねなしの本気だ。それが周りに伝わらないはずがない。

「ふぅ……わかりました、僕の負けです。ご協力いたしますよ」

　荒気は両手をあげて降こう参さんのポーズを取った。

「…………ありがとう」

　小さく頭を下げた霧生さんに、荒気はさわやかな笑顔を向けた。

「いえいえ」

　そんな二人の様子に、俺達はホッと胸をなで下ろした。

「これで満まん場じよう一いつ致ちの賛成ね。次の問題はどうやってすずみんを連れ出すか、ね」

「うぅ……毎度毎度、ご迷惑をおかけしてます、って、あいたっ」

　縮ちぢこまるすずみの頭を、軽くポコンと叩く。

「バーカ、みんな好きでやってんだ。迷惑なんかじゃねーよ」

　俺が笑ってみせると、みんなも頷く。

　さて、蓮華の言う通り、問題はここからだ。

　どうやってすずみを学校から連れ出すか。これって割と難なん問もんだ。

　バスの使用は問題外だし、霧生さん家の車を使わせてもらうとしても、今回は高山先生が俺達の動きをチェックしている可能性大だ。

　どうやって先生の目を盗み、安全にすずみを車まで移動させるか。

　俺達が首を捻ひねっていると、

「……大丈夫。私に考えがある」

　霧生さんがいつもの言葉を口にした。




　　　　　◆




　時は流れて、土曜の夕刻。特別バスの出発まであと一時間ほど。

　さすが三千人を超えるマンモス校と言うべきか、花火大会に出る生徒も想像よりも多いらしく、寮前の駐車場には、もう何台ものバスが停まっていた。

　生徒達はもうバスの周りに集まり始めていて、気の早い生徒はもう乗り込んでる。

　先生方の姿もパラパラ見えて、その中にはやはり高山先生の姿も見えた。

　そんな騒然とした駐車場の隅すみ、目立たない場所に霧生家のお車が停とめられていた。




「大丈夫よぉ、すずみちゃん！　お姉ちゃんにど～んと任せてぇ」

「は、はい。よろしくお願いします」

　浴衣ゆかたの胸をポンと叩いた小こ雨さめさんに、すずみはペコリと頭を下げた。

　小雨さんがここにいるのは、女子陣の着付け係兼すずみ脱出作戦のため。なんで着付け係の小雨さんまで浴衣姿なのかは……まぁ、気にしない方向で。

　ともあれ、霧生さんが立てた、すずみ脱出作戦の内容は極めてシンプルだ。

　まず、みんなの着る浴衣を入れた長持ちを用意してもらい、寮内で着付けをする。

　次に、空からになった長持ちにすずみを隠し、そのまま霧生家の車へ運ぶ。

　そして、バスが出発する騒さわぎに紛まぎれ、俺達は花火大会会場へ、という流れだ。

　すずみの不在に先生がいつ気付くか、というややスピード勝負的な作戦ではあるが、バスの出発時間ギリギリにもなれば、駐車場は混乱するはずだ。

　監督役になっている高山先生も、俺達ばかりを警けい戒かいしちゃいられんだろう。

　……まぁ、帰ったあとが怖いけど、その時はちゃんと怒られようって決めていた。




「着付けだけじゃなくて、こんなことまで頼んじゃってすみません」

「うふふぅ、いいのよぉ。わたくしもぉ、雫ちゃんやみんなに頼られてうれしいし。……それに、なんかこういうのって、かくれんぼみたいで楽しいじゃない」

　俺の感謝の言葉にも、小雨さんはふわふわと微笑んでくれた。

「……姉さん、そろそろ着付けの準備をして」

　小雨さんと一緒に来た霧生さんも、見み目め麗うるわしい浴衣姿。

　お家はガッツリ洋風だったけど、霧生さんって和装が似合うんだなぁ。

「……惚ほれた？」

　こっちの視線に気付いた霧生さんが、ちょっと怪しげにクスクス笑う。

「うん、惚れた惚れた。よく似合ってるよ、霧生さん」

「……かわされた。白石くん、意外とプレイボーイ気質」

「ま、霧生さんに鍛きたえられたからね」

　俺と霧生さんが「やるな」とにらみ合っていると、小雨さんが手を叩いた。

「はいはい、そこまでぇ。準備するんでしょ。誰か、お部屋までの案内お願いねぇ」

「あ、そーですよね。では小雨さんにみんな、フォロー・ミー！」

　テンション高めのすずみが先頭に立ち、その後を蓮華、霧生さん、白刃さんと続き、最後尾に小雨さんが大地の手を引いて続いた。

「って、何故オレ様を連れていこうとしているっ？」

　我に返った大地が、慌てて小雨さんの腕を振りほどく。

「それはもちろん、あなたの分も、かわいい浴衣を用意してきたからよぉ」

「だ、誰が女物の浴衣など着るものかっ！　オレ様は誇り高き日本男児だっ！」

「えぇ？　そんな意地悪言わないでぇ、お姉ちゃんに、小こ石いしちゃんのかわいい浴衣姿を見せてほしいなぁ～」

「誰が小石かっ！　ぜ、絶対イヤだ！」

　追撃を振り切った大地は、隠れるように俺の後ろに回った。

　普段敵視している俺の背後に隠れるあたり、よほど小雨さんが怖いらしい。

「ま、まぁまぁ、小雨さん。時間もありませんし、本人も嫌がってるんで、大地に浴衣を着せるのはまたの機会ってことで」

　俺が取りなすと、小雨さんは不満げに頰を膨ふくらませた。

「ぷぅ～っ、残念」

「……ほら、バカやってないで、早く歩いて」

　その顔のまま、小雨さんは妹に引ひっ張ぱられていった。

　なんつーか、姉妹なんだなって感じだよね。




　　　　　◆




　寮の玄関ホールの隅、人目に付きにくい場所に隠れること、四十分余あまり。

「むむむ、まだなのか？　少々遅いのではないか？」

「まぁまぁ、浴衣の着付けって時間掛かるらしいですから」

「あー、美容室で三十分で着付けサービスとかあるしな」

　女子の準備は長いと相場が決まっているけど、それに男が焦じれるのもお決まりだ。

　まぁ幸いというか、俺はガキの頃からすずみに待たされるのには慣れている。

　おかげで長時間待つのは平気なんだけど、今回はバスの時間がある。

　着替えるのは三人だから、時間的にギリギリじゃないか？

　俺が懸念を口にすると、荒気は「大丈夫でしょう」と軽く笑った。

「なんでも刀と塚つか野のさんはご自分で着付けができるそうですし、霧生さんとお姉さんがそれぞれお一人担当すれば、案外早く済むと思いますよ」

「あ、なるほど」

　なんてことを話していると、

「あ、いたいた！　三人ともお待たせ――っ！」

　カラコロという足音を響かせ、すずみが笑顔で駆けてきた。

「どうどう、こうちゃん？　この浴衣、似合ってるかな？」

　ものすごくうれしそうな顔で、すずみがその場でクルリと回る。

　薄紅色の浴衣の袖と、三つ編あみにした朱色の髪が、ふわっと緩く円を描いた。

「うん、その浴衣すごく似合ってるぞ、すずみ」

「わーい、褒められた！　ありがとーこうちゃん！」

　ガバッと抱きついてくるすずみを受け止める。

「なぁあっ？　すずみ様、そんなはしたないっ！」「ま、まぁまぁ」

　男子二人の視線は気になるが、もっと気になるすずみの感触。

　普段より薄着のせいだろうか、胸に当たる感触が、いつもより柔らかいような気が……あ、浴衣って下着着けないんだっけ？　って、いかんいかん。冷静になれ。

「そ、そう言えば、おまえの三つ編みって初めて見るけど、けっこう似合うな」

　それとなくすずみを引きはがし、誤ご魔ま化かしついでに髪型を褒めると、

「うふふぅ、そうでしょう？　すずみちゃんの髪って芯しんが強くて、ちょっと結ゆいづらかったけどぉ、がんばった甲か斐いがあったわぁ」

　遅れてやって来た小雨さんが少し誇らしげに微笑んだ。

「えっへへー、うれしいな。今日だけで、こうちゃんにいっぱい褒められちゃった！　小雨お姉さんのおかげだよね、ありがとうございますっ！」

「うふふ、良かったわねぇ、すずみちゃん。お姉ちゃんもうれしいわぁ」

　子供のようにはしゃぐすずみに、こっちも笑顔にされてしまう。

　良くも悪くも、ストレートな奴だよね。

「す、すずみ様っ！　これ以上なくお似合いだと思いますっ！　お、オレ様にとって、すずみ様こそ至し高こうの浴衣美人ですっ！」

「わわっ、いくらなんでも、それは大げさだよぉ。でもでも、ありがと大地くん」

「あはは、じゃあ僕も大地くんと同感ということで」

「あ、荒気くんまでぇ……え、えへへへへ――っ、社しや交こう辞じ令れいでもうれしいな」

「まぁ、荒気の方は社交辞令だろうな」

「ひどいっ！　褒められた後だからなおひどいっ！」




「……みんな、落ち着いて。今日の主役は、穂村さん一人じゃない」




　突然の声に驚いて、俺達はそちらへ視線を向ける。

　すると、女子部屋側の通路から、霧生さんが足音もなく現れた。

　彼女の背後には、視線の通らないほど濃こい霧きりが立ちこめている。

「なんで、わざわざ霧を？」

「……ふふ、スモークは、登場演出の、基本」

　まぁたしかに。大地も転校初日に焚たいてたしね。

「……では、主役のお二人、同時にどうぞ」

　霧生さんがパチンと指を鳴らすと、霧の塊かたまりが瞬時に弾はじけた。




「演出過か剰じようよね、まったく」

「ふふ。霧生殿らしいと言えば、それまでだがな」




　わかっちゃいたけど、現れたのは浴衣姿の蓮華と白刃さん。

　蓮華の浴衣は髪と同系色で、淡い黄色のカワイイ系。蓮華の雰囲気に合っている。

　一方白刃さんの浴衣は、少し大人っぽいすみれ色。長い黒髪がよく映はえる。

　そして、浴衣姿もさることながら、二人の髪型にも目を引かれた。

　蓮華はポニーテールで、白刃さんはツインテール。

　雰囲気的には、いつもの髪型を交換したような感じだ。

　失礼だとは思うけど、ついマジマジと見てしまう。

「おぉー……二人とも、すっげー似合ってるなぁ」

「ホントですねぇ。なんというか、色っぽいです」

「ふん、すずみ様には及およばぬが、まぁまぁ褒めてやっても良いだろう」

　男子三名による褒め言葉の連続に、

「そ、そう？　あ、ありがと」

　蓮華は盛せい大だいに頰を赤らめてうつむき、

「ふむ、似合っているなら良いのだが、この髪型は少々落ち着かぬな」

　白刃さんは「重い」と言うように、首を左右に傾けた。

　二人とも元から美人なわけだけど、今日の姿はまた趣おもむき深ぶかいものがあるなぁ。

「うふふぅ、いいでしょ？　今日のテーマはぁ『うなじの見える髪型』なのぉ。せっかくの浴衣ですもの、和の色気を存分にアピールしなきゃねぇ」

「……みんな、力りき作さく揃ぞろい。今日、会場の男共の視線は、みんなのもの」

「霧生さん姉妹は本当にブレないよねー」

　少しはブレて、平和な日常を模も索さくしてもいいと思うんだ。

　そんな感じでワイワイやってると、駐車場からも大勢の声が聞こえてきた。

「あ、そろそろ出発時間が近いですね。作戦開始と、いきますか？」

　荒気が時計からみんなに視線を移すと、代表して蓮華が頷いた。

「えぇ、じゃあ行くわよみんな。『すずみん大脱走作戦』スタート！」

『お――っ！』

「は～～いっ」

　そして、小雨さんがみんなの前に大きな長持ちを置いた。




　　　　　◆




「おぉ、おまえらずいぶん良い物着てるじゃねーか」

　俺達が駐車場に出ると、高山先生が近づいてきた。

「えぇ、まぁ。霧生が全員分用意してくれてたんです」

「ほぉ？　霧生、ずいぶんと気前が良いじゃねーか」

「……報ほう酬しゆうは、みんなの写真」

　ササッと袂たもとからカメラを取り出した霧生さんに、先生は苦笑しながら「売るなよ」という、冗談なのか本気なのかわからない注意をした。

「まぁいいや。おまえらも、そろそろバスに乗れ。あと五分くらいで出発だ」

　高山先生がバスを指さすと、蓮華が静かに首を振った。

「いえ、あたし達、今日は霧生の家の車で行くんですよ。ほら、こんな格好ですし」

　着せて貰もらった浴衣を見せると、高山先生は「あぁ」と頷き、

「そうかい。じゃ、気をつけて行ってこいよ」

『はーいっ』

　鍛きたえられたお返事スキルで、高山先生の満足させるような返事をする。

　先生は一つ頷き、俺達の前を離れかけて、立ち止まった。

「そういえば、白石。穂村はどうしたんだ？　見送りもなしか？」

　全員顔には出さないけど、ギクリとしたことだろう。

「えぇ、そうなんです。一人だけ花火大会に行けないんで、今頃は部屋でいじけてるかもしれません」

「なるほど。結局おまえも行くことになったし、仲間外れは辛いかもな」

　一つ頷いたあと、高山先生は「ところで」と続けた。

「あの美人が抱かかえてる、不自然にデカイ長持ちは……いったいなんだ？」

　すぅっと、高山先生の声のトーンが落ちる。

　冷たい視線の先では、小雨さんが人が入れそうなほど大きな長持ちを、軽々と肩に担かついで歩いている。……うわぁ、わかっちゃいたけど、これ以上ないほど不自然だ。

「……あの人は、私の姉。変な人で、着付けを頼んだら、家中の浴衣を持ってきた」

「ほぅ？　じゃあ一人で運ぶのは大変だろうな。どれ、アタシも手伝ってやろう」

　言うが早いか、先生はすずみ入り長持ちを抱えた小雨さんに歩み寄った。

　やばい。明らかに怪あやしまれてる。

「……大丈夫です、先生。姉は、あぁ見えて力持ち、なので」

「なぁに、遠慮するなよ。力があったって、バランスってもんがあらぁな」

　霧生さんが立ちふさがろうとしたものの、あっさりと横に避けられた。

「おい、霧生姉！　手伝ってやるから、ちょっと待ちな」

「は、はいぃ」

　先生の見えないプレッシャーに、小雨さんはビクリと立ち止まってしまう。

　いかん。初対面の人間が高山先生のプレッシャーに耐たえられるはずがない。

「……姉さん、なんとかごまかして」

　霧生さんが祈るように見守る中、高山先生が小雨さんの前に立った。

「あらあら、初めましてぇ。わたくしは霧生雫の姉の、霧生小雨と申しますぅ。高山先生には、妹がいつもお世話になっております」

　多少顔が引きつっているものの、小雨さんは先生に丁寧に頭を下げた。

　まぁ、身長と同じくらいでっかい長持ちを持ってるから、かなり不自然な光景だ。

「あぁ、初めまして。っと、まぁ堅いあいさつは抜きでいいさ、まずはそいつの運うん搬ぱんを手伝ってやるよ。ほれ、貸してみな」

「い、いえそれにはおよびま……」

　小雨さんの言葉も待たず、高山先生はヒョイと、多少乱暴に長持ちを取り上げた。

「ふぎゃっ」ドスン。

　長持ちの中から、呻うめき声と何かが転がった音がした。

『…………………………』

　俺達が冷や汗をダラダラ流していると、高山先生が小雨さんに笑いかけた。

「ほぉ～？　最近の長持ちってなぁハイテクだな、こうやって声も出るのかい？」

　目が全く笑っていない笑顔に、小雨さんの顔から血の気が引いていった。

「い、いいえぇ、先生。それはぁ、うちに代々伝わるものですのでぇ、とぉ～っても古いものなんですぅ。ですから、そのぉ～……あっ！　ひょ、ひょっとして、古すぎて、お化けになっちゃってるのかしらぁ？　う、うふふぅ」

　苦しい、苦しすぎますよ、小雨さん！

「あぁ、付つく喪も神がみってやつかい。そうかそうか、そんじゃあ退治しねぇとなぁ」

　言いつつ、高山先生は長持ちをシェーカーのように上下に振っていた。

　当然のことながら、中身が激しくシェイクされ、ドスンバタンと音を立てる。

「ふえぇ～～ん、やめてください先生ぇ～～っ！　降こう参さんです～～っ」

　すずみの泣きが入り、ついに俺達は御ご用ようとなった。




「どういうつもりだ、おまえらっ！」

『す、すみませんっ！』

　すずみの捕ほ獲かくから数分後。

　寮の教官室に連れてこられた俺達は、一列に並んで正座させられていた。

「アタシは言ったはずだよな？　穂村の参加は認められないと。その理由も言ったはずだ。おまえら、あれがただのお題目だとでも思ってたのか？」

　高山先生の声はいつもよりずっと厳しく、握った拳が今にも落ちてきそうだ。

　当然だ。ゲンコツをもらっても、俺達は文句を言えない。

『本当にすみませんでした』

　練習したわけでもないのに全員の声が揃うと、さすがの先生も苦笑を漏らした。

「やれやれ。で、言い出しっぺは誰なんだ？」

　よし、ここは俺が名乗り出て、みんなの罪を少しでも軽くしよう。

　それが、しつけ隊の壁である俺の、今回の仕事だ。




『俺です

　わたしです

　あたしです

　私です

　僕です

　オレ様だ

　儂わしだ　　　』




　驚いて、俺はみんなの顔を見回してしまう。

　おいおい、なんでみんなまで……これじゃみんなの責任になるだろ。




『ほ、本当に――

　俺なんです

　わたしなんです

　あたしなんです

　私なんです

　僕なんです

　オレ様なのだ

　儂なのだ　　　』




　だから、なんでみんなまで名乗り出るんだよっ！

　呆れてみんなの顔を見ると、どうしてか全員似たような表情をしていた。

「はぁ……わかったよ。これ以上続けてもしかたねぇしな。おまえらの言い分に乗ってやろうじゃねえかよ。全員主犯！　それでいいな！」

　高山先生はまず、すずみを見すえた。

「当然のことながら、穂村は参加不可。花火大会が終わるまで謹きん慎しんだ。それから、また逃げようとされても敵かなわんからな、アタシが直じき々じきに監視役につこうじゃねーか」

　はぅ、とすずみは小さくため息を吐き、俺達に「ごめんね」と手を合わせた。

「つっても、快かい適てきな寮の中で謹慎もクソもねーからな。そうだな、学校で一番高たけぇ三年校舎の屋上で、冷たい夜風に当たりながら反省してもらおうか。あの場所なら、街全体を見渡せるくらい視界が開けてるからな。風も強いだろ」

　へ？　先生、それって……見晴らしが良いから、花火が見えるってこと？

　俺と同じ事を考えたのか、みんなも驚いた顔で先生を見上げている。

「な、ならばオレ様もすずみ様のお側そばに……って、ぐわぁっ！」

　高山先生のゲンコツが大地に振り下ろされた。

「バカタレ。おまえらは穂村とは違った罰ばつを受けてもらうんだよ。よく聞けおまえら、今から花火大会の会場まで行って、アタシのためにつまみを買ってこい。買い物リストは……これと、これと……それから、これもだな。全員で手分けして、それ全部買ってこい。金はあとでやるから、立て替かえとけ。それがおまえらの罰だ」

　差し出された紙を受け取ると、そこには走り書きで「たこ焼き」や「お好み焼き」とたくさんの出店メニューが書かれていた。

「花火大会の会場への使いっ走りが、罰ですか」

「そうだ。不満か、白石？」

「い、いいえ。そんなことは」

　受け取ったリストを確認すると、定番から変わり種だねまで、ほとんど出店の食べ物全部って感じだ。それも全部二人分。

　……つまりこれ、高山先生とすずみの分、ってことだよな。

「先生……これを全部買うとなると、けっこう時間がかかりそうですけど」

「だろうな。だが、何時間掛かってでも全部買ってこい。それこそ、花火大会が終わるまでかかっても、だ。あくまで、これは罰なんだからな」

『高山先生ぇ……』

　つまり先生は、当初の予定通り俺達だけでも行ってこい、って言ってるんだ。

　高山先生の心遣いに触れ、俺達はただ先生の顔を見つめるしか出来なかった。

「な、なんだよ、その目は。いいから、おまえらさっさと霧生ん家の車に乗れ。早くしねぇと花火が終わって、店が全部閉まっちまうだろうが」

　シッシと俺達に手を振る高山先生は、少しだけ頰が赤かった。

「す、すばらしいです高山先生っ！　あなたは教育者の鑑かがみ、理想像です！　感動です、感激です、感涙ですぅ～っ……お、お姉様と呼ばせてくださいませ」

　突然、それまで黙っていた小雨さんが立ち上がり、高山先生に抱きついた。

「うわっ？　い、いきなり何しやがる？　おい霧生、おまえの姉はなんなんだ！」

「……大丈夫です、高山先生。姉さんは、ちょっと女性に興味があるだけです」

「全然大丈夫じゃねえだろうがっ！　こいつ、離れろっ！」




　しばし後のち、なんとか小雨さんを高山先生から引っぺがした俺達は、車に乗り込み、すずみを学校に残して花火大会会場へと向かうことになった。

「じゃあ、みんなはお買い物楽しんできてね？　あ、そうだお土産！　先生のリストにはなかったんだけど、たまに売ってる……あれだよ！　名前わかんないけど、ウィンナーをカタツムリみたいに巻いたやつ、アレもあったら買ってきて！　約束だよ！」

　別れる間際、すずみは笑顔で俺達に手を振っていた。

　残りたくなかった、と言えばうそになる。でも、協力してくれた小雨さんや、それでも行けって言ってくれた高山先生の心遣いまで無駄にはできない。

　それに、本当はわかってるんだ。

　すずみは、俺達が楽しんでくることを本当に望んでること。

　仮に、俺や蓮華が「やっぱり止めよう」なんて言ったら、結局はすずみに責任を押し付けることになってしまうことも。

　だから、こうなったら楽しんで帰ってくることが、俺がすずみにしてやれることなんじゃないか、そう思うことにした。

　あとはまぁ、食べきれないくらいの土産を買ってきてやらないとな。




　　　　　◆




「これは、聞きしに勝まさる盛せい況きようぶりだな」

　ひしめき合う人波に気け圧おされたように、白刃さんが小さくつぶやいた。

　俺達が学校を出てから三十分ほど。空は少しずつ暗くなり始めている。

　花火大会の会場である河か川せん敷じきには多くの出店が立ち並び、その間をたくさんのお客さんが歩き回っている。まだ出店ゾーンの入り口なのに、すさまじい熱気だ。

「富ふ士じにはこういうお祭りってないの？」

「無論あるとも。だが、富士はさほど人口が多くはないからな。これほどの人出があることなど、そうそうないのだ」

　俺に答えつつも、白刃さんの視線はあちらこちらの出店に流れている。その表情はお祭りに連れてきてもらった子供の瞳そのもので、こっちは優しい気分になる。

「何か買ったら？　お金持ってるでしょ？」

「そ、そうか。だが、いったいどこから行くのが正解なのだ？」

「そんなの、白刃さんの気になる場所から行けばいいんだよ」

　俺達がそんなことをしていると、後ろからシャツの裾を引っ張られた。

「……お楽しみ中、ごめんなさい。先生の買い物リスト、分ぶん担たんを決めよう」

　霧生さんは俺達を見つめ、手に持ったメモ用紙をぴらぴらさせた。

「あ、そだっけ」「すまぬ、浮かれておった」

　霧生さんの言う通り、会場に向かう車の中で、リストの品全てを効こう率りつよく揃えるため、男女一人ずつの三チームに分かれようということになっていたのだ。

　川のように流れる人波を避け、俺達六人は会場から少し離れた。

「……じゃあ、一人一本、持って」

　くじ引きの方法はとてもシンプル。ただ同じ色のくじを引いた者同士がペアだ。

　ティッシュで作ったこよりの端に、マジックで黄、水、黒を塗ぬった即そく席せきくじ。

　俺が左手に男子側の三本、霧生さんは女子側の三本を持ち、引き抜かれるのを待つ。

「せーのっ」

　荒気の合図で、全員が一本ずつくじを引き抜いた。




　　　　　◆




「残念だったわね、白刃とペアじゃなくて」

　一、二歩遅れてついてくる蓮華が、ちょっとトゲのある言葉を吐いた。

　どうにも、さっき二人で話していたのがお気に召めさなかったらしい。

「まぁくじの結果だし、文句はないよ」

「ふん、どうだか」

　くじ引きの結果、できたペアは俺と蓮華、荒気と霧生さん、大地と白刃さんだ。

　若干、最後のペアに不安があるけど……まぁ、最近はそれほど衝しよう突とつしてはいないし、上手くやってくれると信じよう。

「ホントだよ。蓮華とペアって十分うれしいから」

「っ！　あ、あんたって男は、またサラッとそういうことを」

　蓮華の頰が、一目でわかるほど赤く染まる。

「いや、本音なんだけど。それとも、蓮華は俺とじゃつまらない？」

「べ、別にそういうわけじゃ……きゃっ？」

　不意に蓮華がつまずき、前に倒れそうになる。

「危ねっ」

　ポスンと軽い音を立てて、蓮華が俺の腕に収まった。ふぅ、やれやれ。

　とっさのことだったけど、案外体は動いてくれるもんだ。

「わわっ」

　蓮華が慌てたように俺から離れる。

　転びかけて恥ずかしかったのか、蓮華の顔は耳まで真っ赤になっていた。

「大丈夫か、蓮華？　足とかくじいてない？」

「あ、う、うん。多分。ちょっと、肩貸して」

　俺の肩に手を置いた蓮華は、足首を何度か回して頷いた。

「大丈夫そうね。けど、やっぱり浴衣と下げ駄たって歩きにくいわ」

「あぁ、それでさっきから歩きにくそうにしてたんだ」

　言われてみれば、当たり前だよな。見た感じでも、足が前に出しにくそうだもん。

「そうだ、手をつないで歩こう。それなら、転んでもすぐ支えられるし」

「へ？　手を、って……え、えぇっ？　ちょ、ちょっと、なんでいきなり……」

「いや、だって危ないだろ？　現にさっき転びかけたし。いいから、ほら」

　照れがあるのか、なかなか頷かない蓮華の右手を、半なかば強引に取る。

　思ったよりも小さく、柔らかな蓮華の手。手のひらから伝わる体温が心地よい。

「あ……」

　小さく蓮華が声を漏らし、掌の動きで緊張したのがわかる。

　けど、蓮華は俺の手を振り払ったりはしなかった。これはＯＫってことかな。

「じゃ、行こうか。まずは近くのリンゴ飴あめからかな？」

　手を引く蓮華の歩調に合わせるように、十分注意しながら歩く。

　こうしていると、なんだかすずみと一緒に歩いた夏祭りを思い出す。

　すずみは放っておくとすぐに迷子になったり、転んだりするから、危なっかしくていつも俺が手を引いて歩いていたのだ。

「……鋼平、あんた手をつないで歩くの、慣れてない？」

　不審げな声と視線を感じ、俺は軽く頷いた。

「まぁね、昔からよくすずみと手をつないでたたたたっ！　い、痛いな、なんでいきなり握り潰しにかかってんだよ？」

「ふんっ、別にぃ。ちょっとあんたの耐久度をチェックしてやったのよ」

「いらないよ、そんなチェック」

　不満げに見返してやると、蓮華はくすっと噴ふき出だした。




　　　　　◆




　俺と蓮華は割り当て分の買い物を済すませ、みんなで決めた集合場所に戻った。

　集合場所は、出店の並んだ河川敷からちょっと上流、九頭龍川に架かる橋の下。

　会場から歩いて五分ほどの場所だけど、ここまで来ると公園整備されておらず、河川敷も狭いため、花火大会の時でもあまり人が来ない穴場だ。

　橋というわかりやすい目印でもあるため、地元民はよくはぐれた場合の集合場所に使っていた。しかし、今は俺達以外の人影はなかった。

「所要時間、一時間十五分……案外早く買えちゃったわね」

　蓮華が戦利品の詰まったビニール袋を掲げ、ふぅと一息。

　疲れたのか、蓮華は橋の基き礎そに腰掛け、下駄を脱ぬいで足をぷらぷらさせていた。

「それはほら、俺という百戦錬れん磨まの地元民がいたからこそでしょ」

「百戦錬磨の地元民？　ぷっ……なによそれ？」

　明るい笑い声が、頭上を覆おおうコンクリートの橋はし桁げたに反響する。

「楽しそうだな？」

「そうね、楽しいわよ。……うん、ホントに、あたしはすごく楽しかった」

　少しだけ声のトーンが下がり、次いで蓮華は「はぁ……」とため息を漏らした。

「おいおい。なんで『楽しかった』の後にため息がくるんだよ？」

「そんなの、決まってるでしょ？　あたしだけ楽しんで、なんか悪いなって」

　ハッキリと口にしなかったけど、蓮華はすずみを気にしてるようだ。

「気にしなくて大丈夫だって。あいつも楽しんでこい、って言ってただろ？」

　俺の答えが不満だったのか、蓮華はジトッと俺を見つめた。

「あんたって、ホントにデリカシーに欠かけるわよね。いい？　人はね、思ったこと全部言うとは限らないし、言ったことだって全部本音とは限らないのよ。少しは言葉の裏を読もうとか、相手の態度から感じようとか、そういう努力をしなさいよ」

　子供に諭さとす親のように、蓮華は言った。

「はいはい、努力しまーす」

「こら、『はい』は一回」

「はーい」

「うん、よろしい」

　クスクスと蓮華は笑った。……うん、やっぱり笑顔の蓮華はすごくかわいい。

　デリカシーがない、とか言われたけど、実はさっきから「人ひと気けのない場所」で蓮華と「二人きり」というこの状況に、ものすごく裏読みが進行してるんだけどね。

　でも、蓮華は俺と二人きりの状況に、何も感じないんだろうか？

　ちょっと前は、俺を意識してるのかなと勘違いするくらい態度が変だったのに、ここ数日は元に戻ってるような気がする。

　やっぱり、あれは俺の思春期妄想だったのかな。

「な、何よ、さっきから人の顔をジーッと見て」

「え？　あ、いやその……」

　いかん、いつの間にかジッと見つめていたらしい。

　あわてて取とり繕つくろおうにも、なんだか言葉が出てこない。

　まさか「蓮華は俺が好きなのか考えていた」なんて言えないわけで……どうしよ、どうしたらいいんだ、この空気？　なんでもいいから、間を作るな！

「ただその、二人っきりだなって、思ってさ」

　って、何を言ってるんだ俺はっ！

「えっ!?　あ、う……そ、そうね」

　蓮華が両目をまん丸に見開いて、見る間に耳まで真っ赤になった。

　あぁもう、俺は何を言ってるのさ？　頭を抱えたくなるほどの自爆だ。

　後悔しても、言ってしまった言葉は戻らない。顔の熱さからすると、俺の顔も蓮華に負けないくらい真っ赤になっているはずだ。

　……でも、蓮華から目をそらせない。何故か、蓮華も視線を外さない。

　せめて蓮華が「スケベ！」とか怒って殴なぐってくれれば、この謎の緊張感から解放されたかもしれない。でも、蓮華は俺を殴るどころか身動き一つしなかった。

　見つめ合う形になってしまってから、何秒経ったのか。

　何か言わなきゃと、何度目かに言葉を探し始めた時……。




　ボンッ……ヒュルルルルルルル……ドオォ――――――ンッ！




「「あ」」

　花火の轟ごう音おんが、薄暗い河川敷に響き渡った。

　ごく自然ににらみ合いが終わり、俺達は爆発音に震える夜空を見上げる。

　橋で少し上を仕切られた夜空に、大輪の花火が輝いていた。

「始まったんだ！」

　蓮華が歓声を上げ、橋の下から駆け出していく。

　気持ちはわかる。近くで聞く花火の音って、否いや応おうなくテンションが上がる。

　続けていくつも発はつ破ぱ音おんが鳴り響き、空へ次々と花火が打ち上がっていく。

「わぁ……きれ――いっ！　すごいね鋼平！　花火が近いっ！」

　空を見上げたまま、蓮華が楽しげな顔で俺の袖を引っぱり、ほらほらと打ち上がる花火を指さす。体勢的に蓮華は俺に寄より添そう形なんだけど、気付いてないのかな？

「また上がった！　……うわぁー、ねぇ今の見た？　すっごくキレイじゃない？」

　うれしそうに空を指して、蓮華の明るい笑顔がこちらを向く。

　なんだかその表情は子供みたいで、こっちも頰が緩んでしまう。

「あぁ、今のでっかかったな。キレイだったし、音もすげぇ」

「うんっ、音すっごいわよね。体にドーンッてくるもん。すごーい」

　俺の返事に満足したのか、蓮華は再び空を見上げる。

　今日の蓮華はホントに子供みたいで、いつもとは違う意味でかわいいって感じる。

「音が体にくるってのはわかるなぁ。でも、会場だともっとすごいぞ。なんつーか、全身にバーンッて当たってくる感じだもん」

「そうなんだ？　あたしの実家の近くだと、あんまり大きな花火大会なかったから、このくらい近くで見るのも初めてなんだけど……もっとすごいの？」

「うん、この何倍も。あぁ、おまえの電撃くらいすごいぞ」

「あはは、そうなんだ。じゃあ、試ためしにここで撃ってもいいかしら？」

　笑顔のまま、蓮華は全身から放電してみせる。

　暗いところで見るとキレイだけど、今は火花よりも花火を楽しみたいな。

「噓です、ごめんなさい。勘かん弁べんしてくれませんか」

　両手を合わせて謝ると、蓮華は「バーカ」と明るく笑った。

　良かった、機嫌が良いみたいで助かった。

　それにしても、本当に今日の蓮華は表情がクルクルとよく変わる。

　こうやって軽口にも付き合ってくれるし、自然に近くに立っていられる。

　一言で言えば、蓮華と一緒にいるのはすごく居心地がよい。

　――そう、まるですずみと一緒にいる時みたいに。




　ヒュルルル～～……ドドドォオオオ――――ンッ！




　一際大きな音が響き、それに相応ふさわしい大輪の花が咲く。

　色とりどりの光の粒が、暗い夜空を鮮あざやかに舞った。

「うわ、すごいっ！　なに今の？　あんなに何色も出せるの？」

　また袖を強く引かれる。たしかに、今のはすごかった。

「あぁ、あれならすずみにも見えたかなぁ？」

「え？　…………あ、そ、そうね」

　花火って障害物がないとかなり遠くまで見えるし、今のも見えているだろう。

　……あぁ、あいつも今頃一人でわーわー言ってるんだろうな。

　昔っから、こういう派は手でな行事大好きだったしなぁ。

　今回も強がっちゃいたけど、置いてけぼりで相当残念がってるんだろう。

「あいつも連れてきてやりたかったな」

　思わずフッとため息が漏れた。さっきは蓮華に「気にしなくていい」なんて言ったくせに、本当は自分が一番気にしていたみたいだ。

「……うん。そうね」

　ずっと引っ張られていたシャツの袖が、不意にスッと軽くなった。

　砂じや利りを踏む音を鳴らし、蓮華が一歩離れる。

「やっぱり、すずみんのこと気になるんだ？」

「まぁね。ほら、普段近くでさわいでる奴がいないと、なんか物足りないって感じることってあるだろ？　今まさに、そんな感じだよ」

　こんなことをあいつの近くで言ったら、さぞかし顔を真っ赤にして怒るだろうな。

　想像したらバッチリ画えが浮かんで、苦笑いが漏れた。

「――ねぇ。ホントに、それだけ？」

「は？」

　視線を上げると、蓮華は花火に背を向け、まっすぐ俺を見ていた。

　何故か、蓮華の視線にギクリとした。

　ドーンと、また一つ大きな花火が空に上がる。

　花火を背に立つ蓮華は少し真剣な表情に見えた。

「すずみんが気になるって、ホントにそれだけの理由なの？」

　俺が何も言えずにいると、蓮華は小さくため息を吐いた。

「鋼平、ひとつ聞いても、いい？」

　どうしてだろう、鼓動がどんどん大きくなっていく。

「あ、うん。何？」

　俺が頷くと、蓮華は一瞬視線を下に向け、小さく頷いた。

「すずみんのこと。前に、あんた言ってたわよね。すずみんが好きだ、って。家族みたいなもんだから、当たり前だろって。この間は、ただ一緒にいたい、とも言ってたわよね。すずみんを抑おさえるためとか、そんなこと関係ないって」

　蓮華の視線は再び俺を捉え、その瞳から決意のようなものを感じた。

「でも、それってさ……その好きとか、一緒にいたいって気持ちはさ、本当に、あんたが言ってるみたいな、家族として、なの？　幼馴染みとしてなの？」

　胸が早はや鐘がねのように鳴る。どうしようもなく、喉のどが渇かわく。

　蓮華はいったい、俺に何を答えさせようとしてるんだ？

　……いや、俺、本当はわかってるのかな。

　蓮華が聞こうとしていることも、俺の答えも。

　だから、こんなに心臓がうるさく鳴っているのかな。

「お願い、答えて」

　まっすぐすぎる蓮華の視線に、俺は知らず背筋を伸ばした。

　ゴクリと生なま唾つばを飲み、少しだけ喉を潤うるおす。

　何と答えようとしているのか、俺自身よくわからない。でも、きっと今から口に出す言葉が、俺がはっきり言葉にしたことのない、俺の本心なんだろう。

「お、俺は……」




　プルルルルルルッ！




「「っ!?」」

　不意に鳴り響く電子音に、俺達は同時にビクッと身を震わせた。

「あわわ、ど、どこだっけ？　ケータイ……ケータイっとぉ」

　あわててポケットをまさぐると、ズボンの右ポケットから音の主を発見した。

「び、ビックリした。あんた、まだそれ持ってたの？」

　蓮華は驚いた顔で胸を押さえていた。

「うん、あの後も緊急連絡用に持ってろって高山先生が……って、その先生からだ」

「え？」

　いったい何事だろう？　オロチ事件以来、さっぱり鳴ることのなかった携帯電話だってのに、このタイミングで……まさか、すずみの身に何かあったのか？

　蓮華と目で頷き合い、俺は慎しん重ちように通話ボタンを押した。

「も、もしもし、高山先生？」




『ぶっぶーっ！　残念でした、ハズレで～～す』




　受話器から漏れたお気楽な声に、両りよう膝ひざがガクッと折れかけた。

「すずみ、か……」

　俺が何とか声をしぼり出すと、蓮華が「え？」って顔をした。

『えっへへぇ～～、やっほーこうちゃん、すっずみーだよ～』

　ケラケラと、すずみの笑い声が電話口から聞こえた。テンション高いな、おい。

「何か用か？　つか、そもそもなんで高山先生の電話使ってるんだ？」

『そんなの、借りたからに決まってるよ。えへへ、でもさっきのこうちゃん、面白かったよ。おっかなビックリって感じの声で「も、もしもし」ってさ。……あっ、ひょっとして、先生から悪いお知らせとか思っちゃった？　ビックリさせちゃった？』

　は、腹立つ……。この野郎、人が心配してやったのに。

「用がないなら切るぞ」

『あぁん、待って待って、用はあるから。ねね、ちょっとお話ししようよぉ』

　甘ったれた声に、ため息混じりの苦笑が浮かぶ。

「話？　話ったって、わざわざ電話で話さなくてもいいだろ？」

『ぶーぶーっ、今じゃなきゃ話せないことだってあるでしょ！　ほら、空を見てよ』

「空ぁ？」

　ドドォ――ンッ！

　言われるままに空を見ると、ちょうど花火が上がった瞬間だった。

「おぉ……」

『たーまや――っ！』

　俺の感嘆にかぶせるように、すずみの大きな声が届く。

「あぁ、なるほど。話しながら花火を見ようってことね」

『えへへー、正解。さすがこうちゃん、「すずみんソムリエ」の称号は伊だ達てじゃないね』

「いや、違うし。そんな称号いらないし」

『ぶーっ！　ノリ悪いぞーっ……と、今のすごいっ！　特大の三連発っ！』

「おおぉ――っ」

　大きな花火は空に輝き、風を震わせ、不満げな声を歓かん声せいに変える。

　リアルタイムの反応。それが同じものを見ていることを実感させる。

『すごいね、こうちゃん。文明の利器だね。今いる場所は違うけど、同じものを同時に見てて、こうしてお話もできるんだよ』

「そうだな」

　こうしていると、本当にすずみと一緒に見てるみたいだ。

　そう考えただけで、自然と自分の頰が緩んでいくのがわかった。

『うんうん、たとえ遠くに離れていても、見上げる空はつながっているんだねぇ』

「何言ってんだおまえ？」

『あーっ！　こうちゃんってば、またそうやって人の詩情をバカにする！　優しさもデリカシーも足りないぞ、こら――っ！』

　電話越しでも、不満顔が見えてきそうなすずみの声。

「ぷっ……同じ事言われてるわよ」

「うるさいな」

　間近で聞いていた蓮華がニヤニヤと笑っていた。……そんなにデリカシーないかな。

『あっ、蓮華ちゃん近くにいるの？　代わって代わって！』

「へいへい。蓮華、代わってくれってさ」

　俺が電話を差し出すと、蓮華はちょっと驚いた顔で受け取った。

「ありがと。――もしもし、すずみん？　はいはい、聞こえてるわよ。やっほー」












　一瞬神妙な顔をしていた蓮華だったけど、それもすぐ苦笑いに変わる。

　あいつには、誰でも笑顔にしてしまう謎のパワーがあるみたいだ。




　それからしばらく、俺達は電話越しの花火観賞を続けた。

　俺と蓮華は代わる代わる携帯電話を持ち、空を見上げて花火の感想を言い合い、たまに全く無関係なバカ話をする。

　それはとても心地よい三人の時間だった。

　だけど、そんな時間にも終わりは来る。

　何度目かに俺が電話を受け取った時、突然ピピピッと電子音が鳴った。

「あ、バッテリーがやばい」

　気付けば、携帯電話のバッテリー表示は残りわずかになっていた。

　しまったな、そういえば昨日は充電した覚えがない。

「悪いすずみ、花火はまだ続くけど、一緒に見れるのはここまでだな。これ一応緊急連絡用だからさ、バッテリー使い切るわけにもいかないし」

『えぇ～～？　じゃあ、お開き？』

　すずみは不満の声を出したものの、すぐに『仕方ないかぁ』とため息を吐いた。

『それじゃこうちゃん、名残なごり惜おしいけど、また後でね』

「おう、また後で」

『うん！　……あ、そーだ。こうちゃん、蓮華ちゃんと二人っきりだからってぇ、変なことしちゃダメだよ？』

　にひひ、といやらしい笑いが耳をついた。

「何言ってんだ、バーカ」

『うわ、最後の最後でバカ呼ばわりだ。こうちゃん、ひど――』

　最後まで言わせず、俺は電話を切った。

　あいつめ、余計なことを。また意識しちゃうだろうが。

「なんで最後にバカが出るわけ？」

「いや、別に」

　訝いぶかしげな蓮華の顔はまだ近くて、俺は視線を空へ向けた。

　深々とため息が漏れる。さっきまで高鳴っていた胸は、もう落ち着いていた。

　うやむやになってしまった、蓮華に対する答えは、どこへ行ったんだろうか。

　今すぐあの続きを口にしろと言われても、できないような気がした。

　ドォ――ン……

　空へ花火は上がり続けているものの、ペースは落ち着いている。

　花火の予定時間はあと二十分ほどで、花火大会も終しゆう盤ばんだ。

「そういえば、みんな遅いな」

「そうね。いったい何してるのかしら？」

　視線をざっと巡めぐらしてみても、付ふ近きんにみんなの姿はない。

　堤てい防ぼうの上を歩いてくれば、この場所からなら見える。

　それでも姿がないってことは、まだ会場の方にいるってことなんだろうか。

「あっちはあっちで、楽しんでるんじゃない？　案外、白刃さんがすごく盛り上がって、大地を連れ回したりしてな」

「あはは、あるかもね。あの子って変なトコ子供っぽいし、金魚すくいとか射しや的てきとか、そういうので熱くなってたりするかも。大地も張り合っちゃってさ」

「あぁ、それありそう。お互いどっちが勝つかで大もめとかね。……つまり、出店で富士と日本の軍事的衝突が起きてるわけだ。平和だなぁ」

　二人で予想を出し合ってみると、白刃さんと大地が勝負を繰り広げている光景がリアルに浮かんできて、失礼ながらちょっと笑えた。

「あ、じゃあもしかしてさ、大地も――」

　白刃さん対大地の出店対決予想は意外に盛り上がり、しばらく続いた。

　場の雰囲気なのか、くだらない予想やらありえない予想がポンポン出て、お互い「ありそー」だとか「ないない」とか、ケラケラと笑い合う。

「はぁー……ちょっとタイム。笑いすぎたわ」

「あぁ、そだな。もし二人に聞かれたら、俺達かなり怒られるんじゃないの？」

「言い出しっぺはあんたなんだから、その場合はお願いね」

　頼むぞ、ってな感じで肩がポンポンと叩かれた。

「あ、ずるいぞ。半分はそっちの責任だからな」

　お互い相手をにらみつけ、俺達は同時に噴き出した。

　またしばらく笑い合っているうち、




　ドドドドドドォォ――――――ン！




　一際大きな花火の音が、いくつもいくつも連なった。

「「おおおぉぉ――――っ！」」

　花火大会最後の見せ場、スターマインだ。

　大型も小型も、派手に弾けるものも、鮮やかな光を引くものも――。

　多種多様の花火が多数、短時間のうちに舞い上がる光景は、これまで以上に華やかで豪ごう快かいで、音も光も圧倒的。

　スターマインが終わるまでの数分間、俺達はその光景に圧倒され続けた。

　一度だけ窺うかがった蓮華の瞳は花火を照り返し、キラキラと輝いていた。




　　　　　◆




「……すごかったわね」

「あぁ、ホントにすごかったな」

　俺と蓮華は二人揃ってため息を吐いた。

　全ての花火が打ち終わり、残ざん光こうすらも夜空に溶とけた。

　終わってしまえば、空には花火の痕こん跡せきなんて何も残っていない。

　でも、耳にはまだ残響が残っている気がするし、花火を見たっていうたしかな記憶が、胸に刻まれてもいる。だからなのか、まだ俺の心臓はドキドキしていた。

「終わっちゃったけど、みんな来ないわね」

　蓮華が堤防を見上げたが、会場からここに続く道には誰の姿もない。

「う～ん……もし駅に戻る人の流れに巻き込まれたんなら、しばらく来ないかもな。あれ、毎年警察が出るくらい混乱するし」

　俺が首を傾げると、蓮華は「うげ」と小さくうめいた。

「じゃあ、どうする？　ここで待つの？」

「ん～……ちょっと会場の方まで歩いてみよう。ここに来るのは一本道だから、たぶん入れ違いにはならないだろうし」

「うん、そうね。了解」

　蓮華が小さく頷いたので、俺は歩き出した。向かうは堤防上への階段。

　ここのような大型河川の堤防ってのは、ちょっとした急きゆう斜しや面めんである。

　俺みたいなラフな服装なら堤防を直接上ることも出来るけど、蓮華は平地でも不安定な浴衣＋下駄の夏祭り仕様だ。とてもじゃないが、危なくてそんなことさせられない。

　少し離れた場所の階段を目指すには、足下の悪い河原を歩く必要がある。

「じゃ、行こうか」

　だから俺は自然に右手を差し出し、

「あ、う、うん」

　蓮華はぎこちなく、俺の手を取った。

　キュッと握られた手の温かさに、また俺の頰が熱くなった。

　でも、どこか最初のドキドキとは違う気がした。

　ちらりと肩越しに振り返ると、蓮華はうつむいたまま歩いている。

『蓮華ちゃんと二人っきりだからってぇ、変なことしちゃダメだよ？』

　突然思い出したすずみの言葉に、苦笑いが浮かぶ。

「しねーよ、バカ」

　すずみめ、帰ったらリンゴ飴を無理矢理口に押し込んでやる。

「へ？　なに？」

　聞き取れなかったのだろう。訝しげな蓮華に、「なんでもない」と答えておいた。

　すうぅ、はぁあぁ……。

　不意に後ろから深呼吸が聞こえ、右手がクッと引っ張られる。

「ん？　どうかしたのか？」

「ごめん、ちょっと待って」

　振り向くと、蓮華は俺の手を取ったまま立ち止まっていた。

　かすかだけど、握られた手が震えている。

　うつむいたままで顔はよく見えないが、気分でも悪いんだろうか？

「どうした？　気分でも悪いのか？　あ、それとも足くじいたとか？」

「ううん、そうじゃない。……そういうんじゃないから、心配しないで。……でも、ごめん、ちょっとだけ時間、ちょうだい」

「あ、あぁ。わかった」

　心配するなと言われても、ちょっと無理がある。

　手はどんどん震えてくるし、肩で息してるしで、明らかに普通じゃない。

　大丈夫なのかと顔をのぞき込もうとしたところ、

「――よしっ」

　一つ大きく頷いて、蓮華はキッと俺を見上げた。

　口をギュッと一いち文もん字じに結び、左手は俺の右手を痛いほど握っている。

　そして、俺をまっすぐ見すえる瞳からは、何か強い決意が見て取れた。

「鋼平、聞いて。あたし、あんたに話したいことがあるの」

「え、あぁ、うん。何？」

　なんだろう？　決けつ然ぜんとした表情に反して、その声は弱々しい。

　顔だけ見たら、いきなり殴られるんじゃないかって勢いなのに。

「うん、そのぉ……えぇっとぉ～～……あの、ね？　ちょ、ちょっとタイム。はぁふぅ……あぁもうっ、なんで出てこないかなぁ……うぅぅ～～～～っ」

　出てこないって何が？　必殺技？

「れ、蓮華？　なんかよくわからんけど、落ち着けよ」

「お、落ち着けるわけないでしょっ！　あたしは……って、はぅぅ」

　嚙みつく勢いで怒ど鳴なりかけ、急にまた小さくなる蓮華。

　本当に、いったいなんなんだ？　うかつに話しかけたら危険そうだしなぁ。

　右手をガッチリ握られているので距離も取れない。俺は最大限右手を伸ばし、もしかしたら来るかもしれない必殺技に備そなえた。

　すぅううぅっ！　と、大きな呼吸音が河原に響いた。

「決めたっ！　言うっ！　今度こそ、絶対に言うから！　――鋼平っ！」

　また勢い良く顔が上がり、ポニーテールがシッポのように振られる。

「は、はい。なんでしょうか」

「あたしは――」

　プルルルルルルルッ！　プルルルルルルルッ！

「――って、なんでよぉおお――――っ!?」

　蓮華は頭を抱えてのけ反り、次いでガックリ膝を折った。

「えっとあの、出てもいい、かな？」

　恐るおそる尋ねると、蓮華からは「どうぞぉ」と涙声が返った。

　うわぁ、なんだかわかんないけど、すごい罪悪感だ。俺のせいじゃないけど。

　バッテリーが残り少ないことは、すずみに伝えたはずなんだけど……あぁ、花火が終わったから早く帰って来いってことかな。

「……それにしても、最悪に間が悪い。ちょっと、貸して」

　ひょいと横合いから出てきた霧生さんの手に、携帯電話が奪われた。

「……高山先生でも、許せない。今のは、恋愛の神に対する、冒ぼう瀆とく。断固、抗議する」

「いやいや、何もそこまで言わなくても――って」




「「霧生さん、どうして君がここにいるのさ!?

　　霧生、なんであんたがここにいるのよっ!?」」




　俺達の視線を受け止め、霧生さんは敢かん然ぜんと言い放った。

「……今は、そんな些さ細さいなこと、どうでもいい！」

「よくないわよっ！　って、あぁっ！　あ、あんた、まさか、盗み聞きして――」

　ピッ。

「……もしもし、高山先生？　もう少し、電話のタイミングを考えてください」

「人の話を聞きなさいよ、コラァ――ッ！」

　霧生さんに飛びかかろうとした蓮華の腕を、俺と荒気が同時に引いた。

「蓮華、ちょっと落ち着けって」「まぁまぁ、白石くんの言う通りですよ」

　――って、




「「だからどうしているんだよっ！

　　なんであんたまでいるのよっ！」」




　しれっと現れた荒気をにらむと、こいつは「まぁまぁ」といつものさわやかスマイルで、俺達をなだめるように両手を振った。……いや、全然落ち着けないから。

　こうなると、もう完全に覗き＆盗み聞きしてやがったな。

　くそう、白刃さん達の行動は予想しても、こっちの二人を考えなかったのはうかつだった。ちょっと考えれば、あっさりわかりそうなもんなのに。

「あはは、僕は一応止めたんですよ？　『さすがに悪いですよ』って」

「でも結局来てるじゃねーか」

「すみません。僕も自分の好奇心には噓がつけない性た質ちでして」

「荒気ぃい、あんたねぇえ……」

　ビリビリと放電を繰り返す蓮華から、荒気はひょいっと離れる。

　待てよ、この分だと、あとの二人もどっかにいるんじゃないだろうな？

「あぁ、刀塚野さんと大地くんなら来ませんよ？　お二人はお祭りでだいぶお疲れだったようなので、荷物ともども、先に車へ戻ってもらいました。何やら勝負がどうのと言っておられましたけど、たぶん、今頃仲良く眠ってるんじゃないですか？」

　荒気はやれやれ、って感じで肩をすくめた。

「へぇ、本当にそんな感じだったのか」

「ある意味、全員予想通りの行動をしたわけね」

　蓮華がため息を吐くと、荒気は「そうですね」と笑った。

「それは鳴神さんも含ふくめて、ってことですよね？　……うん。もう一息、でしたね」

「……っ！　う、うるさいっ！」

　つかみかかった蓮華の手を、荒気はいとも簡単にかわした。

「あらら、ずいぶん浴衣に慣れましたね？　もう転ぶ心配はいりませんね」

「あ、あんたはいったい、どっから見てたのよ――っ？」

　叫ぶ蓮華に、申し訳ないけど俺も笑ってしまった。

　なんだかんだで、みんなが集まると楽しいんだよな。

　蓮華には悪いけど、俺はそんなことを思っていた。

　その時、少し冷たい誰かの手が、俺の右手を引っ張った。

「……白石、くん」

　その手の主は霧生さんで、彼女は真剣な眼差しで俺を見すえていた。

　霧生さんの右手には携帯電話が握られていて、その手は震えているようだった。

　イヤな予感がする。

「どうしたの霧生さん？　さっきの電話、なんだったの？」

　聞き返す俺の声も、思わず大きなものになってしまったけど、答えがない。

　それが聞こえたのだろう。蓮華と荒気も近くに戻ってきた。

　みんなが見守る中、霧生さんがようやく口を開いた。




「……すぐに、学校に戻ろう。穂村さんが、暴走したって」










　　　第四章　伝える、想い







　俺おれ達たちが急いで学校に戻った時、もう時計は十時手前を示していた。

　霧きりゆ生う家けのリムジンが完全に停とまるのも待たずに降りると、俺達はまっすぐ寮の医務室へ、ほとんど全力疾しつ走そうで向かった。

　そこに、すずみが運び込まれたと聞いたから。




「おう、遅かったな」

　大急ぎで部屋に入ると、高たか山やま先生が迎えてくれた。

「先生、すずみはっ？」

　詰つめ寄よる俺の顔は相そう当とう引ひきつっていたようで、高山先生は苦笑いした。

「白しら石いし、ちょっと落ち着け。穂ほ村むらなら、そっちで寝てるよ」

「す、すみません」

「なぁに、かまわんさ。落ち着いてもいられんだろ」

　高山先生は笑って俺の肩を抱だき、ベッドを囲かこっている真まっ白しろなカーテンを開いた。

「……すずみ」

　ベッドの上で、すずみはすぅすぅと寝息を立てていた。

　パッと見たところ、寝顔にも体にも、特別大きなケガをしている様子はない。

「穂村は無事だよ。まぁ、たんこぶくらいはできたかもしれねぇけどな」

　先生の言葉を聞いて、自分の全身から力が抜けていくのがわかった。

「おっと。へたり込むなら、こっちでな」

　高山先生は俺を軽く支ささえると、ベッドのすぐ横に置かれたイスに座らせてくれた。

「うぅ、先生、何度もすみません」

「いいってことよ」

　背中をペンッと叩いた高山先生の笑顔が、とても男前に見えた。

「でも、ホントに無事でよかった」

　眠るすずみの額に、そっと手を当てる。うん、ちゃんと温かい。

　俺が安あん堵どのため息を吐くと、大おお竹たけさんが笑ってくれた。

　あぁ、すぐ近くにいた大竹さんにも気付かないなんて……余よ裕ゆうないなぁ。

「大丈夫ですよ、鋼こう平へいくん。すずみさんは健康そのものです。まぁ、着ていた浴衣ゆかたはちょちょっと燃えちゃいましたけどね」

　たしかに、すずみの服装は浴衣から部屋着に変わっていて、せっかく結ゆってもらった髪も、いつもと同じ無む造ぞう作さヘアに戻っていた。

「すずみん、無事なんだ」「すずみ様ぁ」「ふぅ、大丈夫みたいですね」「……よかった」

　後から来たみんなも、それぞれに胸をなで下ろしているようだった。

「それで高山先生、すずみ殿どのはいつ、どのようにして暴走を？」

　白しら刃はさんは高山先生を見すえ、落ち着いた声で尋たずねる。

　大おお慌あわてだった帰りの車中でも、俺達の中で白刃さんだけは冷静だったっけ。

　普段は頼たよりなく見えるのに、こういう時に落ち着けるんだから、すごいよ。

「そうだな、まずはそこから説明すっか」

　高山先生の説明は簡かん潔けつだった。

　まず、俺達との電話を切ったあと、しばらくして突然すずみが暴走したこと。

　暴走の原因は、おそらく肉食衝動によるもの。

「お腹なか空すいた」を連れん呼こしていたことから、ほぼ間違いないらしい。

「でも、なんでいきなり？　あたし達と話してた時は、全然そんな様子なかったのに」

　蓮れん華げが信じられないって顔で高山先生を見た。

「そうだな、アタシもビックリしたよ。ホントに、いきなりプッツンって感じだ」

　肩をすくめた先生のシャツの袖そでに、少しだけ焦こげ跡あとが見えた。

　……そうだよ、高山先生の方は無事なのか？

　他のみんなも気付いたのだろう。高山先生に視線が集中する。

「ん？　……あぁ、アタシなら無事だよ。初撃のブレスはちょいとかすっちまったけど、そんだけだ。すぐに葦あし名なの旦だん那なも来てくれたからな、それほど苦戦はしてねーよ。ま、屋上はちょいとひどいことになったけどな」

　ケラケラと笑っていたけど、少なくともすずみが先生を攻撃したのは事実なんだ。

　もし、高山先生や葦名さん達が対処できなかったら、もしくは周りにいた人間が、もっと弱い人ばかりだったら……恐ろしい想像に、俺は頭を振った。

「すみません、先生……俺が、一緒にいれば」

「バカタレ、そう自分を責せめるなよ、白石。アタシも大竹も刀と塚つか野の妹いもうとも、まさかこんないきなり穂村が暴走するなんて予想もできなかったんだ。それに、おまえらが出かけるのを許可したのは、アタシだ。おまえに責任はねぇよ」

　俺の表情が深刻だったからか、先生は優しく肩を叩いてくれた。

「今回の暴走は、前ぜん兆ちようもなく突然に起きました。パターンとしては、うちの研究所を焼いた時に近いかもしれません。すずみさん的には、近くに美お味いしそうな相手はいないけど、とにかくお腹が空いたから暴れた……って感じですかねぇ」

　大竹さんはファイルを開きながら、バリバリと頭をかいた。

　その表情にも、疑ぎ問もん符ふが大量に浮かんでいる。

「しかし、やはり腑ふに落おちぬ。前回のことといい、すずみ殿は食事には気をつかっておるというのに、何な故ぜ肉食衝動が、こうも頻ひん繁ぱんに起こるのだ？」

　白刃さんがうなると、大竹さんが「ふむ」と首を傾かしげた。

「推すい測そくなんですけどねぇ、これも鋼平くんが原因かもしれません」

『はぁ？』

　思わぬところで出た俺の名前に、みんなも声を上げた。

　全員の視線が大竹さんに集まると、彼はクイッと眼鏡めがねのブリッジを持ち上げた。

「先日ご説明しましたように、すずみさんの覚かく醒せいと鋼平くんの力には密接な関係があります。お二人が一緒にいることにより、鋼平くんが持つ富ふ士じの力で、すずみさんの持つ竜の力を抑おさえることが出来る、と。――でもですねぇ、これって裏を返すと、すずみさんの近くには常に『美お味いしそう』な鋼平くんがいる、っていうことでもあるんです」

「美味しそうな、俺？」

「えぇ、そうです。餌えさとか獲え物ものと言い換えてもかまいませんよ」

　不穏当な大竹さんの言葉に、白刃さんが「そうか」と頷いた。

「すずみ殿は鋼平殿の匂いに敏びん感かんだ。鋼平殿は、近くにおることですずみ殿の力を抑えられるが、同時にすずみ殿は肉食衝動を刺激され続けている、ということか」

「えぇそうです。鋼平くんの存在は、強力な手た綱づなであると同時に、すずみさんを駆り立てる強力な好物というわけです。普段は鋼平さんの力が勝っているようですが、抑よく圧あつされたすずみさんの力は、どこまでもしなる竹のように、あるいは押さえつけられたゴムまりのように、反発する瞬間を待っている。と、いうことではないでしょうかね」

「じゃあ、すずみは俺が離れると、それまで抑圧されてた分だけ強力に、暴走という形で力を解放している……ってことですか」

「おそらくは」

　大竹さんは簡単に頷いてくれた。

「となると、それが前回の暴走の原因であろうな。オロチ事件の際、鋼平殿は例の行為ですずみ殿の力を強力に抑え込んだ。そして、その後も近くに居い続つづけた鋼平殿により、すずみ殿の力は抑えられたままの状態が続いておったのだろう。しかし」

　そこまで言って、白刃さんは大だい地ちの方を見た。

「大地殿との対決に敗やぶれ、鋼平殿は一時すずみ殿と距離を取ってしまった」

『あ』

　またも、何人かと声が重なる。

　そっか、たしかにあの期間、俺とすずみは微妙な距離だった。

　同じ教室にはいても、席は遠いし、大地がガードしてたから、まともにスキンシップも取ってはいなかった。

　じゃあ、あの雨の夜に暴走したのは……。

「……穂村さんにかかっていた、白石くんの『鎮しずめ』の力が、切れたから」

「その反発で今まで以上に暴走した、ってわけですね。なるほど」

　霧生さんと荒あら気きが頷うなずき交かわし、白刃さんも「うむ」と頷いた。

「それでは、まるでオレ様が悪いようではないか」

　難むずかしい顔をした大地の横で、蓮華が首を振った。

「違う。悪いのは、あたしよ」

　深いため息が蓮華の口から漏もれた。

「あの時、あたしがあんな勝負の付け方しなければ、すずみんと鋼平はずっと近くにいたんだし、あの日の暴走はなかった。……ううん、もしかしたら、今日の暴走だってなかったかもしれないのに」

　頭を抱えた蓮華は、今にも泣き出しそうに見えた。

「なんで、あたしってこんなに間が悪いんだろ？」

「そう気に病やむな、蓮華。あの時、鋼平殿の力のことなど誰も知らなかったのだ。貴き殿でんに責せめられるべき咎とがなどありはせん」

　蓮華の肩に、白刃さんが優しく手を置いた。

「白刃……うん、ごめん。ありがと」

「いや」

　白刃さんはゆっくりと首を振り、元気づけるように蓮華の肩を叩いた。

「ともあれ、過去のことよりこれからのこと、だ。――鋼平殿」

　白刃さんの瞳ひとみが、まっすぐに俺に向けられる。

　その視線は、どこか申し訳なさそうに見えた。

「俺がずっとすずみの近くにいるべき、ってことでしょ？」

「うむ。端たん的てきに言えば、そうなる。……だが」

　ひとつ頷き、白刃さんはすずみに視線を落とした。

「前回の暴走のおり、すずみ殿は鋼平殿の血をなめてしまった。正気に戻ったのがその直後であったことを考えると、すずみ殿は鋼平殿の……八や坂さかの血を摂せつ取しゆしたことで、肉食衝動が満たされたのだろう。となると、すずみ殿は貴殿の味を覚えてしまった可能性が高い。今後、すずみ殿はより明確に『美味しい獲物』である貴殿を狙うだろう」

「つまり、どういうこと？」

　俺の質問に、白刃さんは少し答えにくそうに口を開いた。

「貴殿にとって、すずみ殿の近くにおることは、今まで以上に危険になる、ということだ。その期間も、いつまでなのか皆目わからぬ。いつ襲い来るやもしれぬ相手と、常に共に居続けねばならんのだ。鋼平殿、それでもすずみ殿と一緒にいられるだろうか？」

　今まで以上に危険、ねぇ。

「危険なんて、今さらって感じだよ。俺がすずみの暴走に対処出来ないなんて、最初から一緒なわけだし……危険度が二倍になろうが三倍になろうが、同じだよ」

「同じとは、どういう意味だ？」

　俺は白刃さんに笑ってみせてから、すずみの寝顔に視線を移した。

　このバカ、人の気も知らないで、気持ちよさそうに寝ていやがる。

「この間も言ったけど、俺がすずみと一緒にいるのは、ただ俺が一緒にいたいからなんだ。危険だろうが危険じゃなかろうが、そんなの関係ないし、誰かに頼まれたから一緒にいるんじゃないから、逆に誰かに頼まれたって、離れようとは思わないよ」

　俺は寝ているすずみの頭をなで、一つ頷く。

「だって俺、すずみのことが好きだから」

　ごく自然に出てきた言葉に、自分で驚おどろきながらも、納得した。

　すずみが好きだ。

　言葉にしてしまえば簡単だけど、結局はこの単純な感情で、俺は全部決めてるんだ。




「いやぁ～、さすが鋼平くんですねぇ。若い！　実に若々しくていいですなぁ」




　パチパチと、医務室に一人分の拍手が響ひびく。

　視線を向けると、大竹さんがすごく楽しそうに手を叩いていた。

「じゃあ、そんな青春真まっ盛さかりな鋼平くん。ここはひとつ、眠れるお姫様に、キスでもかましておいてくださいな。こう、ぶちゅ――っと」

　大竹さんは唇を突き出し、すずみの顔を指さす。って、はぁ？

「な、なんでいきなりそんな話になるんですかっ？」

「それはもう、学校の平和と、すずみさんの暴走抑止のためですよ。さっきも言いましたけど、すずみさんは鋼平くんの力に反発するくらい力を持ってるんです。それは今日のように、ほんの数時間離れただけで暴走してしまうほどに、危険かつ不安定な状態なのです。いかに『鎮め』の力とはいえ、生なま半はん可かな接触ではすずみさんを抑え込めないかもしれません。となればっ！　もうやることは決まっているではありませんか！　神技の力を伝えやすく、ついでに学生が行っても先生方に怒られない、お互いの愛を確かめる行為……それがすなわちキッスですよ、キッス！」

　な、ななな、何を言い出すんだこの人は。

　助けを求めて周りを見回したけど、

「おぅ、やっとけやっとけ！　役やく得とくだろ」

「あはは、僕は止めませんよ？」

「そうだな、大竹殿の言う通りだ」

「ふががごっ！　へっがいぎふふはぐっ！」

「……大地くんは、私が抑える。だから、早くっ」

　止めてくれるのが一人もいない！

　ていうか、むしろ積極的にやらせようとしてやがる！

「い、いや、だけどさぁ」

　霧生さんは空あいている右手で、俺の肩を強くつかんだ。……うぅ、目が怖い。

「……白石くん、何をためらうの？　映画でキスシーン公開したり、公衆の面前で、べろちゅーまでしておいて。今さら、ただのキスくらい、どうってことないはず」

「最初のは人命救助のための逆人工呼吸だし、べろ……いや、アレは、すずみが勝手にやってきたことで……って、そもそも『映画』とか『公衆の面前』にしたのは、全部霧生さんじゃないかっ！」

「……ひどい。なんでも、人のせいにして……このキス魔っ！」

「ひでぇ、全部ホントのことだろ！　っていうか、キス魔って言わないでよ！」

　俺達が言い合いをしていると、すずみが「うぅん」と小さくうめいた。

　いかん、せっかく眠っているのに起こしてしまう。

　俺が慌てて自分の口を押さえると、霧生さんは大地の口を押さえていた。

　……いや、それ以上押さえると呼吸不能だから、やめてあげて。

「……仕方ない。寝た子を起こすこともないし、続きは明日にしよう」

　霧生さんは残念そうに肩を落とし、カメラを巾きん着ちやくにしまった。……おい。

「そうだな。穂村の面倒はアタシらが見ておくから、今日は部屋に戻れ。おまえらも疲れてるだろ？」

「――はい、わかりました」

　高山先生の言葉に、俺は一瞬考えて、やっぱり部屋に戻ることにした。

　このまま俺がここにいても、やれることなんてないし。

　俺が歩き出すと、一緒に荒気と蓮華も出口に向かう。

「オレ様は、残る。すずみ様の安らかな眠りをお守りするのも、騎士の役目だ」

「ふ～ん？　ま、じゃあおまえは夜通しアタシと一緒ってことだな？」

「な、何故そうなるのだ？　ぐぐぐ、二人きりの夜の予定が……ぬがっ」

　パカンと大地にゲンコツを振り下ろし、高山先生は霧生さんに視線を移す。

「霧生はどうする？　車で帰るか、それとも寮に部屋を用意するか？」

　先生の視線を受け、霧生さんは少し考えたあと、

「……今日は、帰ります。明日の朝、また来ます」

「おう」

　高山先生達の横では、白刃さんが大竹さんと向き合っていた。

「大竹殿、話があるのだが、少しいいだろうか？」

「えぇ、かまいませんとも。こちらも確認したい点がありますし」

　こうして俺達は医務室を離れた。




　　　　　◆




「……じゃ、私はこっちだから」

　医務室を出てすぐ、霧生さんは玄関ホールへと向かった。

「あ、待って下さい霧生さん。駐車場までお送りしますよ」

　すかさず荒気が後を追うと、霧生さんは小さく頷いた。

「……さすが、荒気くん。気が利きく」

「あはは、お褒ほめにあずかり光栄です。というわけですので、ちょっと行ってきます」

　大げさに手を振り、荒気は霧生さんと歩いて行った。

　駐車場はすぐそこなのに、大げさだな。

　俺が苦笑いして見送っていると、後ろで蓮華がため息を吐いた。

「まったく、あいつら変な気を回しちゃってさ」

「へ？　何？」

「なんでもない、あんたに言ったんじゃないわ」

　少し不機嫌そうな声を返すと、蓮華は天を仰あおぐように深呼吸をした。

　そして、

「鋼平、ちょっと付き合って」

　そう言って、蓮華はまっすぐ俺の目を見た。




　俺と蓮華は寮の裏庭に立っていた。

　裏山から雑ぞう木き林ばやしが迫っているこの場所は、夜ともなるとかなり暗くて不ぶ気き味みだ。

　しばらく前、すずみが動物達を餌え付づけしていた場所でもあるけど、すずみが餌付けを止やめて以来、あまり動物達の姿も見かけなくなっていた。

　さっきから蓮華は俺に背中を向けたまま、雑木林の方をジッと見ていた。

　話しかけ難にくい雰囲気だけど、いつまでもこうしていても仕方がない。

「なぁ蓮華、そっちに何かあるのか？」

　俺が尋ねると、蓮華はゆっくりとこちらを振り返った。

　その表情はどこか虚うつろで、うっすら微笑ほほえんでいるようにも見えた。

「別に、何にもないわよ。ただ、ちょっと思い出に浸ひたっていただけよ」

「思い出ねぇ？　それって、ここですずみが暴走したことか？」

「そーよ。ここはさ、初めてすずみんの暴走に出くわして、初めて全力の敗北を味わった、思い出深い場所なわけよ」

　深い深いため息を吐き、蓮華は「やれやれ」って感じで首を振った。

「そういえば、そうだな。でも、なんでまたそんな場所に俺を連れてきたのさ？」

「……さぁ、なんでだろ？　あたしも、自分が何をしたいのか、よくわかんないわ」

「はぁ？」

　蓮華はグッと伸びをしながら、夜空を仰いだ。

「こんな場所にあんたを連れてきたって、何にもならないってのはわかってるのよ。もう何もかも遅い……っていうか、はぁ……あんたのことに関して、あたしは最初から、話にならないくらい遅いんだよね。タイミングが年単位で悪いって、どうなのよ？」

　何を言っているのかわからないが、聞かなきゃいけない気がした。

　黙だまって耳を傾かたむける俺の前で、蓮華は上を向いたまま言葉を続けた。

「前にさ、すずみんがあたしに『ずるい』って言ったことあったじゃない？　でもさ、あたしに言わせれば、絶対すずみんの方がずるいと思うのよ。だってさ、こんなにスタートラインが違うのよ？　自分の気持ちに気付く前どころか、出会う前に勝負がついてるなんて、ずるいにもほどがあるじゃない。こんなんじゃ、あたしがどうやったって、勝ち目ないじゃない」

　ずずっと、蓮華が鼻をすすり上げた。

「あー……でも違うわ。逆転のチャンスは、あたしにもきっとあったのよね。たぶん、そのラストチャンスが今日で……あたしは、それを無駄にしたんだ。あとほんの少し勇気があれば、もしかして……って、あはは、未み練れんがましいなぁ。結局、何も言えなかったのは、あたしなのにね。――でも」

　深い深いため息が蓮華の口から漏れ、彼女の視線が下がり、俺に向けられた。

　蓮華の表情は引ひき締しまっていて、その瞳はまっすぐ俺を見すえていた。

「一応、言いたいことは全部言っておかないと、気持ち悪いもんね」

　俺も蓮華の視線をまっすぐ受け止め、次の言葉を待った。

「鋼平、あたし今から噓うそ吐つくけど、最後まで黙って聞いてくれないかな」

「え、な、なんだそりゃ？」

「いいから！　ただ聞いてれば、いいから……お願い」

「あ、あぁ、わかった」

　頷いた俺に、蓮華は「ありがと」と小さくつぶやいた。

「じゃあ、宣言通り、今から噓を吐くわ」

　蓮華はすぅっと大きく息を吸って、キッと俺を見つめた。




「鋼平、あたしはあんたのことが好き。大好き！　世界で一番好きっ！　あたしの恋人になって、あたしのことを世界で一番好きになって！」




　ただただ心臓がうるさいくらいに高たか鳴なり、頰ほおが熱くなる。手が、震ふるえる。

　でも、俺は蓮華の告白に、何も言葉が返せなかった。

「……あはっ、やっと全部、言えたぁ」

　それでも、何も言えず立たち尽つくす俺の前で、蓮華は力なく笑った。

　その両目からは、ポロポロと大粒の涙が溢あふれてはこぼれ落ちていく。

「でも……ぐすっ、やだなぁ……こんなの。あたし、噓、吐いちゃった……噓なんかじゃ、ないのになぁ……あはは……ひっく、うぅ……全部、ホントなの、に……ぐすっ」

　顔を両手で覆い、蓮華はそのまま声を殺して泣き出した。

　俺はその光景が信じられなかった。

　いつも自信満々で、太陽にまっすぐ向かい続ける向日葵ひまわりのように、強くてまっすぐな蓮華が、俺が好きだって「噓を吐いて」、ボロボロと泣いている。

　正直言って、全部が信じられない。どうしていいのかも、わからない。

　ついこの間まで、いや、それどころかついさっき、花火大会の間も、「もしかして蓮華は、俺に惚ほれてるかも」なんて妄想していたはずなのに、うれしかったはずなのに、ドキドキだってしていたはずなのに、考えてもいなかった。

　蓮華が本当に告白してきた時どう答えるか。

　俺は蓮華のことが好きなのか。

　その答えが、自分の中に用意されていなかったことに、今さら気付くなんて。

　愕がく然ぜんとして立ち尽くす俺の前で、蓮華がしゃくり上げながら俺を見ていた。

「返事は、くれないんだ？」

　その言葉に、俺にできたのは、

「ごめん、蓮華」

　謝罪の言葉と、抱きしめることだけだった。

　泣いている女の子に俺ができることなんて、いつもすずみにしていたことと同じ、この方法しかなかったから。

「う、うぅぅぅ……っ」

　一瞬のためらいの後のち、蓮華の両手が俺の背中に回った。

「ずるいよ、こういうの。勘違いなんて、できないのに……ただの優しさで、同情だってわかってるのに……うぅ、でも、うぅぅ……ぐすっ」

　俺の胸に顔を押し付け、蓮華はくぐもった抗議を漏らす。

「ごめん」

「やだ、謝らないでよ」

　俺も、これが正解じゃないってわかっちゃいるんだ。けど、放ってなんておけない。

　だって、蓮華は俺の大事な……友達、なんだ。

「ご、ごめん、ごめんね鋼平。あたしだって、わかってるんだよ？　あんたが、すずみんのことが好きで……鋼平は、ずっとすずみんと一緒にいなきゃいけないって、わかってるんだけど……でも」

「……うん」

「ひっく……うぅ……全部、噓なんだからぁ……」

　蓮華を抱く腕に、もう少しだけ力を込めた。












　せめて、蓮華が泣き止むまでは、このままでいようと思った。




　パキッと、枝を踏む音が中庭に響いた。




「「っ!?」」

　慌てて振り返ると、そこには――。

「え、えへへ……ご、ごめんね、二人とも。じゃ、邪魔しちゃった、かな？」

　部屋着姿のすずみが、バツが悪そうな愛想笑いを浮かべ、立っていた。

　絶対に見られたくなかった相手の出現に、俺と蓮華は身動きできなかった。

　どうする、どう弁べん解かいすればいい？

　俺が何も思いつかずにいると、俺より早く硬こう直ちよくが解けた蓮華が、俺を突き飛ばすようにして離れた。

「ち、違うのすずみん！　これは、その……」

　とはいえ、蓮華もまともな弁解が用意できていないらしく、すぐに口ごもった。

「え？　あ、い、いいんだよ、蓮華ちゃん。そんな、別にわたしに言い訳なんてしなくても。わ、わたしはほら、二人が、そんな関係まで進んでるなんて、全然、知らなかったから……驚いちゃって。あ、あはは！　あっ、ひょっとして、さっきの電話も邪魔、だったかな？　だ、だったらごめんね」

　蓮華が一歩踏み出すと、すずみは同じだけ下がる。

　すずみの顔は笑っていたけど、こっちに一切目を向けていなかった。

　まずい、完全に誤解してる顔だ。

「ちょっと、だから違うんだってば！　すずみん、話を聞いて」

「そうだぞ、すずみ！　これはおまえが思ってるようなことじゃなくて」

「だ、だからいいってば。べ、別に二人が付き合ってるからって、わ、わたしは何とも思わないし。気を遣うことなんて、全然ないよ！　っていうか、むしろ、大好きな二人が幸せになるなら、おめでたいっていうか……祝しゆく福ふく、したいって……いうか」

　すずみは笑顔を張り付けたまま、その場で固まった。そして――。

「……ごめん、今の噓だ。二人を祝福なんて、できないや」

　笑顔のままで、すずみは両目から涙をこぼした。

「今、気付いちゃった。わたしの、こうちゃんへの大好きは……家族とか、姉弟としてじゃ、ないや……そういう、好きだったんだね。蓮華ちゃんと、同じなんだ。あ、あはは……だからさ、こうちゃんの一番が、わたしじゃないなんて……絶対、絶対やだっ！　ヤダヤダヤダッ！　いやだよっ！　うわ――んっ！」

　すずみは子供みたいな泣き声を上げ、そのまま俺達とは反対方向へ走り出した。

「ちょ、ちょっと待て、すずみっ！　どこ行くつもりだ？」

「そんなの知らないよっ！　わたしにだって、わかんないよ――っ！」

　こちらを振り返りもせず、すずみは一直線に駆けていく。

「あぁっ！　だから待てっつーに！」

「ま、待ってすずみん！　って、きゃあっ？」

　ズデンと音を立て、蓮華がその場に転んだ。あ、そういえばまだ浴衣だっけ。

「おい蓮華、大丈夫か？」

「あ、あたしのことはいいから、早くすずみんを追って！」

　一瞬戻ろうかと迷ったけど、俺はすずみを追いかけることを選んだ。

　なんでかわからないけど、ここですずみを逃がしちゃいけないと思った。

　追いつけそうもないほど速いけど、俺にはすずみを追いかける理由がある。

「待てすずみ！　俺の話を聞けっ！」

「やぁ――だぁ――っ！　聞きたくないよ――っ！」

　雑木林へ全力疾走していくすずみの前に、突然人影が立ちふさがった。

「……穂村さん、待って！　白石くんの話を聞いて」

「っ、雫しずくちゃん？　そこどいてっ！」

　ナイス霧生さん！　何故この絶ぜつ妙みようなタイミングで出てこられたのかは、あとで詳くわしく聞かせてもらうとして、今はすずみを捕まえなくては！

「捕まえたっ！　すずみ、とりあえず俺の話を」

　立ち止まったすずみの右腕を捕らえた瞬間、

「おわぁああああああぁぁぁぁ――――――……………………っ？」

「白石くんっ？」

　ポーンと、俺の体が空へと舞い上がった。

　すさまじい上昇速度で舞い上がり、やがて重力に負けて地面へ落ちる。

　ズドォンとすさまじい音を立て、俺は地面に激突した。

「お、おぉぉ～～～～っ……」

　まともに声が出せないほどに痛いけど、ケガはなさそうだ。

　こういう時、つくづく鋼こう竜りゆうで良かったと思う。

「ちょっと、雫ちゃんも放してよっ！」

　なんとか顔を上げると、逃げようとするすずみを、今度は霧生さんが捕まえていた。

「くっ……そうはいかない。私は三角関係は大好物だけど、それは乗り越えるからこそ、楽しいの。勘違いでカップルが解消する展開なんて、見たくない」

　振りほどこうと暴れるすずみの豪ごう腕わんに、華きや奢しやに見える霧生さんが耐たえている。

　やっぱり、本気出すとⅠ種ってすごいんだな。

「放してったら放してよっ！　わ、わたしはお邪魔虫なんだもん！　それに、こうちゃんと蓮華ちゃんが、うぅ……見たくないし、聞きたくないっ！　だから、わたしは、今すぐどっか遠くに行きたいんだよっ！」

　怒ったり泣いたり、すずみの奴、支し離り滅めつ裂れつだ。

　何か言ってやりたくても、腹が痛くて声が出せないし……っと、なんだ？

　――その時、すさまじい風音を立て、巨大な翼が羽ばたいた。

「……うそ、炎の翼？」

　霧生さんが辛そうな声を出す。

　泣きわめくすずみの背中から、一対の鮮やかな朱色の翼が広がったのだ。

　あいつ、自力で竜身を発動したってのか？

　暴走以外で翼を出すなんて、あの滝から落ちた時以来だぞ。

「雫ちゃん、放さないと危ないんだからっ！」

　バサリと翼が大きく羽ばたくと、すずみの体が霧生さんごと浮き上がる。

「……くっ、それなら」

　霧生さんの左手が瞬時に氷の爪を纏まとうのと同時に、すずみがさらに羽ばたいた。

　メキィッ！

　間一髪、霧生さんがつかんだ立木が悲鳴を上げ、幹みきが大きく軋きしみ、歪ゆがむ。

　それだけの力ですずみは飛び立とうとし、霧生さんは耐えているんだ。

「……これで逃げられない。落ち着いて、穂村さん。白石くんの話を聞いてあげて」

「ヤダよっ！　こうちゃんと蓮華ちゃんの馴なれ初そめなんて聞きたくないもん！」

「……そんなことじゃ、ない。白石くんが伝えたいのは、あなたにとって悪い話じゃ、ない。むしろ、とっても良い話なの。お願い、穂村さん。私を、信じて」

　すずみの腕を必死につかみ、霧生さんは声を振り絞る。

「し、雫ちゃん……」

　その真しん摯しな瞳に、すずみの目には揺らぎが見えた。

　よし、これなら行けるかもしれない。せめて、俺の声が出せるようになるまで……。

　痛む胸を押さえ、俺は乱れる呼吸を整えようと、小さく深呼吸を繰り返した。

「……ね、穂村さん」

　静かに語りかける霧生さんに、すずみは涙をいっぱいに溜ためた瞳を向けた。




「し……雫ちゃん、ごめん……ごめんなさいっ！　こと恋愛がらみで、

　雫ちゃんは　こ　れ　っ　ぽ　っ　ち　も　信　じ　ら　れ　な　い　っ　！　」




「ぐはぁっ!?」

　霧生さんは苦く悶もんの声を上げ、すずみをつかんだ右手を放す。

　同時に、木の幹をつかんでいた氷の爪が霧む散さんしてしまった。

「うえ――んっ！　こうちゃんの特大バカ――――ッ！」

　霧生さんの拘こう束そくから解き放たれたすずみは、そのまま翼を羽ばたかせて空へ舞い上がり、対照的に霧生さんは地面に落ちた。

「だ、大丈夫……？」

　ようやく出せるようになった声で尋ねると、

「……こ、これが、日頃の行いの報むくい？　因いん果が応おう報ほう、だというの？　あの、純真な穂村さんに、まったく信じてもらえない、なんて……こ、心が、痛い」

　霧生さんは胸を押さえ、苦しげに呻うめき声を上げていた。

　な、なんと声をかけてよいやら。

　すずみの消えた夜空と霧生さんを見比べていると、

「白石くん、何してるんですかっ！　追いかけますよっ！」

　びゅおんと一陣の風が吹き、魔法のように荒気が現れた。

「は？　荒気、追うってどうやって、って、おうわっ！」

　俺の疑問に答えることもなく、荒気はひょいと俺を負おぶった。

「ちょっと、おまえまさか、このまま……」

「えぇ、ご明察。飛ばしますから、しっかりつかまっていて下さいよっ！」

　言葉も終わらぬうちに、首が後ろにへし折れそうな加速感が俺を襲った。




　　　　　◆




　荒気は俺を負ぶったまま、すさまじい速度で駆けていく。

　学校の敷地を、その脇の山道を、そして急斜面の木立の中を……。

　こ、これが荒気の見ている世界？

　早送りしている映像のように、目まぐるしい速度で景色が流れ、建物や木々が迫せまっては横に流れ、それら全てが自分の後方へカッ飛んでいく。そんな、未体験の光景。

　でも、すさまじい加速Ｇや横Ｇは感じても、耳を突く風切り音もなく、本来あるべき正面からの風ふう圧あつも感じない。その辺も、たぶん風ふう竜りゆうの力なんだろう。

「すげぇな荒気、これが銅章・風竜の力か」

　俺の言葉もきちんと聞こえているようで、荒気は「でしょ？」と笑った。

「前に刀塚野先生を運んだ時も褒められましたよ。『バイクより速くて快適だ』って」

　あぁ、そういえば。すずみがオロチになったあの時、荒気が刀塚野先生を運んできてくれて、命拾いしたんだっけな。……ホント、改あらためてこいつはすごい奴だと思うよ。

「ところで、すずみがどこを飛んでるのか、わかるのか？」

　さっきから上を見上げてるんだけど、すずみらしい姿は見えなかった。

「えぇ、なんとか。僕の探知圏内ギリギリって感じですけど……穂村さんの羽って、羽ばたく音が特徴的なんで」

「おまえ、見てるんじゃなくて、聞いてるのか？」

　驚いた声を上げると、荒気は少し笑った。

「あれ、知りませんでした？　風竜って、目より耳の方が良いんですよ。とはいえ、このままじゃ追いつくのはちょっときびしいかも、ですね」

　その声には、いつもの余裕が感じられなかった。

　考えてみれば、風竜は竜の中でも完全なスピードタイプだ。

　竜気力で足は速くできても、純粋な腕力はさほどでもないらしいから、人一人を背負って全力疾走なんて、実はまったく得意じゃないはずだ。

「やっぱり、俺を抱えてちゃ重いだろ。おまえだけで追っかけた方が速いだろ」

「あ、あはは。まぁそうですけど……でも、僕だけが追いかけても、無意味ですし」

　また少し辛そうになった声に、俺はますます申し訳なくなる。

　このままお荷物になってるだけなら、ホントに俺は降りた方がいいんじゃないか。

「白石くん、とりあえず、電話で先生方に連絡を。まだ、電池あります？」

「あ、そっか」

　俺は慌てて携帯電話を取りだし、高山先生の番号にリダイヤルした。

　数回の呼び出し音のあと、

『連絡が遅おせぇーぞ、バカタレ。で、穂村は今どの辺だ？』

　いきなり電話口で怒ど鳴なられた。

　どうやら、もうとっくにすずみの逃走は蓮華や霧生さんから報告されていたらしく、俺からの連絡待ちだったそうだ。

「すみません、電話の存在忘れてて……で、場所ですけど、荒気、すずみは？」

　俺は荒気から聞いた「だいたいの方向」を、俺の土と地ち勘かんと合わせて報告した。

『そうか。まだ飛んでるんじゃあてにならねぇけど……おい白石、おまえは穂村の相方だろうが。そっちの方角であいつが行きそうな場所、心当たりはないか？』

「いえ、今あいつが飛んでる辺りは、俺達の行動範囲外でした」

『じゃあ、穂村は無茶苦茶飛んでるってのか？』

「はい、たぶん。想像ですけど、あいつ空飛ぶのに慣れてるわけじゃありませんし、飛行機も夜は難しいって聞きますから、どこ飛んでるのかわかってないんじゃないかと」

　自分で言っているうちに、その想像は正しいんじゃないかと思えてきた。

　なにせ、今こうして荒気の背中から見る風景は、これまで生活していた場所と同じ街なのかと思えるほどに、違って見えるのだ。

　荒気に「今どこそこ通り過ぎました」って言われないと、正直自分の居場所もわからない。それなら、より速く、しかも空を移動しているすずみが、自分の正確な位置を把は握あくできるとは思えなかった。

「あの、先生？　俺達の報告より、大竹さんの発信器とか、ないんですか？」

　俺が尋ねると、電話口から「ちっ」という舌打ちが聞こえた。

『あぁ、この野郎性しよう懲こりもなく穂村に発信器つけてたらしいが、穂村が翼を広げた瞬間にぶっ壊れたとよ。まったく役に立たねぇ野郎だよな』

　なんだか、スピーカーの向こうで悲鳴が聞こえた気がした。

「そ、そうですか……」

　大竹さんが今どんな恐ろしい目に遭ってるか、想像したくありません。

『あん？　おい白石、役立たずが何か言いたいそうだ』

『も、もしもし、鋼平くんですかぁ？』

　不機嫌な先生の声に続き、どこか弱々しい大竹さんの声が聞こえた。

『おわかりでしょうが、すずみさんは今、非常に不安定です。暴走直後だというのに、未だ鋼平くんとの接触時間が極きよく端たんに短く、力の抑制もできておりません……となると、可及的速やかにすずみさんを発見、保護しないと、暴走の危険があるのです。なんとかして、彼女を見つけて、接触してください』

「って、言われましても、あいつ荒気より速いですし」

『ですよねぇ……あ、では高山先生に代かわりますね』

　俺の言葉に、荒気が「すみません、遅くて」と沈んだ声を出した。……悪い。

『いいから、おまえらは可能な限りそのまま追え。だいたいの場所がわかるだけでも、対処の難易度はだいぶ変わってくるからな。もうすぐアタシらも街に行くし、足の速はえぇのを何人か見み繕つくろって街に向かわせる。もうちょい踏ん張れって、荒気に伝えな』

　高山先生はそう言うと電話を切った。

「あははぁ、もうちょい踏ん張れ、ですか。厳きびしいですね」

　耳の良い荒気には聞こえていたらしい。顔は見えないけど、その声で荒気が苦笑いを浮かべているのがわかった。

「悪い。援軍も来るらしいから、もうちょっとがんばってくれ」

「えぇ、了解です。高山先生に言われたらやるしかありませんし、それより何より、たまには僕も、裏方以外もしてみたいですし、ねっ！」

　緩みかけていた速度が上がり、俺と荒気は夜の九く頭ず龍りゆう市を進む。

　走る車の間をヒョイヒョイとすり抜け、追い抜き、荒気は駆け抜けていく。

　ほとんどのドライバーや歩行者には、荒気の姿は見えていないようだ。

　こいつ、時速何キロで走ってるんだろ？

　なんて思っていると、不意に荒気が俺に話しかけてきた。

「ところで、白石くん？　こんな時にあれですけど、鳴なる神かみさんからの告白には、なんて答えたんですか？」

　あまりに予想外で、俺は思わず噴き出した。

「い、いきなりだな。つか、なんで知ってるんだよ？」

「あはは、さすがにあんな雰囲気ならわかりますよ。でも、霧生さんみたいに盗み聞きするほど、僕はアグレッシブでもありませんから。……それで、どうなんです？」

　興味津々って感じの声に、こんな時だけど苦笑が漏れる。

　でも、こういうこと話せる男友達ってこいつくらいだし、話してもいいかも。

「まぁ、なんつーか……ごめん、としか言えてない」

「わぁ、あんなかわいい子を振ったんですか？　それは何とも、もったいない話ですねぇ。でも、それはやっぱり穂村さんが好きだから、ですか？」

「うぐ……おまえ、意外と容よう赦しやないな」

　もったいない、か。客観的に考えれば、俺も大いにそう思う。

　蓮華がかわいいことなんて、俺もよく知ってる。蓮華のことが好きか嫌いかと聞かれたら、はっきり好きって言えるくらい、好きだし。でも――。

「そうだな。俺はすずみが好きだ。だから、蓮華とは付き合えない」

　ハッキリと口に出すと、なんだか胸のつかえが取れた気がした。

　うん、俺はすずみが好きだ。大好きなんだ。

「ぷっ、あははは。やっぱり、白石くんは大物ですよね。そんなにキッパリ言い切っちゃうなんて、僕にはちょっとマネできそうにもありません」

　ひとしきり笑ったあと、荒気は落ち着いた声で言った。

「なんと言いますか、お二人って不思議な関係ですよね。お互いに好き好き言い合ってる割に恋の気配が薄くて、それなのに、こっちが恥ずかしくなるくらい仲が良くて……信頼し合ってる、って感じですね。そうそう、前に僕と霧生さんで話したことあるんですよ。お二人の関係は、長年寄り添った夫婦みたいだなぁって」

「おまえまで夫婦呼ばわりすんの？　まだ告白もしてないってば」

「あはは、そうでした。でも、『まだ』ってことは、これからするんですか？」

　その質問に、俺は何も考えずに頷いていた。

「するよ。俺はすずみが好きだ、って。ハッキリさ」

　俺の答えに満足したのか、荒気はゆっくり頷いた。

「白石くんらしくて良いと思いますよ。あとはその正直な気持ちを、穂村さんに直接お伝えするだけですね。……おっと、穂村さんがまた方向転換を、って、あれ？」

　荒気の声に明らかな驚きが混じり、同時にすさまじい急ブレーキがかかった。

　振り落とされそうになるのを必死でこらえ、荒気の後頭部に声をかけた。

「どうした？　もしかして、どこに向かったのか、わかったのか？」

　荒気は軽く呼吸を整えながら、こっちを振り向いた。

「えぇ、たぶん。こっちって、白石くんと穂村さんのご自宅の方じゃないかと」

「えっ……」

　その言葉に、俺は言葉を失った。




　　　　　◆




「はぁ、はぁ……ひ、一足違い、でしたね。すみ、ません」

　数分後、俺と荒気がうちの前にたどり着くと、もうそこにすずみの姿はなかった。

　両膝に手をつき、荒い呼吸を繰り返す親友に、俺は首を振った。

「いや、おまえのせいじゃないよ。つか、おまえがいてくれたから、ここまで追いかけられたわけだし。ホントにありがとな」

「あ、あはは。どう、いたしまして。でも、おかしいな。いつもなら、もうちょっと走れるはず、なんですけど……なんでか、今日は息が続かなくて」

　辛つらそうな荒気に、俺は非常に申し訳ないと思った。

「ごめん、荒気。それ、俺の『鎮め』の力のせいだと思う」

　さっき思い出したことを伝えると、荒気の表情がピシリと固まった。

　そうなんだよね。俺の力って、すずみ限定じゃないもんね。

　荒気くん。忘れてて、本当にごめんなさい。

「……あ、あははは……す、少し、休みますね」

「うん、マジでごめん」

　俺はへたりこんだ荒気に頭を下げ、穂村家の跡地へ足を踏み入れた。

　街灯や周囲の民家からの明かりで、地面がうっすらと見える。

　穂村家が解体されてから生え始めただろう雑草に、かすかな焦こげ跡あとがある。

　たぶん、すずみはここに降りて、またすぐに飛び立ったんだろう。

　あいつは、ここで何を考えたんだろうか？

「あ」

　そこに、明らかに新しいものと思える落書きがあった。

　やわらかい地面を指でなぞっただけの、簡単な落書き。

「白石くん、何か、あったんですか……？」

　もう立って大丈夫なのか、荒気がフラフラと近づいてくる。

「あぁ、あったよ。すっげーわかりやすいやつが、さ」

　不思議そうな顔をした荒気が、俺の指さしたものを見て、

「あはは、彼女らしいですね」と、いつものさわやかな笑い声を上げ、

「だろ？」と、俺は苦笑いを返す。

　しっかしあのバカ、こんなもん残すくらいなら、そのままここで待ってやがれ。

　ため息を吐くと、俺は荒気に肩を貸し、自宅のインターフォンを押した。

「あら、鋼平？　それに荒気くんも。どうしたの、こんな時間に？」

「悪いけど、荒気に何か冷たい飲み物用意して。話はその後で」

「はいはい。まったく、親を何だと思ってるのかしら？」

　愚ぐ痴ちる母さんを急かし、俺はもう一度さっきの場所に戻った。

「ホントに、しょうがねぇ奴」




　そこには、俺とすずみの名前が入った、相合い傘が描いてあった。




　　　　　◆




　日曜日の朝五時。早い時間だが、季節柄もう空は明るい。

　休日の早朝であるため、まだまだ市内は目覚めていない。

　そんな中、街中のスピーカーから、一斉に放送開始のチャイムが鳴る。

　――こんな時間に、同報無線？

　早起きな人々や、未だ寝ていなかった無ぶ精しよう者ものたちが、いぶかしげに空を見上げる。

　彼らの疑問の視線を受けたスピーカーから、少年の声が流れ始めた。




『あーあー、マイクテス。マイクテス。……うん、ちゃんと入ってますね。

　えぇっと、九頭龍市の皆様おはようございます。お……いえ、ぼ、僕は、市内出身の白石鋼平といいます。こんな朝早くからこんな放送をし、みなさんの安眠を妨害したことをお詫わびいたします。すみません。でも、どうしても、ある人にある言葉を伝えたくて、この放送をしています。えっと、市民の皆様にはほぼ無関係なことなので、できれば、耳をふさいでいてくれるとうれしいです。

　前置きが長くなりました。それでは、行きます。

　すぅ……ふぅ……よしっ。

　聞こえてるか、すずみ？　俺だ、鋼平だ。正直言って、おまえに言いたいことは数々あるが、この場で言うのは止めとく。今は法的にも社会的にもかなり無茶やってるんだから、私的な言葉は最小限にしとく。……って、今もしゃべりすぎか。

　まったく、幼稚園の時、おまえをかばって軽トラに撥はね飛ばされたのが始まりで……もう十年以上だ。いつもいつも、おまえには苦労させられてきたよな。

　小学校中学校時代、ケガをするようなことはなかったけど、おまえのドジでひどい目にあったことなんて、手足の指を全部使っても数え切れねぇよ。

　登とう龍りゆう門もんに入ってからは、特にひどかったよな。

　毎朝遠い学校へ通学させられるし、寮に入ろうとしたらいきなり嚙まれるし、いきなり転校してきたと思ったら、毎日のように燃やされて、嚙まれて……ホント、我ながらよく付き合ってられると思うよ。

　でも、あの時約束しちまったから、しょうがないよな。

　おまえは覚えてるか、あの約束。

　俺はずっとずっと、おまえと一緒にいるっていう、あのガキの頃の約束だ。

　忘れた、なんて言わせないぞ。だって、今さら言われたって困るんだ。

　だって、俺はあんな約束なくても、おまえとずっと一緒にいたいんだからな。

　つまりだな、その……ええいっ！　すずみ、俺は、おまえが好きだ。

　俺は、おまえとずっとずっと、ず――っと一緒にいたいんだ。

　たとえ仮に、おまえがイヤだって言っても、俺はおまえのそばにいたい。

　おまえの前に立つ壁じゃなくて、おまえのフォローをする兄でもなくて。

　ずっとおまえの隣に立っていられる、恋人になりたいんだっ！

　だから、すずみ。戻ってこい！

　いつも俺の手の届く場所にいてくれ！

　そうじゃないと、俺がさみしくて仕方ないんだよ。

　だから頼む、今すぐ戻って来てくれ！

　俺は今、九頭龍市役所にいる！　場所くらいわかるだろ！

　これ聞いてたら、さっさと飛んでこい！

　早く来ないと、もう一回、いや、何度でも言うぞ！

　すずみ、俺はおまえが好きだ、文句あるか！　あっても知らんけどなっ！

　おまえの意見なんか関係ない、俺はおまえが好きなんだっ！

　俺は、白石鋼平は、穂村すずみが、大っ好きだぁああああ――――――――――っ！』




　その叫びを最後に、放送は唐突に途と切ぎれた。




　　　　　◆




「……お疲れ様。すばらしい、放送だった」

　霧生さんはあふれる涙を拭ぬぐいつつ、俺を称たたえるように拍手をしていた。

「そりゃ、どうも」

　こっちは火が出そうな程熱い顔から手が離せない状態だ。

　市役所の放送室から出ると、しつけ隊のみんなや高山先生達、そして葦名さんや追跡に加わってくれた風竜の皆さんなどが、一様に俺を生なま温あたたかい目で見ていた。

　死ぬほど恥ずかしい。ホントに死ぬほど恥ずかしい。

　っていうか、もうこのまま消えてしまいたい。

「……録音設備がなかったのが、唯一の心残り」

「俺にとっては唯一の救いだよ」

　だって、今のって九頭龍市全域に放送されたんだろ？

　それも、こんな早朝に……うぅぅ、あれで起きちゃった皆様、本当にごめんなさい。

　聞き流してくれると最高にうれしいです。

　俺がカタカタ震えていると、足下しか見えない視界に、誰かの足が映った。

「下ばっかり見ちゃってまぁ……なに、床に面白いものでも落ちてるわけ？」

　登龍門高校指定の、女生徒用のローファーだ。

　ゆっくりと顔を上げると、そこには神妙な顔の蓮華が立っていた。

「本気の告白だったんでしょ？　だったら、恥ずかしがってないで胸を張りなさいよ」

「いや、でもさぁ……母さんとか、ご近所さんも聞いてると思うと……」

「まったくもう、そんなしけた顔ですずみん出迎える気？　ほら、気合い入れろ！」

　スッパァン！

　小気味良い音を立て、俺の左頰に鋭するどいビンタが入った。

　振り抜かれた蓮華の右手は、少しだけ電光を纏まとっていて、食らった頰から全身にビリッと電気が突き抜けた。

　すごく痛いけど、それはなんだか気合いが入る痛みだった。

「気合い注入ビンタに、電気を混ぜるかね」

「はぁ？　何勘違いしてんのよ。今のビンタに込めたのは、あたしの個人的な怒りよ」

　ニッと唇の端を上げた蓮華に、俺も苦笑を返す。

「ってわけで、あたしを袖にした分はチャラにしてあげる。だから、さっさと顔上げて、笑顔ですずみん迎えに行きなさいよ」

「あぁ、わかった。ありがとな、蓮華！」

「ふん、さっさと行け！　バカ鋼平」

　ぷいっとそっぽを向いた蓮華に感謝しつつ、俺は市役所の外へと駆け出した。

　重い玄関の扉を押し開けると、そこには大竹さんが立っていた。

「やぁ、鋼平くん。良いタイミングですねぇ」

　大竹さんはニコニコ笑いながら、手にしていた竜気力計を掲げた。

　その小さなモニター上に、強い竜気力の持ち主がこちらに接近してくることが、はっきりと示されていた。竜気力は、千五百オーバー。……また強くなってやがる。

　苦笑いしながら顔を上げると、大竹さんは楽しそうに空を見上げた。

「ほら、もうすぐ見えてくるはずですよ」

「はい」

　大竹さんの視線を追って、太陽の昇りつつある東の空を見上げる。

　もう十分に明るい、夏の青空に、朱色の翼が羽ばたいているのがわかる。




「こ――ちゃぁ――んっ！」




　やや遠い声が、ドップラー効果を伴って接近してくる。




「こぉおぉおお――――ちゃああぁぁぁああああああああぁ――――――んっ！」




「すずみ――っ！」

　俺は駆け出し、飛ひ来らいする朱い竜に両手を振った。

　朱い翼は力強く羽ばたき、翼の主、すずみの体があっという間に大きくなり、ハッキリすずみの笑顔が見えたと思った、次の瞬間――。




「こうちゃんっ！　あたしもこうちゃん、だぁい好きぃいいい――――――っ！」




　その笑顔が、俺の視界いっぱいに広がり――。

　どすんっ！

「うげふっ」

　飛翔の勢いそのままに、すずみは俺に飛びついた。

　足が浮き上がり、そのまま空へと上がっていくのが分かる。

　それより、衝しよう突とつのダメージで胸が痛い。

　……だけど、今、俺の腕の中にはすずみがいる。

　それ以上に重要なことなんて、何もない。

「こうちゃんこうちゃんこうちゃんこうちゃんこうちゃんこうちゃ――んっ！」

　俺の胸に顔をうずめ、名前を連呼してくるすずみを、思い切り抱きしめる。

「聞こえたよ、こうちゃんの声！　すごく恥ずかしいけど、ものすごく嬉しいよ！」

「聞こえたかよ、家出娘っ！　俺がどんだけ恥ずかしかったと思ってんだ！　でもな」




「大好きだぞ、すずみ」

「うん、わたしも大好きだよ、こうちゃんっ！」




　俺とすずみは、ごく自然に唇を重ね合った。















　――フッと、すずみの翼が消えた。

「「え!?」」

　俺達の体はたちまち地上へと落下し始めた。

「「うわぁああああああああああああああああああああああああああ――っ!?」」










　　　結







　九月某日、早朝。本日は快晴なり。

　秋晴れの空の下、俺おれとすずみはいつものように一緒に寮を出た。

「ほれ、走れすずみ。急がないと遅れるぞ」

「あわわ！　こうちゃん、待って待って！」

　普通であれば、まったく急ぐ必要のない時間なんだけど、今日は特別。

「……明日は、全員始業三十分前に、集合」

　という学級委員長・霧きりゆ生うさんからのお達しがあったのが、つい昨日のこと。

　まぁ指定より早めに行こう、という約束だった――のだが、例によってすずみが寝坊したため、荒あら気き達は先に行ってしまい、俺達だけは指定時間ギリギリの出発だ。

「まったく、おまえは成長しないな。いい加減、一人で起きられるようになりなさい」

「ぶーっ、眠いものは眠いんだよ！」

　不満げにふくらませたすずみの頰ほおを、両側から手のひらで圧おし潰つぶす。

「じゃあ、蓮れん華げに起こしてもらえよ。朝練と同じ時間にさ」

「うん、それはキッパリと、無理っ！」

　断言したな、このバカ。しかも両手で×作ってるし。

「まぁそれに、忙しい蓮華ちゃんの手を煩わずらわせるのも、悪いしね」

　すずみの言う通り、夏休み以降、蓮華は少し忙しそうにしていた。

　朝は俺達より早く出発し、放課後は部活で遅くまで帰ってこない。

　元々、あいつは竜りゆう球きゆうの有望株として入学していたわけで、すずみにあまり手が掛からなくなった最近は、部活優先って感じで生活している。

「蓮華がかまってくれなくて、さみしいのか？」

「そりゃそうだよ。だから～、こうちゃんの愛でいやしてほしいなっ」

「い、いや……いくら付き合ってるっつっても、学校では節せつ度どを持った関係をだな」

「えへへ、照れなくてもいいのにぃ。こうちゃんは、街中に向かってわたしへの愛を叫んでくれたじゃない。今さら学校くらいで照れる必要、ないでしょ？」

　うぐぐ……人が忘れたい過去を、簡単に掘ほり起おこしやがって。




　――すずみ逃走事件＆全市公開告白から、もう二ヶ月あまりが経たっていた。

　非常に恥ずかしかったけど、すずみに告白したことは後こう悔かいしていない。

　だけど、あの逃走事件ですずみの危険性が大っぴらになってしまい、富ふ士じや陸軍は相当な騒さわぎになったらしい。陸軍と富士、そして登龍門の会議は難なん航こう。

　夏休みの前半、調整に追われた高山先生や白刃さん、大おお竹たけさんはほとんど学校におらず、たまに会うといつも疲れた表情をしていた。すずみの立場は日に日に悪くなり、一時はすずみをどこぞのシェルターに閉じ込める、なんて過激な案すら出たそうだ。

　しかし、大竹さんが提示した『鎮しずめの力』のデータで陸軍内での空気が変わり、また龍りゆう道どう派は幹かん部ぶ（白刃さんによると、大地が親父さんを説得したらしい）が同盟派に歩み寄る姿勢を見せたことで、事態は好転。同時に、富士側では刀塚野先生の尽じん力りよくにより開国派、鎖国派が妥協案を承しよう諾だく。すずみの処しよ遇ぐうが決定された。

　そして、ついに決まったすずみの処遇は、『条件付きの現げん状じよう維い持じ』。

　その条件とは、「俺とすずみが可能なかぎり一緒にいること」だ。

　……とうとう、俺とすずみの関係が二カ国公認になってしまいました。




「ほらほら、こうちゃん。大好きなすずみは、ここにいるよ？　ホール・ミー・タイ！　キス・ミー・プリーズ！　って、あいたっ！　うえーん、こうちゃんがぶったー」

「調子に乗るなっ！　俺は世せ間けん体ていを忘れたバカップルになるつもりはねぇっ！」

　我慢しきれず俺が叫んだ時、パシャリというシャッター音が響いた。

「そんな仲良しバカップルの登校風景を、まずは一枚っとぉ」

　音の方を見たら、そこにいたのはＴＮＮの大おお早さ波わ凩こがらし先輩。

　先輩はいつものうさんくさい笑顔で、ファインダー越ごしに俺達を見ていた。

「おはようございます、大早波先輩」「おっはよーございますっ！」

　俺達が頭を下げると、「はい、おはようございます」と先輩も返してくれた。

「それはそうと、先輩。俺達はバカップルじゃありませんからね」

　俺が抗議をこめてにらむと、大早波先輩は楽しそうな笑い声を上げた。

「いやいやいや、もう十分なってると思いますけどねぇ、バカップル。ま、それはさておきっ！　本日はお早いご登校ですね。あ、お二人も玉ぎよく組ぐみですし、例の件ですか？」

「えぇ、たぶんその件です」

「ああ、やっぱり、実はですねぇ、お姉さんもその件で、同志・霧生さんからお呼ばれしておるのですよ。是ぜ非ひ、歴史的瞬間を撮影してほしい、と。そんなわけで、お姉さんはこうしてカメラを携たずさえ、シャッターチャンスを狙っておるわけです、はい」

「は、はぁ……」

　あちこちにカメラを構える先輩を横目に、俺達は一年校舎へと向かう。

　街路樹の向こうに校舎が見えた時、その手前に集まっている一団が見えた。

　玉組のみんなと、他のクラスの有志一同なんだけど、他クラスの生徒が意外と多い。

「あ、みんないたよ！　おーい、おっはよーみんなー」

　すずみが手を振ると、よく知った顔がこちらを振り返った。

「……二人とも、遅い」「おや、遅刻ギリギリですね」「ふむ、確かに遅いな」

　霧生さん、荒気、白しら刃はさんがそれぞれ俺達の遅ち参さんをなじる。

「ごめん、全部すずみが悪いんだ」

「ひどいっ！　たしかにそうだけど、少しは庇かばう気き遣づかいをプリーズッ！」

　さわぐすずみに、三人や周りのクラスメート達がクスクスと笑う。

　なんだか、すっかりこういう扱あつかいで定着してしまったな。ま、いいけどさ。

「……鳴なる神かみさんが、まだだけど……時間が押してるし、始めましょう」

　霧生さんが腕時計を見て頷うなずくと、荒気や他のみんなも頷いた。

「では、大だい地ち殿どのっ！　お願いするっ！」

　白刃さんが校舎に向かって手を振ると、屋上にマントを翻ひるがえす人影が現れた。




「はぁ――っはっはっはぁっ！　オレ様の力を求めるか？　いいだろうっ！　見るがいい、これが、我らの創意の結晶であるっ！」

　足下に置いてあった巻き布を、地面に向けて放り投げた。

　巻かれた白い布はくるくると回りながら広がり、屋上から二階あたりまで下がり、一本の大きな垂たれ幕まくになった。




『お帰りなさい！　刀と塚つか野の剣つるぎ先生！』




　白地に黒で大きく書かれたその文字に、霧生さんは満足げに頷き、白刃さんはどこか照れくさそうに頰ほおをかき、玉組と一年有志（ほぼ女子）一同は歓声を上げた。

　刀塚野先生って、ホントに女子に人気あったんだなぁ。

　とまぁ、そんな感慨はさておき、垂れ幕にある通り、もうすぐ刀塚野先生が富ふ士じから帰ってくることが決まったのだ。

　今回俺達が朝早く呼び出されたのは、これの完成披ひ露ろう会兼リハーサルのようなもの。

　刀塚野先生が帰ってくる当日、これをタイミングよく広げようっていう寸法だ。

「おお、いいですねぇいいですねぇ。思ったよりもハイクオリティです」

　広がった垂れ幕に、大早波先輩がしきりにシャッターを切っている。

「おぉ――っ、こうして見ると、やっぱり大きいねっ！　これなら、刀塚野先生も感涙間違いなしだよ、ね？　白刃ちゃん？」

　すずみは満面の笑顔で問いかけたが、白刃さんは気まずそうに視線を逸そらした。

「すまぬ。あぁいったものに身内の名前が掲げられるのは、ものすごく恥ずかしいことだと、今さら気付いた。なんなのだろうな、この気恥ずかしさは」

　顔を押さえてしまった白刃さんに、周りから優しい笑いが起こる。

　うん、白刃さんはすっかり照れ屋キャラが定着したな。

「え、どして？　ちゃんと書けてるし、かっこいいと思うけどなぁ」

　首を傾かしげるすずみに、そして俺に、白刃さんは難しい顔を向けた。

「そうか。そういった感覚ならば、貴殿らは大丈夫なのであろうな」

「え？　白刃さん、それってどういう意味――」




「あ――っ！　なによ、もう広がっちゃってるじゃない」




　その時、周囲に悔くやしそうな声が響いた。

　振り返って見れば、そこにはユニフォーム姿の蓮華が、息せき切って立っていた。

　どうやら、朝練を終えて走ってきたようだ。

「残念だったな、蓮華。そんなに走ってきたのに」

「まったくよ！　もう、あんたら気が利かないわね。特に霧生、一緒に作った仲間として、みんな揃うまで待ってあげようって優しさはないわけ？」

　不満げに自分を見すえる視線に、霧生さんは「ふふふ」と薄く笑った。

　……なんだろう、本能的にイヤな予感が。

「どしたの、こうちゃん？」「鋼こう平へい？　あんた顔色悪いわよ」

　すずみと蓮華の不思議そうな視線の背後から、霧生さんの薄ら寒い視線がこちらを向いているのが分かった。

「……大丈夫、鳴神さん。メインイベントは、むしろここから」

「は？　どういうこと？」

「……こういう、こと」

　霧生さんが右手を高く掲げると、屋上の大地が「心こころ得えたっ！」と叫んだ。

　スルスルスル――……ッ。

　再び、屋上から垂れ幕が投げ下ろされる。

　なんだ、二本目なんて聞いてないぞ？

「続けて、とぅっ！」

　それどころか、二本目が開ききらないうちに、大地は三本目を投げ下ろした。

　――そして、




『自主制作映画「白しら石いし鋼平＆穂ほ村むらすずみ　愛の軌き跡せき」テレビ放映決定』




『自主制作映画「白石鋼平＆穂村すずみ　愛の軌跡」第二弾制作決定』




　という感じになりました。って――。




「「うぎゃぁあああああああああああああああああああああああああああ――っ！」」

『おぉ――――――――――――――――――――――――――――――――っ！』

　俺達の悲鳴と、周囲の歓かん声せいが入いり交まじる。

　え、うそ、何？　あの馬ば鹿かげたタイトルの映画って、ひょっとして、例のアレ？

　て、テレビって何？　第二弾って、何？

「おやおやおや、お二人とも良い表情ですねぇ。シャッターチャンス到とう来らい！」

　大早波先輩が、絶望する俺達の顔をパシャパシャ撮っているが、反応不能だ。

　俺とすずみがあんぐりと口を開けて呆ほうけていると、主犯格とおぼしき人物が、ゆっくりとこちらに歩いてきた。

「……二人に、サプライズプレゼントを、用意させてもらった」

　さ、サプライズにも、ほどがあります。

「ど、どういう、ことなの？　雫しずくちゃん……？　第二弾はともかく、テレビって」

　しゃべれない俺に代かわり、すずみが声をしぼり出す。

「……あるテレビ局主催のイベントで、自主制作映画の募集があったの。優秀作品は、イベント内のスクリーンで上映。プラス、事前に映像の一部が、番組内で放送される」

「つ、つまり……」

「……深夜番組だけど、二人のキスシーンが電波にのる。それも、全国放送」

　満足げな顔でサムズアップする霧生さんに、今度こそすずみも言葉を失った。

「……そうそう、第二弾には、七月の告白放送の音声も、使える。偶ぐう然ぜん録音されていた音源を、姉さ……こほん、親切な人が、提供してくれた」

「今『姉さん』って言いかけたよね？　ちっくしょう、小こ雨さめさんのアホ――ッ！」

　ここにはいない、ふわふわ笑顔に向け、心の底から毒づく。

「すずみ様――っ！　映画必ず、見にまいります――っ！」

　大地が屋上からアホなことを叫んでいる。

「やれやれ、だから言ったではないか。恥ずかしい、と」

　白刃さんが呆れた顔でため息を吐いている。

「あはは、すごいですねお二人とも。全国デビューですよ？」

　荒気がさわやかな笑顔で、楽しげに語りかけてくる。

「……大丈夫、最高の演出をしてみせる」

　霧生さんが的まと外はずれなことを言ってくる。

「ホント、あんたらは波は瀾らん万ばん丈じような人生送ってるわよね」

　蓮華がジト目で俺達をにらんでいる。そして、

「逃げないの？　いつもみたいにさ」

　フッと表情を和らげ、笑いかける。

　その言葉で、俺とすずみはお互いを見合わせる。

「そうだな、逃げるぞ、すずみ！」

「うん、そだね。逃げよう、こうちゃん！」

　どちらが前に行くこともなく、どちらが後ろにつくこともなく。

　俺達はお互いが差し出した手に、しっかりと指を絡め合う。

　いつも二人で、お互いの隣に、ずっと一緒に居続ける。

　そうやって、二人で同じ場所を目指していく。

　一緒なら、どこまでも行けるはずだから。











すずみんは肉食系火竜(3)　了










　あとがき




　このあとがきを書き上げたら、『すずみん』は終わるのかー……。




　こんにちは、西せい野の吾ご郎ろうと申します。「にしの」ではありません。「せいの」です。

　この度は拙せつ作さくをお手にとっていただきまして、誠まことにありがとうございます。

　さて、一行目に書きました通り、『すずみんは肉食系火竜』は今回で終了です。

　デビュー丸二年の記念日に人生初の「三巻」が出る――シリーズ終了はさみしいですが、それ以上に不思議な因いん縁ねんを感じる今日この頃です。

「主人公がふと目を覚ますと、お隣となりさん家ちが燃えていた」

　ふと思いついたそんなイメージに、あれやこれやと肉付けしていった結果生まれたのが、本作『すずみんは肉食系火竜』です。

　実はこれ、デビュー作となった前作『SUSHI-BU!』を書き上げるよりずっと前に思いついていながら、結局ストーリーを形にできず、数年間放置していたネタでした。

　前作が終わり、「次どうしましょう？」と言う担当さんに、やる気を見せないと！　と提出した企画書のひとつにこの案を入れたところ、意外やあっさりと選ばれてしまったのです。これには僕も困こまりました。

　なにせ当初イメージがはっきりしていたのは、一巻冒頭に当あたる火事のシーンだけ。

　企画書を書く直前まで、主人公とヒロインが幼おさな馴な染じみであるということ以外未定で、性格も、外見も、名前さえも決まっていないような状態でした。

　そんな状態から何ヶ月も時間をかけ、担当さんのアドバイスを受け、編集部からの意見も取り入れ、数次の書き直しを経へて完成したのが『すずみんは肉食系火竜』でした。

　苦労した分、完成させられたことはとてもうれしいことでした。

　また、イラストをあなぽんさんに引き受けていただけることになり、「もしや続けられるのでは？」という期待も生まれました。

　そして、今こうして三巻を出版し、鋼こう平へいとすずみの『ラブコメ』に決着を付けられたことは、個人的には快かい挙きよと言えるのではないかと思います。

　この場を借かりまして、イラストのあなぽんさん、担当のＧさん、本作出版に関わってくださった全ての人々、そして、本作を読んでくださった読者の皆様に、心よりお礼を申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。

　次の作品のあとがきにて、また皆様のお目にかかれる日を楽しみにしております。


二〇一三年一二月某日　西野吾郎
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